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エグゼクティブサマリー 

公的資金による研究開発戦略の立案において、科学技術の社会に対する貢献を明確に打出

す動きが、米国や欧州を中心に年々強まっている。日本では、2011 年 8 月に閣議決定され

た第４期科学技術基本計画の中で、科学技術イノベーション政策の主要な柱を、従来の分野

別重点化から重要課題の達成へと転換する方針が打ち出された。また 2013 年 6 月に閣議決

定された科学技術イノベーション総合戦略においても、取り組むべき課題を設定し、その解

決に向けた施策を実施することが方針として示されている。 

独立行政法人科学技術振興機構（JST）研究開発戦略センター（CRDS）は、「社会が何

を求めているか（社会的期待）」に応えることを研究開発戦略の立案にあたっての基本方針

としている。この基本方針の下、CRDS では、上述の科学技術イノベーション政策の方針

を具体化すべく、これまで次の２つの異なるアプローチにより研究開発戦略の立案方法を検

討してきた。 

  ・課題解決型アプローチ（平成 24 年度）  

  ・未来創発型アプローチ（平成 25 年度） 

平成 24 年度に検討した課題解決型アプローチは、従来から実施されている分野別の研究

開発動向からのアプローチと比較すると、研究開発分野/領域の視点や枠組みにとらわれず

に社会的課題を把握、認識することができ、また課題解決に寄与しうる研究開発領域/課題

を複数の異なる分野から見出すことができる等の点において改善が見られた。しかし、一方

で、以下のような点を補完する方法が必要であるとの認識に至った。 

◇ 解決が求められる課題への対処を起点として検討を進めるため、描かれる将来の社会

像は、問題が解決された状態のものに留まる傾向にある。そのため、新しい科学技術

によって実現しうる、未来志向で新規性のある社会像が描出されにくい。 

◇ 課題解決に寄与しうる科学技術という視点からでは、先駆的、先端的な研究開発領域/

課題が見出されにくい。 

未来創発型アプローチは、これらの点を改善することを目的として、平成 25 年度に検討

を試みた方法である。このアプローチでは、未来志向で新規性のある社会像を、先端的な研

究領域から得られつつある科学的知見や萌芽的技術等を踏まえて描くことから検討を開始

した。その一連の検討の流れは以下のとおりである。 

1) 未来の社会像とその根拠となる科学技術のロングリストの作成 

2) 1)の検討範囲を絞るための視点の抽出 

3) 視点毎に関連する社会像と科学技術を把握 

4) 3)を踏まえ、駆動力を持つ科学技術を特定し、実現されうる社会像の正負両面を把握 

5) 再び視点の単位で駆動力を持つ科学技術、関連する社会像、必要となる制度等を把握 

 

これらの検討を経て得られた戦略スコープ案のタイトル（Ａ、Ｂ、Ｃ）、それぞれが含む

駆動力を持つ科学技術は以下の通りである。戦略スコープ案とは、CRDS において具体的
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に研究開発戦略を検討していく候補である。 

Ａ：医療と病院の変容 

 物理的刺激による新しい治療法の開発 

 加齢医学による疾患予防 

 統合生理モデルの研究開発（システム生理学） 

 3 次元多細胞体構築技術 

Ｂ：人と機械の新たな関係   

 モノのインターネット 

 知のコンピューティング 

 人間と機械の間の意思疎通インタフェース 

Ｃ：人の能力とコミュニケーション 

 脳機能の非侵襲計測技術 

 脳科学と情報技術の統合化、ブレイン・マシンインターフェース（BMI） 

の進展 

 脳機能とコンピュータを連携させる技術 

 

未来創発型アプローチでは、課題解決型アプローチでは見出せなかった、未来志向で新規

性のある社会像を得ることができた。また、課題解決型アプローチで不十分であった、先駆

的、先端的な研究開発領域/課題を見出すという点については、駆動力を持つ科学技術を特

定することによって対応できたと言える。 

しかし、未来創発型アプローチを研究開発戦略の立案方法として改善していくためには、

さらに次の点について検討する必要があると考えられる。 

(1)ロングリスト作成時の典拠情報の拡大  

(2)検討プロセスへの参加者のあり方 

(3)社会像の検討方法の詳細化 

 

以上のように社会的期待に応える研究開発戦略の立案方法として、課題解決型アプローチ

と未来創発型アプローチを構築、試行してきた。研究開発戦略の立案方法は、これらに限る

ことなく、研究開発を実施する目的に応じて多様なものが検討されることが望ましいが、

CRSD では、両者の特徴を生かした改善と実際の立案プロセスへの適用を継続的に実施す

ることを通じて、戦略策定の方法論を確立していく予定である。 
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１．検討の背景と目的 

公的資金による研究開発戦略の立案において、科学技術の社会に対する貢献を明確に打出

す動きが年々強まっている。 

米国エネルギー省によるエネルギー戦略の立案では、「未来の安定したエネルギー保障」

という目標を掲げ、重点的に取り上げるべき研究領域が議論された[1]。欧州連合の研究資

金提供プログラムである Horizon 20201には、社会的課題への対応（Societal Challenge）

や産業のリーダーシップ確保（Industrial Leadership）が、卓越した科学（Excellent Science）

と並んで鍵となる優先事項（Key Priorities）として掲げられた。英国ビジネスイノベーシ

ョン省政府科学局内で実施されている Foresight Project2では、科学技術が貢献しうる社会

的課題をテーマとした検討が行われ、関連する研究開発領域の施策検討に利用されている

[2]。 

日本においても、2011 年 8 月に閣議決定された第４期科学技術基本計画3において、科学

技術イノベーション政策の主要な柱を、従来の分野別重点化から重要課題の達成へと転換す

る方針が打ち出された。また 2013 年 6 月に閣議決定された科学技術イノベーション総合戦

略4においても、取り組むべき課題を設定し、その解決に向けた施策を実施することが基本

方針として示されている。 

独立行政法人科学技術振興機構（JST）研究開発戦略センター（CRDS）では、｢豊かな

持続性社会｣を地球規模で実現することを目指し、「社会が何を求めているか（社会的期待）」

に応えることを研究開発戦略の立案にあたっての基本方針としている。この基本方針の下、

CRDS では、社会的期待・邂逅横断グループ（以下、横断グループ）を設置し、上述した

科学技術イノベーション政策の方針を具体化すべく、研究開発戦略の立案方法を検討してき

た。 

横断グループによるこれまでの検討では、次の２つの異なるアプローチが提案・実践され

た。 

  ・課題解決型アプローチ（平成 24 年度）  

  ・未来創発型アプローチ（平成 25 年度） 

 平成 24 年度に検討した課題解決型アプローチでは、社会的課題が解決された状態の社会

像を想定し、その実現に必要な研究開発領域/課題を特定するという検討プロセスを採用し

た。このアプローチでは、従来から実施されている分野別の研究開発動向に基づく検討方法

に対して、次の点において改善が見られた[3][4]。 

 ◇ 研究開発分野/領域の視点や枠組みにとらわれずに、社会的課題を把握、認識する。 

 ◇ 課題解決に寄与しうる研究開発領域/課題を、複数の異なる分野から見出す。 

                                                  
1 2013 年 12 月採択。対象期間は 2014～2020 年。ウェブサイトは、

http://ec.europa.eu/programmes/horizon2020/en/what-horizon-2020 （2014 年 5 月 8 日アクセス） 
2 http://www.bis.gov.uk/Foresight/Our-work/projects （2014 年 5 月 8 日アクセス） 
3 http://www.mext.go.jp/a_menu/kagaku/kihon/main5_a4.htm （2014 年 5 月 27 日アクセス） 
4 http://www8.cao.go.jp/cstp/sogosenryaku/ （2014 年 5 月 27 日アクセス） 
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しかし、課題解決型アプローチにおいては、以下の点を改善する必要があるとの認識に至

った。 

◇ 解決が求められる課題への対処を起点として検討を進めるため、描かれる将来の社会

像は、問題が解決された状態のものに留まる傾向にある。そのため、新しい科学技術

によって実現しうる、未来志向で新規性のある社会像が描出されにくい。 

◇ 課題解決に寄与しうる科学技術という視点からでは、先駆的、先端的な研究開発領域/

課題が見出されにくい。 

そこで横断グループでは、これらの点を改善することを目的として、平成 25 年度に、「未

来創発型アプローチ」と名づけた方法による検討を試みた。未来創発型アプローチでは、先

端的な研究開発動向から洞察される未来の社会像を描くことから検討を開始し、社会を変え

る駆動力となるような技術を特定するとともに、技術によって生じうる新たな課題や必要と

なる社会制度についても検討した。本報告書は、これらの検討プロセスと結果等を取りまと

めたものである。 
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２．検討方法 

 

2.1 基本的な考え方 

2.1.1 二つのアプローチの相違点 

未来創発型アプローチと課題解決型アプローチは、ともに社会的期待に応えるための研究

開発戦略を立案するための方法であるが、両者は次の２つの点において異なっている。 

第一に、戦略立案にあたり想定している社会像に違いがある。 

前章でも述べたように、課題解決型アプローチでは、広く社会から解決を求められている

既知の社会的課題が解決へと向かい、その結果として実現する社会像を想定する。このよう

な社会像は、平成 24 年度の検討で設定されたテーマである「地球環境・エネルギー問題へ

の対応力がある社会」「社会インフラの保守・修復・構築力がある社会」等に端的に表れて

いる。[3][4] 

これに対し未来創発型アプローチでは、未来志向で新規性のある社会像を、先端的な研究

領域から得られつつある科学的知見や萌芽的技術等を踏まえて検討する方針とした。 

第二に、研究開発領域/課題や技術シーズを戦略に反映させるタイミングが異なる。 

課題解決型アプローチでは、社会的課題が解決された社会像の検討から開始し、社会像を

実現するための要求・要件を検討した上で、プロセスの後半で研究開発領域/課題や技術シ

ーズとの結びつき（邂逅）を実施した[3][4]。 

これに対し未来創発型アプローチでは、まず、先端的な研究領域から得られつつある科学

的知見や萌芽的技術等を根拠として、どのような未来の社会像がありうるかを描いた。次に、

描かれた社会像の実現に必要となる研究開発領域/課題や技術シーズを探索し、さらにもう

一度、社会像や科学技術以外に必要な制度等を検討するというプロセスを試みた。これは漸

次的な邂逅を複数回にわたって実施しようとしたものある。また、社会像の検討にあたって

は、人間のあり方に対する倫理感をふまえつつ、科学技術によってもたらされる正の面だけ

でなく、負の面も視野に入れて検討する方針とした。 

 

2.1.2 検討の流れ 

2.1.1 で述べた方針に基づき、具体的な検討の流れを以下のように設定した。 

1) 未来の社会像とその根拠となる科学技術のロングリストの作成 

2) 1)の検討範囲を絞るための視点の抽出 

3) 視点毎に関連する社会像と科学技術を把握 

4) 3)を踏まえ、駆動力を持つ科学技術を特定し、実現しうる正負両面の社会像を把握 

5) 再び視点の単位で駆動力を持つ科学技術、関連する社会像、必要となる制度等を把握 

 

2.1.3 「社会的課題の検討枠組」の利用 

未来の社会像とその根拠となる科学技術を検討していくため、課題達成型アプローチで利

用した「社会的課題の検討枠組」の FACTS、TRENDS、VISION という項目[3][4]を、次

のように再定義して利用した。 
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◇FACTS・TRENDS：注目されつつある科学的知見や萌芽的技術をキーワードもしくは

フレーズで表したもの 

            ・FACTS：現時点でおこりつつあるもの 

            ・TRENDS：5 年から 20 年の間に実現しうるもの 

◇VISION：FACTS・TRENDS の進展によって実現しうる社会像や、その社会の中で起

こりうる問題点を、キーワードもしくはフレーズで表したもの 

 

2.2 検討プロセスの概要 

2.1.2 で示した 1)～5)の検討の流れに対応させ、また 2.1.3 において再定義した FACTS、

TRENDS、VISION の検討枠組を用いて、以下に示す 5 つの Step から構成される検討プロ

セスに沿って具体的な業務をすすめた。これらのイメージを図１に示す。 

Step1：「FACTS・TRENDS・VISION リスト」の作成 

Step2：テーマの抽出 

Step3：「テーマ別 FACTS・TRENDS・VISION リスト」の作成 

Step4：ドライビングフォースとなる科学技術の特定と戦略スコープ骨子案の作成 

Step5：戦略スコープ案への再編 

ここでテーマとは、ロングリストとして作成された「FACTS・TRENDS・VISION リス

ト」から、検討範囲を絞っていくための視点を意味する。 

 

 

 
図１ 検討プロセスの 5つの Step 
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ドライビングフォースとなる科学技術とは、社会を変容させる駆動力を持つと判断される

科学的知識及び技術的萌芽をいう。科学的知識とは、科学研究が内包している、自然観や人

間観を変化させる力を持ちうる知識である。また技術的萌芽とは、その実現による社会的、

経済的、あるいは文化的なインパクトが大きく、これまでの社会の姿を大きく変えていくこ

とが想定される技術である。これらを生み出すことが期待される先駆的研究開発領域の多く

は、関連分野の研究者の間で注目され始めていることも多い。 

戦略スコープ骨子案とは、ドライビングフォースとなる科学技術と、これらの進展によっ

て実現しうる社会像やそれに伴って生じうる問題点をセットにして取りまとめたものであ

る（具体例を参考資料 1-6、参考資料 1-7 に示す。） 

戦略スコープ案とは、戦略スコープ骨子案をテーマの視点でとらえ直したもので、CRDS

において具体的に研究開発戦略を検討していく候補として横断グループから提案されるも

のである（具体例を参考資料 1-8 に示す）。 

 

 これらの５つの Step からなる一連の検討プロセスは、Step1 で作成された「FACTS・

TRENDS・VISION リスト」から、社会像とドライビングフォースとなる科学技術の双方

を視野に入れつつ、対象を順次絞り込み、研究開発戦略を検討する候補を選定していく過程

となっている。 
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３．検討プロセスの詳細 

各 Step について、目的、意義、作業期間、検討プロセス、ステップ毎の考察を記述する。

検討プロセスが複数のサブステップから構成される場合は、サブステップ毎の目的と中間結

果を示した。 

 

3.1 Step1：「FACTS・TRENDS・VISION リスト」の作成 

（目的） 

先端的な研究開発動向から洞察される未来の社会像や、まだ顕在化していない問題

点を、その根拠となる科学的知見や萌芽的技術を踏まえて把握する。 

（意義） 

科学的知見や萌芽的技術等を起点として検討することによって、これらによってこ

そ見出される新たな社会像や、まだ一般には顕在化されていないような社会の問題を

見出すことにつなげる。 

（作業期間） 

約４ヶ月（うち、Step1a に約３ヶ月） 

（検討プロセス） 

Step1a：FACTS・TRENDS・VISION 一覧の作成 

目的：先端的な研究開発動向から洞察される未来の社会像や問題点、その根拠とな

る科学的知見や萌芽的技術等を列挙したリストを作成する。 

インプット 

外部有識者（先端的な研究開発動向から将来を洞察できると想定される人）の見識 

報告書（技術に対する中・長期的な将来展望が分野横断的に示されている等の条件を満たすもの） 

 

 

 

アウトプット 

FACTS・TRENDS・VISION 一覧 

 

・ 外部有識者に対し、以下の設問によるインタビューを実施し、発言内容の中か

ら、FACTS・TRENDS 及び VISION に該当すると考えられるものを、キーワ

ードもしくはフレーズの形で抽出した。 

手 法 

社会的課題の検討枠組（FACTS・TRENDS・VISION）の利用 

インタビュー、資料調査 

実施者 

横断グループメンバー 
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設問：「ご専門の領域の先端的な動向等から洞察される未来の社会像や、ま

だ顕在化していない/顕在化しつつある問題等についてお伺いしたい」 

・インタビュー対象は、CRDS でこれまで実施してきた研究開発戦略立案の経験

を踏まえつつ、上記の問いに適任と考えられる有識者とした。平成 25 年度にイ

ンタビュー対象とした外部有識者の一覧を参考資料 1-1 に示す。 

・外部有識者へのインタビューに加え、以下の資料[5]の記述内容から、FACTS・

TRENDS 及び VISION に該当すると考えられるものを、キーワードもしくはフ

レーズの形で抽出した。 

・IBM の研究者が捕らえている新しい技術ドライバに基づく技術戦略、Global 

Innovation Outlook（GTO）の 2011 年、2012 年及び 2013 年版[5][6][7] 

・McKinsey Global Institute による報告書（2013 年 5 月）[8] 

・なお、これらの資料は、以下の基準によって選定したものである。 

 今後の技術開発に対する中・長期的（5 年～20 年程度先）な将来展望が分野

横断的に示されていること 

 技術の可能性拡大という要素を踏む、独自の視点を持ったものであること 

 先進的な報告書として定評があり、注目度が高いものであること 

結果：Step-1a のアウトプットである FACTS・TRENDS・VISION 一覧を参考資

料 1-2 に示す。当一覧表では、仮のカテゴリとして以下を設定してキーワー

ドやフレーズを整理した。 

・個体/個人が持つ基本的な機能 

・個人による個人や集団とのかかわり 

・マクロな集団としての人間 

・人間を取り巻く自然・地球・宇宙・物質・エネルギー・情報 
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Step1b： FACTS・TRENDS・VISION リスト（ワークショップ用）の作成 

目的：ワークショップのグループワークでの利用しやすさのためにロングリストを

編集する。 

インプット 

FACTS・TRENDS・VISION 一覧 

 

 

 

アウトプット 

FACTS・TRENDS・VISION リスト（ワークショップ用） 

 

・FACTS・TRENDS・VISION 一覧に記載されたキーワード／フレーズの表記を

調整した上で、それらを以下のようにカテゴリ化したリストを作成した。 

 生命・生体 

 脳とコミュニケーション 

 個人化の進行 

 大量データ蓄積とデータ同士の結びつき 

 ICT によるビジネスの変化 

 システムの複雑化 

 人とロボット 

 モビリティ 

 科学技術の変容 

 新材料・物質 

結果：Step-1b までのアウトプットである FACTS・TRENDS・VISION リスト（ワ

ークショップ用）を、参考資料 1-3 に示す。 

 

  

手 法 

キーワード/フレーズの表記調整 

カテゴリ化 

実施者 

横断グループメンバー 
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Step1c：「FACTS・TRENDS・VISION リスト」の作成 

目的：ワークショップの結果を反映させたリストを作成する。 

インプット 

FACTS・TRENDS・VISION リスト（ワークショップ用） 

 

 

 

アウトプット 

FACTS・TRENDS・VISION リスト（ワークショップ後） 

|| 

インプット 

FACTS・TRENDS・VISION リスト（ワークショップ後） 

 

 

 

アウトプット 

「FACTS・TRENDS・VISION リスト」 

 

・社会的期待・邂逅に関するワークショップ（平成 25 年度第１回、9 月 19 日）

を開催し、前 Step で作成した FACTS・TRENDS・VISION リスト（ワークシ

ョップ用）を用いたグループワークでの議論を通じて、リストに項目を追加した。 

・ワークショップの参加者は、CRDS 上席フェロー及びフェロー、インタビュー

対象とした外部有識者の一部、及び CRDS 関係者である。 

・ワークショップの詳細は参考資料 2-1 に示す。 

・ ワークショップのグループワークの結果に対し、キーワード／フレーズの表記

を調整した。また、リストに追加されたキーワード／フレーズに対応して追加・

変更されたカテゴリを以下に示す。（追加されたものを斜体で示す） 

 生命・生体 

 脳とコミュニケーション 

 個人化の進行 

手 法 

ワークショップにおけるグループワーク 

・キーワード/フレーズの追加 

実施者 

ワークショップ参加者（CRDS フェロー、外部有識者） 

手 法 

キーワード／フレーズの表記調整による取りまとめ 

取りまとめ結果の整理・統合 

実施者 

グループワークリーダー、横断グループメンバー 
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 大量データ蓄積とデータ同士の結びつき 

 ICT によるビジネスの変化・生活の変化 

 システムの複雑化 

 人と機械が協奏する社会システムデザイン 
 人とロボット 

 モビリティ 

 科学技術の変容 

 新材料・物質 

 エネルギー・環境 
 経済 
 社会 
 個人のハピネスや豊かさ 
 その他 

（結果） 

Step1 全体のアウトプットである「FACTS・TRENDS・VISION リスト」を、参考

資料 1-4 に示す。 

（Step1 に関する考察） 

・Step1a においてインタビュー対象とした外部有識者の人数及び専門分野のバラ

ンスは、作業期間内での実現性を踏まえると妥当なものであったと言える。しか

し、当方法をより本格化するにあたっては、インタビュー対象者数の拡大は不可

欠である。特に、大きな社会像を変化を誘引しうる研究課題に取り組んでいる研

究者等を、より幅広くインタビュー対象としていく必要がある。これによって、

さらに多様で広がりのある未来の社会像や、その社会の中で起こりうる問題点、

それらの根拠となる科学的知見や萌芽的技術等が得られると想定される。 

・Step-1a の資料調査で対象とした報告書類は、作業期間を考慮し、最優先すべき

ものを対象とした。しかし、当方法をより本格化するにあたっては、資料調査の

網羅性をどの程度確保すべきかについての検討が必要である。 

・Step-1a 及び StepE-1b で実施した、インタビュー内容に基づいた FACTS・

TRENDS 及び VISION に該当するキーワード／フレーズの選定や、後続のサブ

ステップでのキーワード／フレーズの調整といった作業は、少人数での実施が必

要であり、横断グループにより実施したことが適切であったと言える。 

・Step-1c でワークショップを開催し、グループワークによる議論を実施すること

によって、横断グループが作成した FACTS・TRENDS・VISION リスト（ワー

クショップ用）に対し、補完的な内容を追加することができたと考えられる。 
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3.2 Step2：テーマの抽出 

（目的） 

未来の社会像が持つ特徴的な状況を踏まえ、検討範囲を絞るための視点をテーマと

して抽出する。 

（意義） 

リストに列挙された社会像及びその根拠となる科学的知見や萌芽的技術の中から、

一定の方向性や特徴を持つまとまりを特定することによって検討範囲を絞るとともに、

研究開発戦略を検討していく方向性をより明確にする。 

（作業期間） 

約 0.5 ヶ月 

（検討プロセス） 

インプット 

「FACTS・TRENDS・VISION リスト」 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウトプット 

 ３つのテーマ 

 

・「FACTS・TRENDS・VISION リスト」の主として VISION に示されたキーワ

ード/フレーズを踏まえると、未来の社会像の内容として示されているものの多

くが、次の３項目のいずれか一つ以上に関連していることが明らかになった。 

ⅰ）健康や医療に関するもの（生命に対する考え方に関するものを含む） 

ⅱ）人が持つ機能（脳や身体的機能、意思や心理的な影響も含む）と人工物（ロ

ボット、機械等）との関係性に関するもの 

ⅲ）大量データ・ICT がもたらす産業・生活の変化に関するもの 

・ここで、ⅲ）は他の２項目の基盤として密接に関係してくることから、独立した

項目としては取り扱わないこととした。また、ⅱ）については、人と機械の関係

性に注目するものだけでなく、人自体の能力や人どうしの関係性に注目するもの

を独立して検討していく方針とした。 

・以上を踏まえ、以下に示す３項目をテーマとして抽出した。 

  

手 法 

横断グループによる議論 

クラスタ化（主としてVISIONの内容を踏まえたもの） 

実施者 

横断グループメンバー 
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（結果） 

Ａ：医療・病院の変容 ［医療と病院の変容］ 

Ｂ：人と機械の新たな関係性 ［人と機械の新たな関係］ 

Ｃ：個人の価値創造力の開拓 ［人の能力とコミュニケーション］ 

※［ ］内は、最終的に戦略スコープ案で用いられたテーマ名である。 

（Step2 に関する考察） 

・検討範囲をテーマとして絞る段階は、横断グループ内での議論によって実施した。

前段階のStep1で実施したリストを充実させる作業に関しては、インタビュー、

資料調査、ワークショップの開催によって、多くの関係者が参加する形をとった

が、検討対象を絞り込むことを目的として実施した当 Step においては、少人数

（横断グループメンバ）による議論に妥当性があったと考えられる。 

・得られた３テーマは、ライフサイエンスと情報技術という２つの分野を背景もし

くは根拠としたものとなった。これは、これら２分野の先端的な研究開発動向が

未来の社会像に大きな影響を及ぼすと想定される分野であるためと考えられる。 
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3.3 Step3：「テーマ別 FACTS・TRENDS・VISION リスト」の作成 

（目的） 

それぞれのテーマに該当する具体的な社会像と、それらの社会像の実現に寄与しう

る科学的知見、萌芽的技術を把握する。 

（意義） 

テーマ別に、該当する具体的な社会像、科学的知見、萌芽的技術把握することを通

じて、研究開発戦略を検討していく方向性をさらに明確化する。 

（作業期間） 

約 2 ヶ月 

（検討プロセス） 

Step3a：テーマ別 FACTS・TRENDS・VISION リスト（原案）の作成 

目的：テーマ別に、該当する社会像、それらの社会像の実現に寄与しうる科学的知

見、萌芽的技術をリストに基づいて整理する。 

インプット 

「FACTS・TRENDS・VISION リスト」 

FACTS・TRENDS・VISION 一覧 

 

 

 

 

 

 

 

アウトプット 

テーマ別 FACTS・TRENDS・VISION リスト（原案） 

 

・３つのテーマに該当するキーワード／フレーズを「FACTS・TRENDS・VISION

リスト」から抽出する作業を横断グループ内で分担して行った。これを横断グル

ープ内でレビューし、テーマ別 FACTS・TRENDS・VISION リスト（原案）を

作成した。 

結果：Step3a のアウトプットであるテーマ別 FACTS・TRENDS・VISION リス

ト（原案）を、参考資料 1-5 に示す。 

 

  

手 法 

テーマに該当するキーワード/フレーズの選択 

 

実施者 

横断グループメンバー 
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Step3b：テーマ別 FACTS・TRENDS・VISION リスト（原案）の改訂 

目的：CRDS の分野別ユニットが把握している科学的知見や萌芽的技術をリスト

に追加する。 

インプット 

テーマ別 FACTS・TRENDS・VISION リスト（原案） 

 

 

アウトプット 

「テーマ別 FACTS・TRENDS・VISION リスト」 

 

・横断グループからの依頼により、CRDS の５つの分野別ユニット（情報科学技

術、ナノテクノロジー・材料、ライフサイエンス、環境エネルギー、システム科

学）が、「研究開発の俯瞰報告書」[9]-[13]の作成等を通じて把握している各分野

の最新状況を踏まえ、科学的知見や萌芽的技術をリスト（原案）に追加した。 

（結果） 

CRDS の分野別ユニットが把握している科学的知見や萌芽的技術が追加された「テ

ーマ別 FACTS・TRENDS・VISION リスト」が得られた。 

（Step3 に関する考察） 

・テーマ別 FACTS・TRENDS・VISION リスト（原案）の作成においては、３つ

のテーマ別に分担して作成したものを横断グループ内でレビューすることによ

って、抽出されたキーワード／フレーズの適切性を高めることができたと考えら

れる。 

・分野別ユニットが把握している科学的知見等は、第１回のワークショップの参加

者の意見として、ある程度は反映されたが、テーマ別リストが作成された段階で

対象を絞って反映することによって、「テーマ別 FACTS・TRENDS・VISION

リスト」の内容を充実させることができたと考えられる。 

 

 

手 法 

テーマに関連するキーワード/フレーズの追加 

（ユニットで把握している技術の現状やトレンドを踏まえた追加） 

 （俯瞰報告書の範囲に限定しない） 

実施者 

分野別ユニット 
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3.4 Step4：ドライビングフォースとなる科学技術の特定と戦略スコープ骨子案の作成 

（目的） 

各テーマに該当するものとして列挙された科学的知見や技術を踏まえ、戦略スコー

プ骨子案の核となる「ドライビングフォースとなる科学技術」を特定する。さらに、

それらのドライビングフォースによって実現しうる未来の社会像や、これら以外の関

連する科学的知見と技術を併せて把握する。社会像については、正負の両面を検討し

た。 

（意義） 

ドライビングフォースとなる科学技術を核として、関連する社会像、科学的知見、技

術をセットで把握することによって、研究開発戦略を検討していく対象をさらに明確に

する。また、ドライビングフォースとなる科学技術によって社会にもたらされうる正の

面（利便性向上や課題解決等のメリット）だけでなく、負の面（プライバシー侵害や新

たな課題の登場など）も検討することによって、負の面に対する対応を事前に考慮する

ことを可能にする。 

（作業期間） 

約１ヶ月 

（検討プロセス） 

Step4a：戦略スコープ骨子案（原案）の作成 

目的：テーマ別リストを踏まえてドライビングフォースとなる科学技術を特定し、

これを核として関連する科学的知見や技術、実現しうる社会像（正負両面）

を把握した原案を作成する。 

インプット 

「テーマ別 FACTS・TRENDS・VISION リスト」 

 

 

アウトプット 

戦略スコープ骨子案（原案） 

・ドライビングフォースとなる科学技術 

 

  

手 法 

・専門性に基づく判断（ドライビングフォースとなる科学技術の特定） 

・関連するキーワード/フレーズのグルーピングと抽出 

（ドライビングフォースとなる科学技術に関連するFACTS・TRENDS・VISIONとセットで抽出）

 

実施者 

横断 G 
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・「テーマ別 FACTS・TRENDS・VISION リスト」の FACTS・TRENDS に記述

された内容から、横断グループメンバが、ライフサイエンス及び情報技術に関す

る専門性に基づいて、分野別ユニットの意見も踏まえつつ、ドライビングフォー

スとなる科学技術を特定した。     

・さらに、ドライビングフォースとなる科学技術を核として、「テーマ別 FACTS・

TRENDS・VISION リスト」から横断グループメンバが分担して、関連する項

目を抽出した。 

   

結果：戦略スコープ骨子案（原案）は、1～４点のドライビングフォースとなる科

学技術（●で示す）を含む形で次の 6 項目が作成された。Step4a のアウト

プットである戦略スコープ骨子案（原案）を、参考資料 1-6 に示す。 

①生体統合モデル 

 統合生理モデルの研究開発（システム生理学） 

 3 次元多細胞体構築技術 

②加齢性疾患治療技術 

 疾患予防としての抗老化医学 

③経験・感性と科学の融合 

 物理的刺激による新しい治療法の開発 

 漢方薬が何故、効くのかというメカニズムの解明 

④モノのインターネット 

 モノのインターネット 

⑤人・社会と ICT 

 人間と機械の間の意思疎通インタフェース 

 知のコンピューティング 

 ヒトの感覚システムの解析と模倣計測技術の開発、およびその送信方

法開発 

⑥脳とコンピュータ 

 脳機能の非侵襲計測技術 

 脳科学と情報技術の統合化、ブレイン・マシンインターフェース（BMI）

の進展 

 脳機能とコンピュータを連携させる技術 
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Step4b：戦略スコープ骨子案（ワークショップ後）の作成 

目的：ワークショップのグループワークでの議論を通じて、正負両面の社会像を拡

充する 

インプット 

戦略スコープ骨子案（原案） 

・ドライビングフォースとなる科学技術 

 

 

 

 

 

アウトプット 

戦略スコープ骨子案（ワークショップ後） 

・ドライビングフォースとなる科学技術 

 

・社会的期待・邂逅に関するワークショップ（平成 25 年度第 2 回、12 月 24 日）5に

おいて、前 Step で作成した戦略スコープ骨子案（原案）に示されたドライビング

フォースとなる科学技術によって実現しうる（こうなることが想定される）社会像

について、グループワークで議論した。 

・ワークショップの参加者は、CRDS 上席フェロー及びフェロー、及び CRDS 関係

者である。（詳細は参考資料 2-2） 

・ワークショップのグループワークの結果を戦略スコープ骨子案（原案）に反映させ、

横断グループメンバが戦略スコープ骨子案（ワークショップ後）にとりまとめた。 

（結果） 

６項目の戦略スコープ骨子案（ワークショップ後）を参考資料 1-7 に示す。 

骨子案のタイトルは以下の通りである。②のタイトルが原案から変更された。 

①生体統合モデル 

  ②加齢医学による疾患予防 

  ③経験・感性と科学の融合 

  ④モノのインターネット 

    ⑤人・社会と ICT 

  ⑥脳とコンピュータ 

 

  

                                                  
5 平成 25 年度第 2 回ワークショップ資料を参考資料 2-2 に示す。 

手 法 

ワークショップにおけるグループワーク 

実施者 

ワークショップ参加者（CRDS フェロー） 
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（Step4 に関する考察） 

・ドライビングフォースとなる科学技術の特定は、分野別ユニットにおける議論もふ

まえつつ横断グループメンバにより実施されたが、ドライビングフォースの適切性

や先進性をより高めるためには、この段階において、関連分野の外部有識者の意見

を反映させることも必要であると考えられる。 

・戦略スコープ骨子案の作成にあたっては、横断グループによって原案を作成し、こ

の原案に示された社会像についてワークショップで議論した。これによって社会像

をより広い視点から検討することがきたといえる。 
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3.5 Step5；戦略スコープ案の作成 

（目的） 

ドライビングフォースとなる科学技術を中心に、実現しうる未来の社会像（正負両面）

やドライビングフォース以外の関連する科学的知見や技術をセットにした戦略スコー

プ骨子案を、Step2 で設定したテーマの視点からとらえ直し、戦略スコープ案（CRDS

において研究開発戦略を検討していく候補）を作成する。 

（意義） 

テーマの視点から複数の戦略スコープ骨子案をとらえることによって、個別の戦略ス

コープ骨子案の単位では把握しくにい制度面の課題や幅広い社会像を認識することが

可能となる。 

（作業期間） 

約１ヶ月 

（検討プロセス） 

インプット 

戦略スコープ骨子案（ワークショップ後） 

・ドライビングフォースとなる科学技術 

 

 

 

 

アウトプット 

戦略スコープ案 

 

・戦略スコープ骨子案に含まれるドライビングフォースとなる科学技術が、どの「テ

ーマ FACTS・TRENDS・VISION リスト」に由来したものであるかによって、骨

子案を３つにまとめた。 

（結果） 

結果として得られた３つの戦略スコープ案を参考資料 1-8 に示す。 

これらのタイトルと、それぞれが含むドライビングフォースとなる科学技術は下の通

りである。 

  

手 法 

グルーピング（テーマの単位による） 

内容の追加 

（ドライビングフォースとなる科学技術以外の、科学技術や制度等） 

関連するキーワード/フレーズの再編 

 

実施者 

横断G 
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Ａ：医療と病院の変容 

 物理的刺激による新しい治療法の開発 

 加齢医学による疾患予防 

 統合生理モデルの研究開発（システム生理学） 

 3 次元多細胞体構築技術 

Ｂ：人と機械の新たな関係   

 モノのインターネット 

 知のコンピューティング 

 人間と機械の間の意思疎通インタフェース 

Ｃ：人の能力とコミュニケーション 

 脳機能の非侵襲計測技術 

 脳科学と情報技術の統合化、ブレイン・マシンインターフェース（BMI）

の進展 

 脳機能とコンピュータを連携させる技術 

（Step5 に関する考察） 

・戦略スコープ骨子案をテーマの視点でまとめたことは、未来の社会像と科学技術の

つながりを保つためには有効であったと考えられる。ただし、この利点を生かすた

めには、科学的知見や技術の予測等を社会に生かすために必要な、共通的な制度面

を検討するための十分な時間が必要と考えられる。 
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４．結論及び今後の課題 

 未来創発型アプローチによる検討の結果、参考資料 1-8 に示す３項目の戦略スコープ案

（CRDS において研究開発戦略を検討していく候補として提案されるもの）が得られた。

これらのタイトルは以下の通りである。 

Ａ：医療と病院の変容 

Ｂ：人と機械の新たな関係   

Ｃ：人の能力とコミュニケーション 

このように、未来創発型アプローチでは、課題解決型アプローチでは見出せなかった、未

来志向で新規性のある社会像を描くことができる。また、新しい技術が社会に導入される結

果として生じる問題点についても言及することによって、見落とされがちな、社会への負の

影響もあわせて把握することができる。 

また、同様に課題解決型アプローチで課題であった、先駆的、先端的な研究開発領域/課

題を見出すという点については、ドライビングフォースとなる科学技術を特定することによ

って補完できると言える。ドライビングフォースとなる科学技術は、戦略スコープ骨子案の

中で、その科学技術によって実現しうる正負両面の社会像と共に把握されている。科学的知

見から導かれる期待観のみが強く先行して選ばれているのではない点が、分野別に実施され

る研究開発領域/課題の探索との相違点である。 

 

未来創発型アプローチには、改善すべき点も指摘できる。前章で記述した Step 毎の考察

を踏まえると、今後、当アプローチによる検討プロセスを研究開発戦略の立案方法として改

善していくためには、特に次の点を検討する必要があると考えられる。 

 

(1)ロングリスト作成時の典拠情報の拡大 

未来の社会像とその根拠となる科学技術のロングリストの作成を作成する際、すなわち

FACTS・TRENDS 及び VISION に該当するキーワード／フレーズを抽出する際に、どの

ような情報に典拠するか、また科学領域としての包括度を十分なものとすることができるか

は、未来創発型アプローチの最も重要な点である。基礎科学における萌芽的な研究動向を含

めて、幅広い分野の研究開発動向を把握する必要がある。 

インタビューに関しては、インタビュー対象者とする有識者の選び方を説明可能なもの

とする必要がある。特にインタビュー対象者が、どのようなステークホルダーを代表して

いるかを認識し、多様なステークホルダーを包含できるようにする必要がある。 

資料調査に関しては、対象資料の選定基準を担保しつつ、資料調査の範囲を拡大すること

が不可欠である。調査範囲の拡大にあたっては、文献データベース等の計量的分析や科学研

究助成事業の成果の活用など、調査対象についての検討や意見聴取が必要である。 

(2)検討プロセスへの参加者のあり方 

各 Step の目的に応じて、どのような参加者を得るかを設計することも重要な点である。 

社会的期待に応えるための研究開発戦略の立案にあたっては、広く意見を聴取するという
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姿勢を基本姿勢としつつ、検討プロセスの段階や目的等によって、比較的少人数の検討結果

を求めるか、あるいは、ワークショップでの議論などを通じて多様な意見を求めるかを見極

める必要がある。 

(3)社会像の検討方法の詳細化 

科学技術の側を起点とした将来の社会像（正負両面を含む）の検討は、主として StepE-1a、

StepE-4b で実施された。技術的な要因を踏まえた社会像の検討は未来創発型アプローチの

特徴であるが、キーワードやフレーズ等で表現するだけでなく、より詳細に検討する必要が

ある。 

 その際、社会像が内包しうる問題点に関する人文社会科学の知見を踏まえることは不可欠

であり、人文社会科学者の関与が求められる。また技術シーズの社会実装を主に担うことと

なる民間企業等からの関与も必要である。 

 また将来の社会像には、その実現可能性などに複数のレベルがあると考えられる。例えば、

以下に示すようなレベルに応じて研究開発領域/課題が特定される必要がある。 

  ・萌芽的技術等から必然的に想定できるもの 

  ・ねらった効果が予期せぬ形で人や社会に影響を与えうるもの 

  ・他の要因とも複雑に絡み、長期的にみて大きく影響しうるもの 

 

社会的期待に応えることを意図した２つのアプローチは、それぞれが改善すべき点を残し

ている。しかし、従来から実施されている個別分野の研究開発動向からのアプローチに対し、

それらを補完し新しい視点を見出す手法としての可能性を持っていることは確かである。研

究開発戦略の立案方法は唯一の“正しい方法”があるものではなく、研究開発を実施する目

的、すなわちどのような研究開発成果が社会から求められているかによって多様なものが検

討されることが望ましい。研究開発の目的に応じて、両者の特徴を生かした改善と実際の立

案プロセスへの適用を、方法論の確立を試みながら実施していくことが必要である。 

CRDS では今後とも研究開発戦略の立案方法の検討を継続していく計画である。 
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参考資料１－１ インタビュー対象者 （50 音順） 

項番 氏名 所属・役職 インタビュー日

1 合原 一幸 
東京大学 生産研究所 教授 

最先端数理モデル連携研究センター長 
2013年6月21日

2 淺間  一＊ 東京大学 大学院工学系研究科 2013年9月20日

3 伊藤 公平 慶応義塾大学理工学部 教授 2013年8月26日

4 彌田 智一 東京工業大学 資源化学研究所 教授 2013年8月23日

5 内永 ゆか子 NPO法人J-Win理事長（元日本IBM） 2013年9月9日

6 香取 秀俊 東京大学工学系研究科 教授 2013年8月26日

7 川島 隆太 東北大学 加齢医学研究所 教授 2013年8月27日

8 木村 廣道   東京大学大学院薬学系研究科 教授 2013年6月27日

9 近藤 滋 大阪大学大学院 生命機能研究科 教授 2013年9月6日

10 桜田 一洋  ソニーコンピュータサイエンス研究所 シニア・リサーチャー 2013年6月26日

11 下山 勲 東京大学大学院 情報理工学研究科 教授 2013年8月28日

12 新 誠一  電気通信大学 教授 2013年6月17日

13 須田 義大 
東京大学 生産技術研究所教授 

先進モビリティー研究センター長 
2013年8月28日

14 染谷 隆夫 東京大学工学系研究科電気系工学専攻 教授 2013年8月23日

15 武田 晴夫  日立製作所研究開発本部 技術戦略室長 2013年6月28日

16 津本 忠治 理化学研究所 脳科学総合研究センター シニア・チームリーダー 2013年7月1日

17 所 眞理雄  ソニーコンピュータサイエンス研究所 会長 2013年6月13日

18 中島康治 東北大学電気通信研究所 教授 2013年8月30日

19 原島 博   東大名誉教授 2013年6月24日

20 長谷川 眞理子＊ 総合研究大学院大学 教授 2013年9月30日

21 村井 純 慶應義塾大学環境情報学部 教授 2013年8月29日

22 森川博之 東京大学 先端科学技術研究センター 教授 2013年9月11日

※*印は第 1 回ワークショップ後のインタビューであるため、Step2 以降で参考意見とした。 
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よ
る

超
高

精
度

の
G

P
S
や

地
表

の
現

状
把

握
が

実
現

 
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
ド

ラ
イ

バ
ー

レ
ス

自
動

車
、

首
都

直
下

型
地

震
の

予
測

、
 

地
下

資
源

の
マ

ッ
ピ

ン
グ

な
ど

が
可

能
に

 
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
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資料 6 
マ

ク
ロ

な
集

団
と

し
て

の
人

間
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

人
類

知
の

相
対

的
縮

退
 

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

人
類

知
の

向
上

を
志

向
し

た
「
知

の
経

済
」
の

構
築

 
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
 

 
 

意
思

決
定

・
合

意
形

成
の

困
難

さ
 

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

出
来

事
を

長
期

間
、

大
量

に
蓄

積
す

る
こ

と
に

よ
る

現
実

社
会

と
科

学
的

手
法

と
の

つ
な

が

り
を

可
能

に
 

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

 
 

 
 

 
 

現
実

の
社

会
現

象
の

一
回

起
性

 

（
再

現
で

き
な

い
も

の
を

設
計

し
よ

う
と

す
る

科
学

的
手

法
の

適
用

の
限

界
）
 

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

選
択

肢
が

メ
リ

ッ
ト

・
デ

メ
リ

ッ
ト

と
と

も
に

提
示

さ
れ

て
い

る
社

会
 

（
未

来
が

未
決

の
ま

ま
開

か
れ

て
い

る
社

会
）
 

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

IC
T
と

複
数

の
異

分
野

と
の

連
携

 
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
デ

ー
タ

ド
リ

ブ
ン

社
会

 
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
 

 
 

・
農

業
の

完
全

自
動

化
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・
医

療
情

報
の

徹
底

活
用

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

リ
ス

ク
の

定
量

化
、

そ
れ

に
よ

る
リ

ス
ク

の
低

減
 

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
空

間
の

自
立

性
確

保
・
国

家
へ

の
非

従
属

 
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ス
マ

ホ
依

存
症

 
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

維
持

と
集

団
と

し
て

の
ハ

ピ
ネ

ス
が

実
現

し
て

い
る

社
会

 
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
様

々
な

モ
ビ

リ
テ

ィ
ー

の
変

化
）
 

 
 

都
市

へ
の

集
中

と
周

辺
へ

の
分

散
（
繰

り
返

し
？

併
存

？
）
 

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

先
端

的
な

グ
ロ

ー
バ

ル
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

誘
致

す
る

こ
と

に
よ

る
グ

ロ

ー
バ

ル
化

の
進

展
 

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

 

 
 

技
術

の
進

歩
に

よ
る

創
発

に
必

要
な

制
約

条
件

の
喪

失
 

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

制
約

条
件

を
自

ら
う

ま
く
設

定
し

な
が

ら
技

術
を

発
達

さ
せ

て
い

く
社

会
 

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

 

 
 

人
間

の
２

つ
の

行
動

原
理

：
協

調
と

競
争

。
問

題
解

決
に

は
協

調
が

よ
り

重
要

。
 

 
 

協
調

の
メ

カ
ニ

ズ
ム

が
作

ら
れ

た
社

会
 

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー
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資料 7 
人

間
を

取
り

巻
く
自

然
・
地

球
・
宇

宙
・
物

質
・
エ

ネ
ル

ギ
ー

・
情

報
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

エ
ネ

ル
ギ

ー
に

関
す

る
も

の
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・
再

生
可

能
性

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

コ
ス

ト
低

下
 

資
料

調
査

 
 

 
 

 

 
 

・
非

在
来

型
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
利

用
浸

透
 

資
料

調
査

 
 

 
 

 

 
 

・
蓄

電
技

術
の

発
展

が
す

す
む

 
資

料
調

査
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

材
料

に
関

す
る

も
の

 
 

 
 

 
 

 

 
 

・
高

性
能

な
材

料
の

利
用

 
資

料
調

査
 

 
 

 
 

 
 

・
応

用
範

囲
の

拡
大

可
能

性
 

資
料

調
査

 
 

 
 

 

 
 

・
他

分
野

の
視

点
か

ら
材

料
の

活
用

方
法

を
見

出
す

 
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
 

 
 

 

 
 

量
子

単
位

で
の

物
質

の
制

御
に

よ
る

諸
機

能
（
計

算
や

計
測

）
の

実
・
現

 
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

情
報

に
関

す
る

も
の

 
 

 
 

 
 

 

 
 

・
情

報
量

の
爆

発
的

増
大

 
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
 

 
 

 

 
 

・
ペ

タ
ス

ケ
ー

ル
分

析
機

器
に

よ
る

大
量

デ
ー

タ
の

早
く
深

い
分

析
の

実
現

深
い

解
析

 
資

料
調

査
 

 
 

 
 

 
 

・
非

構
造

化
デ

ー
タ

の
増

大
。

そ
の

解
析

に
よ

る
問

題
解

決
 

資
料

調
査

 
 

 
 

 

 
 

・
マ

ル
チ

メ
デ

ィ
ア

や
解

析
に

よ
る

情
報

や
予

測
の

抽
出

 
資

料
調

査
 

 
 

 
 

 
 

・
不

確
実

な
デ

ー
タ

の
解

析
と

洞
察

 
資

料
調

査
 

 
 

 
 

 
 

・
人

工
知

能
W

at
so

n
の

ビ
ジ

ネ
ス

へ
の

応
用

 
資

料
調

査
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

や
掘

削
技

術
な

ど
の

進
歩

 
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
宇

宙
へ

の
さ

ら
な

る
進

出
、

海
底

資
源

の
有

効
利

用
 

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

生
命

と
は

何
か

は
D

N
A

分
析

だ
け

で
は

分
か

ら
な

い
 

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー
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資料 10 
参

考
資

料
１

－
３

 
F
A

C
T
S
・
T
R

E
N

D
S
・
V

IS
IO

N
リ

ス
ト

 
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

用
 

F
A

C
T
S
・
T
R

E
N

D
S
（
現

時
点

で
起

こ
り

つ
つ

あ
る

こ
と

/
5

年
か

ら
2
0

年
で

実
現

し
う

る
こ

と
）
 

情
報

源
 

V
IS

IO
N

（
こ

う
し

た
い

／
こ

う
な

る
と

よ
い

）
 

情
報

源
 

 
 

 
 

 
 

 
 

生
命

・
生

体
 

 
 

生
命

・
生

体
 

 
 

・
細

胞
を

長
期

保
存

す
る

技
術

の
進

展
 

意
見

聴
取

 
・
生

体
の

長
期

保
存

技
術

に
よ

る
食

糧
危

機
へ

の
備

え
が

実
現

 
意

見
聴

取
 

・
生

体
の

長
期

保
存

技
術

の
移

植
・
生

殖
技

術
へ

の
利

用
 

 
 

 
 

 
 

・
生

命
機

能
が

持
つ

自
律

性
の

数
理

的
解

明
 

意
見

聴
取

 
・
臓

器
形

成
の

自
律

的
カ

ニ
ズ

ム
の

医
療

へ
の

応
用

＊
 

意
見

聴
取

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

脳
と

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
 

 
 

脳
と

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
 

 
 

・
ヒ

ト
の

脳
計

測
の

精
密

化
 

意
見

聴
取

 
・
脳

の
モ

ニ
タ

ー
に

よ
る

病
気

の
警

告
が

実
現

 
意

見
聴

取
 

・
ヒ

ト
の

脳
計

測
に

よ
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

定
量

化
 

意
見

聴
取

 
 

 
 

 

・
脳

型
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
（
並

列
処

理
、

学
習

、
自

己
修

復
型

）
の

発
展

 
意

見
聴

取
 

・
”
人

間
ら

し
い

”
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
の

実
現

 
意

見
聴

取
 

・
IC

T
の

発
達

に
よ

る
相

手
の

顔
を

見
な

い
情

報
交

換
の

増
加

（
脳

の
し

く
み

と
の

か
い

離
に

対
す

る
危

惧
）
 

意
見

聴
取

 
・
脳

本
来

の
し

く
み

に
あ

っ
た

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
が

可
能

に
 

意
見

聴
取

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

個
人

化
の

進
行

 
 

 
個

人
化

の
進

行
 

 
 

・
蓄

積
さ

れ
た

様
々

な
個

人
デ

ー
タ

の
文

脈
的

解
析

 
G

T
O

1
3
-5

 
・
個

人
向

け
の

最
適

化
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

が
普

及
＊

 
 

 

・
個

人
の

選
択

が
情

報
パ

タ
ー

ン
の

一
つ

に
な

る
と

い
う

危
惧

 
意

見
聴

取
 

・
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
と

利
便

性
の

バ
ラ

ン
ス

＊
 

 
 

・
個

人
化

の
進

行
 

 
 

 
 

 
 

・
も

の
づ

く
り

の
オ

ー
ダ

ー
メ

ー
ド

化
 

M
C

S
1
3-

9 
 

 
 

 

・
医

療
の

テ
ー

ラ
ー

メ
ー

ド
化

 
G

T
O

1
3
-7

 
 

 
 

 

・
移

動
の

個
人

化
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
量

デ
ー

タ
蓄

積
と

デ
ー

タ
同

士
の

結
び

つ
き

 
 

 
大

量
デ

ー
タ

蓄
積

と
デ

ー
タ

同
士

の
結

び
つ

き
 

 
 

・
デ

ー
タ

解
析

技
術

の
進

歩
：
大

容
量

デ
ー

タ
、

不
確

実
デ

ー
タ

 
G

TO
12

-1
、

11
-2

 
 

 
 

 

・
構

造
化

デ
ー

タ
・
非

構
造

化
デ

ー
タ

・
物

理
的

デ
バ

イ
ス

の
結

び
つ

き
に

よ
る

相
乗

効
果

 
G

T
O

1
1
-1

 
人

間
の

行
動

の
制

御
、

企
業

活
動

や
サ

ー
ビ

ス
へ

の
利

用
＊

 
 

 

・
モ

ノ
の

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

ひ
ろ

が
り

 
GT

O1
1-

4、
M

CS
13

-3
 

 
 

 
（
デ

バ
イ

ス
の

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
接

続
に

よ
る

物
理

世
界

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

実
現

：
ヘ

ル
ス

ケ
ア

、
イ

ン
フ

ラ
、

製
造

業
な

ど
）
 

 
 

 
 

 
 

・
生

活
空

間
に

あ
ふ

れ
る

セ
ン

サ
ノ

ー
ド

・
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
 

意
見

聴
取

 
 

 
 

 

・
生

体
親

和
性

の
あ

る
セ

ン
サ

の
実

現
 

意
見

聴
取

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

IC
T

に
よ

る
ビ

ジ
ネ

ス
の

変
化

 
 

 
IC

T
に

よ
る

ビ
ジ

ネ
ス

の
変

化
 

 
 

・
モ

バ
イ

ル
端

末
の

普
及

に
よ

る
顧

客
対

応
の

密
接

化
 

G
T
O

1
3
-1

 
モ

バ
イ

ル
端

末
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

化
に

よ
る

サ
ー

ビ
ス

の
ス

マ
ー

ト
化

（
モ

ノ
ど

う
し

の
連

携
）
 

 
 

・
S
N

S
に

よ
る

人
材

配
置

の
最

適
化

／
人

材
の

有
効

活
用

 
G

T
O

1
2
-2

 
 

 
 

 

・
モ

バ
イ

ル
機

器
の

普
及

に
よ

る
消

費
行

動
の

変
化

 
M

C
S
1
3-

1 
 

 
 

 

・
ア

ウ
ト

カ
ム

ベ
ー

ス
の

ビ
ジ

ネ
ス

へ
（
コ

ス
ト

削
減

か
ら

の
シ

フ
ト

）
 

G
T
O

1
2
-3

 
人

が
消

費
者

か
ら

創
造

的
生

活
者

に
な

る
社

会
の

実
現

 
意

見
聴

取
 

 
 

 
 

金
銭

以
外

の
価

値
を

共
有

し
再

配
分

で
き

る
社

会
の

実
現

 
意

見
聴

取
 

・
IC

T
の

利
用

に
よ

る
農

業
の

完
全

自
動

化
 

意
見

聴
取
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資料 11 
シ

ス
テ

ム
の

複
雑

化
 

 
 

シ
ス

テ
ム

の
複

雑
化

 
 

 

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

が
複

雑
化

し
大

き
く
な

っ
た

こ
と

に
よ

る
全

体
の

把
握

困
難

 
意

見
聴

取
 

・
複

雑
な

シ
ス

テ
ム

の
構

造
や

相
関

関
係

の
可

視
化

が
可

能
に

（
⇒

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

の
強

化
・
安

心
）
 

意
見

聴
取

 

・
制

御
系

シ
ス

テ
ム

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
化

に
よ

る
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
の

確
保

の
課

題
 

意
見

聴
取

 
・
価

値
と

し
て

「
信

頼
」
「
安

心
」
「
共

感
」
が

重
視

さ
れ

る
社

会
の

実
現

 
（
←

「
便

利
」
）
 

意
見

聴
取

 

・
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

の
リ

ス
ク

の
定

量
化

 
意

見
聴

取
 

・
定

量
化

に
よ

る
リ

ス
ク

の
低

減
 

意
見

聴
取

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

人
と

ロ
ボ

ッ
ト

 
 

 
人

と
ロ

ボ
ッ

ト
 

 
 

・
ロ

ボ
ッ

ト
研

究
に

お
け

る
医

療
・
介

護
・
家

事
で

の
利

用
と

い
う

強
い

圧
力

 
意

見
聴

取
 

 
 

 
 

・
単

純
作

業
の

ロ
ボ

ッ
ト

に
よ

る
代

替
・
工

場
の

無
人

化
 

M
C

S
1
3-

5 
 

 
 

 

・
サ

ー
ビ

ス
や

生
活

の
場

へ
の

ロ
ボ

ッ
ト

の
適

用
 

M
C

S
1
3-

5 
 

 
 

 

・
人

工
知

能
の

発
達

に
よ

る
知

的
作

業
の

自
動

化
、

ロ
ボ

ッ
ト

に
よ

る
代

替
の

進
行

 
M

C
S
1
3-

2 
・
人

間
と

は
何

か
が

問
わ

れ
る

社
会

＊
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

モ
ビ

リ
テ

ィ
 

 
 

モ
ビ

リ
テ

ィ
 

 
 

・
自

動
化

し
た

乗
り

物
の

低
コ

ス
ト

化
・
普

及
 

M
C

S
1
3-

6 
・
公

共
交

通
の

形
の

変
化

 
 

 

・
安

全
性

・
効

率
性

の
向

上
 

 
 

 
 

 
 

・
新

た
な

法
制

度
の

必
要

性
 

 
 

 
 

 
 

・
自

動
車

運
転

の
無

人
化

 
意

見
聴

取
 

・
あ

ら
ゆ

る
物

流
の

無
人

化
 

意
見

聴
取

 

 
 

 
 

・
自

動
運

転
や

常
時

監
視

に
よ

る
メ

ン
テ

フ
リ

ー
化

 
意

見
聴

取
 

・
超

高
精

度
の

時
間

計
測

に
よ

る
超

高
精

度
の

G
P

S
や

地
表

の
現

状
把

握
が

実
現

 
意

見
聴

取
 

・
首

都
直

下
型

地
震

の
予

測
、

地
下

資
源

の
マ

ッ
ピ

ン
グ

な
ど

も
可

能
に

 
意

見
聴

取
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

科
学

技
術

の
変

容
 

 
 

科
学

技
術

の
変

容
 

 
 

・
出

来
事

を
長

期
間

、
大

量
に

蓄
積

す
る

こ
と

に
よ

る
現

実
社

会
と

科
学

的
手

法
と

の
つ

な
が

り
を

可
能

に
 

意
見

聴
取

 
 

 
 

 

・
現

実
の

社
会

現
象

の
一

回
起

性
：
再

現
で

き
な

い
も

の
を

設
計

し
よ

う
と

す
る

科
学

的
手

法
の

適
用

の
限

界
 

意
見

聴
取

 
・
選

択
肢

が
メ

リ
ッ

ト
・
デ

メ
リ

ッ
ト

と
と

も
に

提
示

さ
れ

て
い

る
社

会
の

実
現

 

（
未

来
が

未
決

の
ま

ま
開

か
れ

て
い

る
社

会
）
 

意
見

聴
取

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

新
材

料
・
物

質
 

 
 

新
材

料
・
物

質
 

 
 

・
量

子
単

位
で

の
物

質
の

制
御

に
よ

る
諸

機
能

（
計

算
や

計
測

）
の

実
現

 
意

見
聴

取
 

 
 

 
 

・
他

分
野

の
視

点
に

よ
る

材
料

活
用

方
法

の
拡

大
 

意
見

聴
取

 
・
高

性
能

材
料

の
多

様
な

領
域

・
産

業
で

の
利

用
拡

大
＊
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資料 14 
参

考
資

料
１

－
４

 
「
F
A

C
T
S
・
T
R

E
N

D
S
・
V

IS
IO

N
リ

ス
ト

」
 

F
A

C
T
S
・
T
R

E
N

D
S
（
現

時
点

で
起

こ
り

つ
つ

あ
る

こ
と

/
5

年
か

ら
2
0

年
で

実
現

し
う

る
こ

と
）
 

情
報

源
 

V
IS

IO
N

（
こ

う
し

た
い

／
こ

う
な

る
と

よ
い

） 
情

報
源

 

 
 

 
 

 
 

 
 

生
命

・
生

体
 

 
 

生
命

・
生

体
 

 
 

・
細

胞
を

長
期

保
存

す
る

技
術

の
進

展
 

意
見

聴
取

 
・
生

体
の

長
期

保
存

技
術

に
よ

る
食

糧
危

機
へ

の
備

え
が

実
現

 
意

見
聴

取
 

・
生

体
の

長
期

保
存

技
術

の
移

植
・
生

殖
技

術
へ

の
利

用
 

 
 

 
 

 
 

・
生

命
機

能
が

持
つ

自
律

性
の

数
理

的
解

明
 

意
見

聴
取

 
・
臓

器
形

成
の

自
律

的
カ

ニ
ズ

ム
の

医
療

へ
の

応
用

＊
 

意
見

聴
取

 

 
 

 
 

 
 

 
 

・バ
イ

オ
マ

ー
カ

ー
の

進
展

 
テ

ー
ブ

ル
3 

・病
気

に
な

ら
な

い
社

会
（未

病
・先

制
医

療
） 

テ
ー

ブ
ル

3 

・体
内

診
断

・治
療

デ
バ

イ
ス

 
 

 
・医

者
い

ら
ず

の
社

会
（遠

隔
医

療
・在

宅
医

療
な

ど
） 

・法
規

制
の

緩
和

（個
人

が
手

段
を

選
択

で
き

る
時

代
） 

テ
ー

ブ
ル

3 

・医
療

の
高

度
化

に
よ

る
長

寿
化

 
 

 
・死

に
方

の
考

え
方

（倫
理

的
・社

会
的

・文
化

的
・科

学
的

） 
テ

ー
ブ

ル
3 

 
 

 
 

 
 

 
 

・ス
マ

ホ
を

用
い

た
網

膜
検

査
技

術
等

の
進

展
 

テ
ー

ブ
ル

4 
・遠

隔
健

康
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
の

実
現

 
テ

ー
ブ

ル
4 

 
 

 
 

・ス
マ

ー
ト

ラ
イ

フ
ケ

ア
（人

工
白

血
球

な
ど

）の
実

現
 

テ
ー

ブ
ル

4 
・遺

伝
子

組
み

換
え

に
よ

り
つ

く
ら

れ
た

種
子

の
知

財
戦

略
へ

の
取

り
込

み
 

テ
ー

ブ
ル

4 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

・疫
学

情
報

と
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
の

結
び

つ
け

に
よ

る
疾

病
リ

ス
ク

予
知

 
テ

ー
ブ

ル
5 

・疾
病

の
発

症
機

序
の

解
明

に
よ

り
発

症
リ

ス
ク

の
抽

出
が

可
能

に
 

テ
ー

ブ
ル

5 
 

 
 

 
・乳

歯
（歯

根
）を

保
管

し
入

歯
代

替
の

歯
根

を
提

供
す

る
サ

ー
ビ

ス
が

登
場

 
テ

ー
ブ

ル
5 

 
 

 
 

 
 

 
 

・3
次

元
で

臓
器

が
作

れ
る

よ
う

に
な

り
つ

つ
あ

る
。

 
テ

ー
ブ

ル
6 

・’
臓

器
交

換
社

会
’。

寿
命

の
延

長
。

 
テ

ー
ブ

ル
6 

・パ
ー

キ
ン

ソ
ン

病
の

治
療

で
胎

児
由

来
の

肝
細

胞
や

iP
S

細
胞

を
導

入
す

る
試

験
が

行
な

わ
れ

た
。

 
テ

ー
ブ

ル
6 

・シ
ス

テ
ム

全
体

の
把

握
（部

分
の

交
換

、
導

入
に

よ
る

全
体

へ
の

影
響

の
把

握
）。

 
テ

ー
ブ

ル
6 

・生
体

や
食

料
な

ど
の

保
存

技
術

が
進

ん
で

き
て

い
る

。
 

テ
ー

ブ
ル

6 
 

 
 

 

・出
生

前
診

断
が

商
業

化
し

て
き

て
い

る
。

 
テ

ー
ブ

ル
6 

・病
院

が
日

本
か

ら
な

く
な

る
（情

報
通

信
を

介
し

て
診

断
、

治
療

が
よ

り
行

な
わ

れ
る

。
新

し
い

治
療

法
が

考
案

さ
れ

る
：’

バ
ー

コ
ー

ド
薬

’、
’プ

ラ
セ

ボ
活

用
治

療
’な

ど
。

 
テ

ー
ブ

ル
6 

・遠
隔

医
療

・治
療

が
広

ま
り

つ
つ

あ
る

。
 

テ
ー

ブ
ル

6 
・患

者
の

整
理

モ
デ

ル
を

構
築

、
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
化

す
る

。
 

テ
ー

ブ
ル

6 
・指

先
で

血
糖

値
が

測
れ

る
よ

う
に

な
っ

て
き

た
。

 
テ

ー
ブ

ル
6 

・健
康

が
義

務
に

な
る

（組
織

内
で

評
価

さ
れ

る
）。

 
テ

ー
ブ

ル
6 

 
 

 
 

・（
エ

ネ
ル

ギ
ー

問
題

と
結

合
し

て
）自

分
で

発
電

す
る

：ス
ポ

ー
ツ

ジ
ム

発
電

な
ど

。
 

テ
ー

ブ
ル

6 
 

 
 

 
 

 
 

 

・高
精

度
バ

イ
オ

マ
ー

カ
ー

の
発

展
 

テ
ー

ブ
ル

7 
・疾

患
の

早
期

予
防

 
テ

ー
ブ

ル
7 

・食
の

科
学

的
根

拠
の

解
明

 
テ

ー
ブ

ル
7 

・食
事

に
よ

る
疾

患
の

予
防

 
テ

ー
ブ

ル
7 

・伝
統

・習
慣

の
分

析
、

定
量

化
 

テ
ー

ブ
ル

7 
・曖

昧
だ

っ
た

習
慣

の
解

明
に

よ
り

新
た

な
解

明
（漢

方
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
解

明
か

ら
新

薬
） 

テ
ー

ブ
ル

7 
 

 
 

 
 

 
 

 
・遠

隔
医

療
の

普
及

 
テ

ー
ブ

ル
8 

・病
院

（と
い

う
機

能
）が

必
要

な
く
な

る
/少

な
く
な

る
 

テ
ー

ブ
ル

8 
・バ

ー
コ

ー
ド

薬
（バ

ー
コ

ー
ド

に
よ

る
体

内
機

能
ス

イ
ッ

チ
） 

テ
ー

ブ
ル

8 
 

 
 

 

・先
制

医
療

 
テ

ー
ブ

ル
8 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・無
意

味
な

延
命

を
や

め
る

（←
尊

厳
死

・安
楽

死
と

い
う

選
択

へ
の

理
解

） 
テ

ー
ブ

ル
8 

・自
然

死
の

質
の

向
上

 
テ

ー
ブ

ル
8 

 
 

 
 

 
 

 
 

・若
者

の
命

と
高

齢
者

の
命

の
差

が
出

る
 

テ
ー

ブ
ル

10
・不

老
不

死
を

求
め

な
い

社
会

（不
老

不
死

は
次

が
生

ま
れ

な
い

た
め

犯
罪

で
は

？
） 

テ
ー

ブ
ル

10
 

・運
動

し
な

い
で

肥
満

を
予

防
で

き
る

技
術

の
開

発
 

テ
ー

ブ
ル

10
・健

康
診

断
を

し
な

い
で

済
ま

せ
る

 
（細

か
く
わ

か
り

す
ぎ

な
い

社
会

） 
テ

ー
ブ

ル
10

 
 

 
 

 
・人

間
が

し
た

い
こ

と
が

何
か

を
理

解
す

る
 

テ
ー

ブ
ル

10
 

 
 

 
 

 
 

 
 

脳
と

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
 

 
 

脳
と

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
 

 
 

・
ヒ

ト
の

脳
計

測
の

精
密

化
 

意
見

聴
取

 
・
脳

の
モ

ニ
タ

ー
に

よ
る

病
気

の
警

告
が

実
現

 
意

見
聴

取
 

・
ヒ

ト
の

脳
計

測
に

よ
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

定
量

化
 

意
見

聴
取

 
 

 
 

 

・
脳

型
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
（
並

列
処

理
、

学
習

、
自

己
修

復
型

）
の

発
展

 
意

見
聴

取
 

・
”
人

間
ら

し
い

”
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
の

実
現

 
意

見
聴

取
 

・
IC

T
の

発
達

に
よ

る
相

手
の

顔
を

見
な

い
情

報
交

換
の

増
加

（
脳

の
し

く
み

と
の

か
い

離
に

対
す

る
危

惧
）
 

意
見

聴
取

 
・
脳

本
来

の
し

く
み

に
あ

っ
た

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
が

可
能

に
 

意
見

聴
取
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資料 15 
・複

雑
系

の
モ

デ
リ

ン
グ

→
脳

を
ハ

ー
ド

ウ
ェ

ア
と

し
て

見
て

予
測

診
断

に
利

用
 

テ
ー

ブ
ル

1 
 

 
 

 

・文
脈

を
理

解
し

主
張

の
内

容
を

正
し

く
認

識
で

き
る

マ
ン

マ
シ

ン
・イ

ン
タ

ー
フ

ェ
ー

ス
 

テ
ー

ブ
ル

1 
 

 
 

 

・言
語

の
起

源
の

解
明

 
テ

ー
ブ

ル
5 

 
 

 
 

 
 

・判
断

力
の

落
ち

た
高

齢
者

へ
の

運
転

免
許

更
新

の
拒

絶
【モ

ビ
リ

テ
ィ

に
も

関
連

】 
テ

ー
ブ

ル
5 

 
 

 
 

 
 

 
 

・動
的

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

バ
イ

オ
マ

ー
カ

ー
が

で
き

つ
つ

あ
る

（合
原

先
生

）。
 

テ
ー

ブ
ル

6 
・動

作
モ

ー
ド

の
不

調
に

よ
る

疾
患

（D
yn

am
ic

 D
is

ea
se

）の
予

兆
を

感
知

し
、

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

で
き

る
。

 
テ

ー
ブ

ル
6 

・人
間

が
持

つ
’ダ

ー
ク

サ
イ

ド
’が

IC
T

に
よ

り
明

る
み

に
出

や
す

く
な

っ
て

き
た

。
 

テ
ー

ブ
ル

6 
 

 
 

 
・F

ac
e-

to
-F

ac
e’

で
な

い
’コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
増

え
て

き
て

い
る

。
 

テ
ー

ブ
ル

6 
 

 
 

 
・現

代
人

の
脳

そ
の

も
の

は
、

か
つ

て
と

変
わ

り
は

な
い

（使
い

方
が

変
わ

っ
て

き
て

い
る

）。
 

テ
ー

ブ
ル

6 
 

 
 

 
 

 
 

 
・考

え
た

こ
と

を
検

索
し

、
直

接
脳

に
伝

え
る

シ
ス

テ
ム

の
実

現
 

テ
ー

ブ
ル

7 
 

 
 

 
 

 
 

 
・病

は
気

か
ら

を
科

学
す

る
（脳

と
健

康
と

の
関

係
の

解
明

）（
プ

ラ
セ

ボ
の

効
果

） 
テ

ー
ブ

ル
8 

・総
合

医
療

の
拡

大
（精

神
科

以
外

に
も

）（
←

IC
T

支
援

） 
テ

ー
ブ

ル
8 

 
 

 
 

 
 

 
 

・プ
レ

ー
バ

ッ
ク

機
能

付
き

コ
ン

タ
ク

ト
デ

ィ
ス

プ
レ

イ
 

テ
ー

ブ
ル

8 
・物

忘
れ

の
回

避
に

よ
る

気
力

と
健

康
向

上
 

テ
ー

ブ
ル

8 
・認

知
症

の
初

期
段

階
で

見
る

テ
レ

ビ
 

テ
ー

ブ
ル

8 
 

 
 

 
（・

独
居

老
人

の
セ

ン
サ

に
よ

る
状

況
確

認
） 

テ
ー

ブ
ル

8 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
・”

人
間

ら
し

さ
”を

養
成

す
る

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

、
ロ

ボ
ッ

ト
の

実
現

 
テ

ー
ブ

ル
9 

 
 

 
 

・伝
記

・偉
人

伝
の

ビ
ジ

ュ
ア

ル
素

材
化

（ロ
ー

ル
プ

レ
イ

ン
グ

・ゲ
ー

ム
な

ど
） 

テ
ー

ブ
ル

9 
 

 
 

 
 

 
 

 

個
人

化
の

進
行

 
 

 
個

人
化

の
進

行
 

 
 

・
蓄

積
さ

れ
た

様
々

な
個

人
デ

ー
タ

の
文

脈
的

解
析

 
G

T
O

13
-5

 
・
個

人
向

け
の

最
適

化
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

が
普

及
＊

 
 

 

・
個

人
の

選
択

が
情

報
パ

タ
ー

ン
の

一
つ

に
な

る
と

い
う

危
惧

 
意

見
聴

取
 

・
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
と

利
便

性
の

バ
ラ

ン
ス

＊
 

 
 

・
個

人
化

の
進

行
 

 
 

 
 

 
 

・
も

の
づ

く
り

の
オ

ー
ダ

ー
メ

ー
ド

化
 

M
C

S
13

-
9 

・オ
ー

ダ
ー

メ
イ

ド
の

衣
料

品
が

主
流

に
 

テ
ー

ブ
ル

5 
・
医

療
の

テ
ー

ラ
ー

メ
ー

ド
化

 
G

T
O

13
-7

 
 

 
 

 

・
移

動
の

個
人

化
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・民
主

主
義

的
多

数
決

に
代

わ
り

個
人

の
意

見
尊

重
を

科
学

技
術

が
サ

ポ
ー

ト
 

テ
ー

ブ
ル

１
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・少
量

多
品

種
の

ビ
ジ

ネ
ス

 
テ

ー
ブ

ル
3 

・そ
の

場
調

達
（あ

ら
ゆ

る
物

流
の

デ
ー

タ
化

） 
テ

ー
ブ

ル
3 

 
 

 
 

・時
間

・空
間

倍
増

技
術

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
・今

は
顧

み
ら

れ
な

い
専

門
性

を
生

か
せ

る
社

会
→

み
な

が
楽

し
め

る
社

会
 

テ
ー

ブ
ル

4 
 

 
 

 
・散

在
す

る
特

殊
な

専
門

性
を

つ
な

げ
る

技
術

の
実

現
 

テ
ー

ブ
ル

4 
 

 
 

 
・寝

た
き

り
老

人
の

価
値

化
（臨

床
デ

ー
タ

を
提

供
す

る
こ

と
に

よ
り

、
報

酬
を

得
る

こ
と

が
で

き
る

シ
ス

テ
ム

）
テ

ー
ブ

ル
4 

・単
身

世
帯

が
増

え
て

い
る

（老
人

に
限

ら
な

い
）。

 
テ

ー
ブ

ル
6 

 
 

 
 

・都
会

に
お

け
る

独
居

老
人

が
増

え
て

い
る

。
ま

た
そ

の
老

人
が

認
知

症
を

発
症

し
て

い
る

事
例

も
増

え
て

い
る

。
 

テ
ー

ブ
ル

6 
 

 
 

 
・組

織
を

構
成

す
る

個
人

の
潜

在
的

な
能

力
（使

わ
れ

て
い

な
い

、
ま

た
は

組
織

が
気

づ
い

て
い

な
い

能
力

）、
ま

た
そ

の
活

用
へ

の
期

待
が

高
ま

り
つ

つ
あ

る
。

 
テ

ー
ブ

ル
6 

・ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

解
析

な
ど

に
よ

り
’全

員
参

加
’や

’適
材

適
所

’を
社

会
に

一
層

浸
透

さ
せ

る
。

 
テ

ー
ブ

ル
6 

・人
口

減
少

社
会

に
対

す
る

社
会

と
し

て
の

対
応

が
不

十
分

（ま
た

は
不

在
）。

 
テ

ー
ブ

ル
6 

 
 

 
 

 
 

 
 

・自
分

の
ア

イ
デ

ア
を

評
価

し
て

実
現

し
て

も
ら

う
仕

組
み

 
テ

ー
ブ

ル
7 

・パ
ー

ソ
ナ

ル
フ

ァ
ブ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
普

及
 

テ
ー

ブ
ル

7 
・創

造
消

費
プ

ロ
シ

ュ
ー

マ
ー

 
テ

ー
ブ

ル
7 

 
 

 
 

 
 

 
 

・子
供

の
守

り
過

ぎ
 

テ
ー

ブ
ル

8 
 

 
 

 

 
 

 
 

・各
個

人
が

思
う

よ
う

に
動

け
る

、
行

動
で

き
る

社
会

 
テ

ー
ブ

ル
9 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・個
人

と
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
と

の
良

い
関

係
の

構
築

 
テ

ー
ブ

ル
9 

 
 

 
 

・コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
最

適
設

計
（規

模
、

配
置

、
運

営
方

法
な

ど
） 

テ
ー

ブ
ル

9 
・日

常
生

活
の

中
の

環
境

問
題

へ
の

対
応

（安
全

な
飲

料
水

の
提

供
な

ど
） 

テ
ー

ブ
ル

9 
 

 
・新

技
術

を
活

用
す

る
た

め
に

必
要

な
知

識
の

教
育

 
テ

ー
ブ

ル
9 

・教
育

の
少

人
数

制
、

専
門

性
教

師
制

度
の

普
及

（小
学

校
を

含
む

） 
テ

ー
ブ

ル
9 
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F
A

C
T
S
・
T
R

E
N

D
S
（
現

時
点

で
起

こ
り

つ
つ

あ
る

こ
と

/
5

年
か

ら
2
0

年
で

実
現

し
う

る
こ

と
）
 

情
報

源
 

V
IS

IO
N

（
こ

う
し

た
い

／
こ

う
な

る
と

よ
い

） 
情

報
源

 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
量

デ
ー

タ
蓄

積
と

デ
ー

タ
同

士
の

結
び

つ
き

 
 

 
大

量
デ

ー
タ

蓄
積

と
デ

ー
タ

同
士

の
結

び
つ

き
 

 
 

・
デ

ー
タ

解
析

技
術

の
進

歩
：
大

容
量

デ
ー

タ
、

不
確

実
デ

ー
タ

 
G

T
O

12
-1

、

1
1-

2 
 

 
 

 

・
構

造
化

デ
ー

タ
・
非

構
造

化
デ

ー
タ

・
物

理
的

デ
バ

イ
ス

の
結

び
つ

き
に

よ
る

相
乗

効
果

 
G

T
O

11
-1

 
人

間
の

行
動

の
制

御
、

企
業

活
動

や
サ

ー
ビ

ス
へ

の
利

用
＊

 
 

 

・
モ

ノ
の

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

ひ
ろ

が
り

 
G

T
O

11
-4

 

M
C

S
13

-
3 

 
 

 
 

（
デ

バ
イ

ス
の

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
接

続
に

よ
る

物
理

世
界

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

実
現

：
ヘ

ル
ス

ケ
ア

、
イ

ン
フ

ラ
、

製
造

業
な

ど
） 

 
 

 
 

 
 

・
生

活
空

間
に

あ
ふ

れ
る

セ
ン

サ
ノ

ー
ド

・
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
 

意
見

聴
取

 
 

 
 

 

・
生

体
親

和
性

の
あ

る
セ

ン
サ

の
実

現
 

意
見

聴
取

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

・ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

→
統

計
解

析
→

相
関

解
析

→
（モ

デ
ル

解
析

？
） 

テ
ー

ブ
ル

１
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

、
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
、

オ
ー

ト
メ

ー
シ

ョ
ン

に
よ

る
人

間
が

も
の

を
考

え
な

い
時

代
 

テ
ー

ブ
ル

3 
・価

値
発

見
技

術
 

テ
ー

ブ
ル

3 
 

 
 

 
・意

思
決

定
技

術
 

 
 

 
 

 
 

・仲
裁

技
術

 
 

 

・疫
学

情
報

と
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
の

結
び

つ
け

に
よ

る
疾

病
リ

ス
ク

予
知

 【
再

掲
】 

テ
ー

ブ
ル

5 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
・計

算
機

科
学

に
よ

る
自

然
災

害
の

予
知

 
テ

ー
ブ

ル
5 

・生
命

を
守

る
予

知
・予

測
で

き
る

社
会

 
テ

ー
ブ

ル
5 

 
 

 
 

 
→

ハ
ン

ド
ル

を
握

る
だ

け
で

、
自

動
車

に
乗

っ
て

は
い

け
な

い
（寝

不
足

、
飲

酒
） 

テ
ー

ブ
ル

5 
 

 
 

 
 

・犯
罪

を
防

ぐ
安

全
・安

心
な

社
会

 
テ

ー
ブ

ル
5 

 
 

 
 

 
 

 
 

・I
C

T
に

よ
り

一
人

の
人

間
が

及
ぼ

し
う

る
（負

）の
影

響
が

大
き

く
な

っ
て

い
る

。
 

テ
ー

ブ
ル

6 
 

 
 

 
・反

対
に

、
一

人
の

人
間

に
よ

る
影

響
が

希
薄

化
さ

れ
や

す
く
も

な
っ

て
い

る
。

 
テ

ー
ブ

ル
6 

 
 

 
 

 
 

 
 

・環
境

を
全

て
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
で

き
る

装
置

（小
学

生
か

ら
使

え
る

） 
テ

ー
ブ

ル
7 

 
 

 
 

 
 

 
 

・人
生

を
リ

セ
ッ

ト
す

る
技

術
（個

人
情

報
の

ア
ン

イ
ン

ス
ト

ー
ル

） 
テ

ー
ブ

ル
8 

・新
し

い
人

生
を

歩
め

る
/I

C
T

に
よ

っ
て

窮
屈

に
な

ら
な

い
 

テ
ー

ブ
ル

8 
 

 
 

 
 

 
 

 
・I

C
T

な
ど

生
活

に
深

く
関

わ
る

新
技

術
に

関
す

る
リ

テ
ラ

シ
ー

教
育

 
テ

ー
ブ

ル
9 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・尿
等

か
ら

の
健

康
状

態
の

ア
ラ

ー
ト

技
術

の
開

発
と

助
言

シ
ス

テ
ム

の
開

発
（民

間
企

業
ベ

ー
ス

） 
テ

ー
ブ

ル
10

・健
康

診
断

を
し

な
い

で
（病

院
や

医
者

に
行

か
な

い
で

）済
ま

せ
る

社
会

 
テ

ー
ブ

ル
10

 
・F

al
se

 N
eg

at
iv

e（
偽

陰
性

）の
可

能
性

を
除

去
す

る
技

術
の

開
発

 
テ

ー
ブ

ル
10

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

IC
T

に
よ

る
ビ

ジ
ネ

ス
の

変
化

・生
活

の
変

化
 

(テ
ー

ブ
ル

9)
IC

T
に

よ
る

ビ
ジ

ネ
ス

の
変

化
・生

活
の

変
化

 
(テ

ー
ブ

ル
9)

 
・
モ

バ
イ

ル
端

末
の

普
及

に
よ

る
顧

客
対

応
の

密
接

化
 

G
T
O

13
-1

 
モ

バ
イ

ル
端

末
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

化
に

よ
る

サ
ー

ビ
ス

の
ス

マ
ー

ト
化

（モ
ノ

ど
う

し
の

連
携

）
 

 
 

・
S
N

S
に

よ
る

人
材

配
置

の
最

適
化

／
人

材
の

有
効

活
用

 
G

T
O

12
-2

 
 

 
 

 

・
モ

バ
イ

ル
機

器
の

普
及

に
よ

る
消

費
行

動
の

変
化

 
M

C
S
13

-
1 

 
 

 
 

・
ア

ウ
ト

カ
ム

ベ
ー

ス
の

ビ
ジ

ネ
ス

へ
（
コ

ス
ト

削
減

か
ら

の
シ

フ
ト

）
 

G
T
O

12
-3

 
人

が
消

費
者

か
ら

創
造

的
生

活
者

に
な

る
社

会
の

実
現

 
意

見
聴

取
 

 
 

 
 

金
銭

以
外

の
価

値
を

共
有

し
再

配
分

で
き

る
社

会
の

実
現

 
意

見
聴

取
 

・
IC

T
の

利
用

に
よ

る
農

業
の

完
全

自
動

化
 

意
見

聴
取

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

・３
D

 C
A

D
セ

ン
サ

が
家

庭
に

入
り

、
立

体
的

な
予

測
や

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

が
可

能
に

 
テ

ー
ブ

ル
１

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

・あ
ら

ゆ
る

仕
事

の
機

械
化

（人
間

の
仕

事
が

減
る

） 
テ

ー
ブ

ル
5 

・人
間

は
楽

し
て

同
じ

生
産

性
（給

与
も

生
産

性
に

見
合

っ
た

分
も

ら
え

る
） 

テ
ー

ブ
ル

5 
 

 
 

 
・手

の
ひ

ら
一

つ
で

で
き

る
社

会
（S

ui
ca

、
カ

ー
ド

認
証

、
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
、

et
c.

） 
テ

ー
ブ

ル
5 

 
 

 
 

 
 

 
 

・翻
訳

技
術

が
進

展
 

テ
ー

ブ
ル

7 
・言

語
が

違
っ

て
も

分
か

り
合

え
る

 
テ

ー
ブ

ル
7 

・Ｉ
Ｃ

Ｔ
の

利
用

に
よ

る
農

作
物

生
産

の
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
と

計
画

的
生

産
シ

ス
テ

ム
の

構
築

 
テ

ー
ブ

ル
7 

・効
率

の
よ

い
食

物
生

産
が

可
能

な
社

会
 

テ
ー

ブ
ル

7 
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・I

C
T

に
よ

る
24

時
間

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

サ
ー

ビ
ス

の
普

及
 

テ
ー

ブ
ル

9 
・尿

等
か

ら
の

健
康

状
態

の
ア

ラ
ー

ト
技

術
の

開
発

と
助

言
シ

ス
テ

ム
の

開
発

（民
間

企
業

ベ
ー

ス
） 

テ
ー

ブ
ル

10
・健

康
診

断
を

し
な

い
で

（病
院

や
医

者
に

行
か

な
い

で
）済

ま
せ

る
社

会
 

テ
ー

ブ
ル

10
 

・F
al

se
 N

eg
at

iv
e（

偽
陰

性
）の

可
能

性
を

除
去

す
る

技
術

の
開

発
 

テ
ー

ブ
ル

10
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
・一

極
集

中
し

な
い

た
め

の
技

術
の

開
発

 
テ

ー
ブ

ル
10

 
 

 
 

シ
ス

テ
ム

の
複

雑
化

 
 

 
シ

ス
テ

ム
の

複
雑

化
 

 
 

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

が
複

雑
化

し
大

き
く
な

っ
た

こ
と

に
よ

る
全

体
の

把
握

困
難

 
意

見
聴

取
 

・
複

雑
な

シ
ス

テ
ム

の
構

造
や

相
関

関
係

の
可

視
化

が
可

能
に

（
⇒

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

の
強

化
・安

心
）
 

意
見

聴
取

 

・
制

御
系

シ
ス

テ
ム

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
化

に
よ

る
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
の

確
保

の
課

題
 

意
見

聴
取

 
・
価

値
と

し
て

「
信

頼
」
「
安

心
」
「
共

感
」
が

重
視

さ
れ

る
社

会
の

実
現

 
（
←

「
便

利
」
）
 

意
見

聴
取

 

・
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

の
リ

ス
ク

の
定

量
化

 
意

見
聴

取
 

・
定

量
化

に
よ

る
リ

ス
ク

の
低

減
 

意
見

聴
取

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・価
値

観
の

多
様

性
を

調
和

で
き

る
シ

ス
テ

ム
（多

数
決

で
な

い
。

衆
愚

政
治

で
な

い
） 

テ
ー

ブ
ル

１
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・ボ
ト

ム
か

ら
の

個
別

最
適

化
か

ら
の

脱
却

 
 

・非
線

形
性

の
問

題
 

テ
ー

ブ
ル

3 
・望

ま
し

い
シ

ス
テ

ム
構

築
手

法
が

実
現

 
テ

ー
ブ

ル
3 

 
 

 
 

 
 

 
 

・イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

脆
弱

性
が

露
呈

 
テ

ー
ブ

ル
5 

・「
い

た
ち

ご
っ

こ
」で

は
な

い
究

極
の

（u
lt
im

at
e）

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

（シ
ス

テ
ム

）の
確

保
 

テ
ー

ブ
ル

5 
 

 
 

 
 

 
 

 
・I

C
T

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
グ

ロ
ー

バ
ル

な
最

適
化

が
で

き
な

く
な

っ
て

き
た

。
 

テ
ー

ブ
ル

6 
 

 
 

 
・コ

ン
ト

ロ
ー

ル
で

き
な

い
く
ら

い
に

IC
T

シ
ス

テ
ム

が
複

雑
に

な
っ

て
き

た
。

 
テ

ー
ブ

ル
6 

 
 

 
 

・よ
り

複
雑

な
事

象
を

把
握

し
モ

デ
ル

化
で

き
つ

つ
あ

る
。

 
テ

ー
ブ

ル
6 

・多
様

な
分

野
で

見
ら

れ
る

複
雑

な
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

不
安

定
化

を
予

兆
で

き
る

。
 

テ
ー

ブ
ル

6 
 

 
 

 
・全

体
最

適
化

さ
れ

た
シ

ス
テ

ム
構

築
の

方
法

論
が

よ
り

よ
く
な

っ
て

い
く
。

 
テ

ー
ブ

ル
6 

 
 

 
 

 
 

 
 

・認
知

・身
体

の
総

合
的

理
解

 
テ

ー
ブ

ル
7 

・ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

C
it
y 

テ
ー

ブ
ル

7 
 

 
 

 
 

 
 

 
・製

品
を

分
解

可
能

な
も

の
に

す
る

 
テ

ー
ブ

ル
8 

・ユ
ー

ザ
個

人
が

修
理

で
き

る
モ

ノ
を

つ
く
る

 
テ

ー
ブ

ル
8 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・将
来

に
対

す
る

不
安

（社
会

保
障

・環
境

問
題

な
ど

）を
明

確
に

し
て

対
処

で
き

る
社

会
 

テ
ー

ブ
ル

９
 

 
 

 
 

・将
来

の
社

会
の

姿
を

描
き

提
示

す
る

 
テ

ー
ブ

ル
９

 
 

 
 

 
・お

互
い

に
褒

め
て

支
え

あ
う

社
会

 
テ

ー
ブ

ル
９
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F
A

C
T
S
・
T
R

E
N

D
S
（
現

時
点

で
起

こ
り

つ
つ

あ
る

こ
と

/
5

年
か

ら
2
0

年
で

実
現

し
う

る
こ

と
）
 

情
報

源
 

V
IS

IO
N

（
こ

う
し

た
い

／
こ

う
な

る
と

よ
い

） 
情

報
源

 

 
 

 
 

 
 

 
 

人
と

機
械

が
協

奏
す

る
社

会
シ

ス
テ

ム
デ

ザ
イ

ン
 

テ
ー

ブ
ル

2 

人
と

機
械

が
協

奏
す

る
社

会
シ

ス
テ

ム
デ

ザ
イ

ン
 

テ
ー

ブ
ル

2 

・知
の

コ
ン

ピ
ュ

ー
テ

ィ
ン

グ
的

な
新

し
い

潮
流

 
・人

と
機

械
の

オ
ー

ケ
ス

ト
レ

ー
シ

ョ
ン

が
実

現
 

・S
oc

io
-E

co
no

m
ic

-E
co

lo
gi

ca
l R

ea
lit

y 
M

in
in

g 
・人

と
機

械
の

半
学

半
教

シ
ス

テ
ム

（教
え

る
者

と
学

ぶ
者

の
分

を
定

め
ず

、
相

互
に

教
え

合
い

学
び

合
う

仕
組

み
）が

実
現

 

・S
oc

io
-i

ns
pi

re
d 

IC
T
 

・社
会

動
向

の
見

え
る

化
が

実
現

し
、

社
会

コ
ス

ト
の

削
減

、
危

機
管

理
、

合
意

形
成

、
政

策
決

定
が

実
行

し
や

す
く
な

る
。

 

・実
世

界
コ

ン
ピ

ュ
ー

テ
ィ

ン
グ

 
・暮

ら
し

よ
い

社
会

シ
ス

テ
ム

デ
ザ

イ
ン

・マ
ネ

ー
ジ

メ
ン

ト
の

実
現

 

・社
会

シ
ス

テ
ム

の
ア

ー
キ

テ
ク

チ
ャ

ー
設

計
 

※
「デ

モ
ク

ラ
シ

ー
」と

い
う

言
葉

が
、

「で
も

苦
し

い
」と

い
う

よ
り

「で
も

暮
ら

し
よ

し
ー

」と
聞

こ
え

る
暮

ら
し

よ
い

社
会

の
実

現
 

 
 

・ま
さ

か
の

時
の

た
め

の
、

超
先

端
的

科
学

技
術

の
育

成
（科

学
技

術
的

特
異

点
を

超
え

た
挑

戦
）が

、
未

来
を

先
導

す
る

。
 

人
と

ロ
ボ

ッ
ト

 
 

 
人

と
ロ

ボ
ッ

ト
 

 
 

・
ロ

ボ
ッ

ト
研

究
に

お
け

る
医

療
・
介

護
・
家

事
で

の
利

用
と

い
う

強
い

圧
力

 
意

見
聴

取
 

・介
護

現
場

等
で

の
ロ

ボ
ッ

ト
化

が
必

然
的

に
進

む
 

テ
ー

ブ
ル

8 
・
単

純
作

業
の

ロ
ボ

ッ
ト

に
よ

る
代

替
・
工

場
の

無
人

化
 

M
C

S
13

-
5 

 
 

 
 

・
サ

ー
ビ

ス
や

生
活

の
場

へ
の

ロ
ボ

ッ
ト

の
適

用
 

M
C

S
13

-
5 

・掃
除

や
洗

濯
の

完
全

自
動

化
 

テ
ー

ブ
ル

8 
・
人

工
知

能
の

発
達

に
よ

る
知

的
作

業
の

自
動

化
、

ロ
ボ

ッ
ト

に
よ

る
代

替
の

進
行

 
M

C
S
13

-
2 

・
人

間
と

は
何

か
が

問
わ

れ
る

社
会

＊
 

 
 

 
 

 
 

（雇
用

な
ど

） 
テ

ー
ブ

ル
3 

 
 

 
 

 
 

 
 

・人
の

感
情

や
言

葉
の

裏
を

よ
め

る
、

文
脈

か
ら

言
っ

て
い

る
こ

と
が

分
か

る
（ロ

ボ
ッ

ト
） 

テ
ー

ブ
ル

１
 

・マ
イ

ン
ド

・メ
デ

ィ
エ

ー
タ

（人
間

同
士

の
意

見
の

対
立

を
仲

裁
し

て
く
れ

る
ロ

ボ
ッ

ト
） 

テ
ー

ブ
ル

１
 

・感
情

を
理

解
し

、
表

現
で

き
る

ロ
ボ

ッ
ト

 
テ

ー
ブ

ル
１

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・人
間

の
意

識
・情

動
を

理
解

し
た

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
 

テ
ー

ブ
ル

3 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
・ロ

ボ
ッ

ト
に

と
っ

て
最

適
な

環
境

と
い

う
視

点
か

ら
考

え
る

、
人

に
と

っ
て

も
よ

い
社

会
 

テ
ー

ブ
ル

4 
 

 
 

 
・器

官
再

生
技

術
に

よ
り

、
み

な
が

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

を
目

指
す

こ
と

の
で

き
る

社
会

 
テ

ー
ブ

ル
4 

 
 

 
 

 
 

 
 

・ロ
ボ

ッ
ト

の
発

展
型

で
あ

る
”ゾ

ン
ビ

の
社

会
化

”技
術

 
テ

ー
ブ

ル
7 

 
 

 
 

・人
型

ロ
ボ

ッ
ト

が
高

度
化

 
テ

ー
ブ

ル
7 

・心
や

さ
し

い
ロ

ボ
ッ

ト
と

人
間

が
共

生
 

テ
ー

ブ
ル

7 
 

 
 

 
 

 
 

 
・多

様
な

ロ
ボ

ッ
ト

の
進

化
と

普
及

 
テ

ー
ブ

ル
8 

・役
に

立
た

な
い

ロ
ボ

ッ
ト

、
修

理
や

電
池

交
換

が
で

き
な

い
ロ

ボ
ッ

ト
 

テ
ー

ブ
ル

8 
・反

応
や

応
答

の
あ

る
ロ

ボ
ッ

ト
 

テ
ー

ブ
ル

8 
 

 
 

 

・人
型

ロ
ポ

ッ
ト

 
テ

ー
ブ

ル
8 

 
 

 
 

・ペ
ッ

ト
型

ロ
ボ

ッ
ト

 
テ

ー
ブ

ル
8 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・機
械

化
に

よ
り

人
間

の
役

割
が

減
っ

て
き

て
い

る
 

テ
ー

ブ
ル

10
・人

間
の

存
在

意
義

が
問

わ
れ

る
社

会
。

（人
間

は
悩

み
つ

つ
あ

る
） 

テ
ー

ブ
ル

10
 

 
 

 
 

・人
間

が
短

時
間

で
働

く
こ

と
で

済
む

社
会

 
テ

ー
ブ

ル
10

 
・運

動
し

な
い

で
肥

満
を

予
防

で
き

る
技

術
の

開
発

 
テ

ー
ブ

ル
10

・個
人

が
手

を
抜

い
て

い
け

る
社

会
 

(ハ
ピ

ネ
ス

を
追

求
す

る
と

人
間

は
堕

落
す

る
） 

テ
ー

ブ
ル

10
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・個
人

が
社

会
を

超
越

で
き

る
社

会
 

テ
ー

ブ
ル

10
 

 
 

 
 

・J
S
T

の
研

究
費

配
分

を
ロ

ボ
ッ

ト
が

行
う

時
代

（研
究

開
発

、
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
ロ

ボ
ッ

ト
に

委
ね

る
こ

と
は

危
険

） 
テ

ー
ブ

ル
10

 

モ
ビ

リ
テ

ィ
 

 
 

モ
ビ

リ
テ

ィ
 

 
 

・
自

動
化

し
た

乗
り

物
の

低
コ

ス
ト

化
・
普

及
 

M
C

S
13

-
6 

・
公

共
交

通
の

形
の

変
化

 
 

 

・
安

全
性

・効
率

性
の

向
上

 
 

 
 

 
 

 

・
新

た
な

法
制

度
の

必
要

性
 

 
 

 
 

 
 

・
自

動
車

運
転

の
無

人
化

 
意

見
聴

取
 

・
あ

ら
ゆ

る
物

流
の

無
人

化
 

意
見

聴
取

 

 
 

 
 

・
自

動
運

転
や

常
時

監
視

に
よ

る
メ

ン
テ

フ
リ

ー
化

 
意

見
聴

取
 

・
超

高
精

度
の

時
間

計
測

に
よ

る
超

高
精

度
の

G
P

S
や

地
表

の
現

状
把

握
が

実
現

 
意

見
聴

取
 

・
首

都
直

下
型

地
震

の
予

測
、

地
下

資
源

の
マ

ッ
ピ

ン
グ

な
ど

も
可

能
に

 
意

見
聴

取
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・パ
ー

ソ
ナ

ル
モ

ビ
リ

テ
ィ

（移
動

手
段

の
個

人
化

） 
テ

ー
ブ

ル
3 
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・自

動
運

転
車

ど
う

し
に

よ
る

事
故

増
加

 
テ

ー
ブ

ル
5 

・複
数

の
移

動
手

段
と

そ
の

他
の

移
動

手
段

の
有

機
的

な
結

合
に

よ
る

目
的

達
成

の
効

率
化

 
テ

ー
ブ

ル
5 

 
 

 
 

・判
断

力
の

落
ち

た
高

齢
者

へ
の

運
転

免
許

更
新

の
拒

絶
【再

掲
】 

テ
ー

ブ
ル

5 
 

 
 

 
 

 
 

 
・車

に
乗

る
時

間
が

増
加

し
つ

つ
あ

る
（？

）。
 

テ
ー

ブ
ル

6 
・車

の
機

能
が

拡
大

す
る

：乗
れ

ば
乗

る
ほ

ど
健

康
に

な
る

車
、

な
ど

。
 

テ
ー

ブ
ル

6 
・高

齢
者

の
運

転
が

招
く
交

通
事

故
が

増
え

て
い

る
。

 
テ

ー
ブ

ル
6 

・従
来

が
大

幅
に

減
少

す
る

。
 

テ
ー

ブ
ル

6 
 

 
 

 
・車

が
人

に
よ

る
運

転
の

補
助

を
す

る
。

 
テ

ー
ブ

ル
6 

 
 

 
 

 
 

 
 

・自
動

車
社

会
の

限
界

（渋
滞

な
ど

）。
小

型
化

が
起

こ
る

。
 

テ
ー

ブ
ル

7 
・ユ

ビ
キ

タ
ス

モ
ビ

リ
テ

ィ
ー

（椅
子

が
そ

の
ま

ま
外

へ
、

宇
宙

へ
） 

テ
ー

ブ
ル

7 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
・安

全
で

快
適

な
交

通
手

段
（公

共
、

自
家

用
と

も
）を

、
個

々
の

利
便

性
に

応
じ

て
選

択
で

き
る

社
会

 
テ

ー
ブ

ル
9 

 
 

 
 

・安
全

安
心

を
担

保
し

た
完

全
自

動
移

動
シ

ス
テ

ム
 

テ
ー

ブ
ル

9 
 

 
 

 
・自

動
交

通
シ

ス
テ

ム
に

お
け

る
交

通
事

故
の

排
除

・安
全

確
保

 
テ

ー
ブ

ル
9 

 
 

 
 

 
 

 
 

・大
量

デ
ー

タ
（生

活
空

間
に

あ
ふ

れ
る

セ
ン

サ
ノ

ー
ド

・ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

）と
モ

ビ
リ

テ
ィ

に
よ

る
事

故
軽

減
技

術
の

開
発

 
テ

ー
ブ

ル
10

 
 

 
 

・交
通

事
故

の
増

加
（世

界
的

に
は

経
済

の
発

展
で

増
加

、
日

本
で

は
特

に
高

齢
者

が
増

加
） 

テ
ー

ブ
ル

10
・無

満
員

電
車

、
無

渋
滞

、
無

事
故

社
会

の
実

現
 

テ
ー

ブ
ル

10
 

・モ
ビ

リ
テ

ィ
に

お
け

る
個

人
の

快
適

性
の

確
保

、
時

間
の

有
効

利
用

 
テ

ー
ブ

ル
10

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

科
学

技
術

の
変

容
 

 
 

科
学

技
術

の
変

容
 

 
 

・
出

来
事

を
長

期
間

、
大

量
に

蓄
積

す
る

こ
と

に
よ

る
現

実
社

会
と

科
学

的
手

法
と

の
つ

な
が

り
を

可
能

に
 

意
見

聴
取

 
 

 
 

 

・
現

実
の

社
会

現
象

の
一

回
起

性
：
再

現
で

き
な

い
も

の
を

設
計

し
よ

う
と

す
る

科
学

的
手

法
の

適
用

の
限

界
 

意
見

聴
取

 
・
選

択
肢

が
メ

リ
ッ

ト
・
デ

メ
リ

ッ
ト

と
と

も
に

提
示

さ
れ

て
い

る
社

会
の

実
現

 

（
未

来
が

未
決

の
ま

ま
開

か
れ

て
い

る
社

会
）
 

意
見

聴
取

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・細
分

化
さ

れ
た

科
学

技
術

分
野

を
再

び
統

合
化

 
テ

ー
ブ

ル
１

 
 

 
 

 
・科

学
を

推
進

す
る

時
に

、
社

会
科

学
、

政
策

決
定

者
を

納
得

さ
せ

ら
れ

る
。

「な
ぜ

や
る

か
？

」 
テ

ー
ブ

ル
１

 
 

 
 

 
・U

lt
im

at
e

な
科

学
技

術
の

開
発

を
進

め
た

時
に

起
こ

り
得

る
マ

イ
ナ

ス
側

面
を

解
決

す
る

科
学

 
テ

ー
ブ

ル
１

 
・政

策
を

誘
導

す
る

戦
略

的
な

研
究

開
発

 
テ

ー
ブ

ル
１

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
・災

害
時

対
応

な
ど

で
見

直
さ

れ
る

ロ
ー

テ
ク

 
テ

ー
ブ

ル
4 

・ロ
ー

テ
ク

を
組

み
合

わ
せ

た
ロ

バ
ス

ト
な

高
度

化
技

術
の

実
現

 
テ

ー
ブ

ル
4 

 
 

 
 

・環
境

の
変

化
に

人
間

が
適

応
す

る
こ

と
を

手
助

け
す

る
技

術
の

実
現

 
テ

ー
ブ

ル
4 

 
 

 
 

 
 

 
 

・ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

バ
イ

オ
マ

ー
カ

ー
を

利
用

し
た

国
際

間
の

状
況

、
ゆ

ら
ぎ

の
定

量
技

術
 

テ
ー

ブ
ル

7 
・国

際
間

の
緊

張
の

定
量

、
悪

化
が

可
視

化
で

き
る

社
会

。
 

テ
ー

ブ
ル

7 
 

 
 

 
 

 
 

 
・科

学
技

術
の

リ
ス

ク
要

因
の

把
握

、
情

報
公

開
、

透
明

性
を

確
保

し
た

公
的

管
理

、
対

応
策

の
提

示
 

テ
ー

ブ
ル

9 
・科

学
技

術
の

リ
ス

ク
の

デ
ュ

ア
ル

ユ
ー

ス
 

テ
ー

ブ
ル

9 
・I

C
T

な
ど

の
技

術
へ

の
依

存
の

高
ま

り
（ト

ラ
ブ

ル
に

よ
り

技
術

が
使

え
な

く
な

っ
た

時
の

不
安

） 
テ

ー
ブ

ル
9 

 
 

 
 

・新
技

術
を

個
人

の
生

活
に

導
入

す
る

（介
護

ロ
ボ

ッ
ト

、
新

交
通

手
段

な
ど

）た
め

の
実

証
実

験
の

場
の

整
備

 
テ

ー
ブ

ル
9 

 
 

 
 

 
 

 
 

・選
択

肢
が

自
動

化
さ

れ
る

と
い

う
危

機
 

テ
ー

ブ
ル

10
 

 
 

 
 

・科
学

技
術

に
よ

っ
て

１
粒

で
２

度
お

い
し

い
（食

べ
る

ヒ
ト

（科
学

技
術

の
恩

恵
を

受
け

る
ヒ

ト
）に

よ
っ

て
も

お
い

し
さ

（価
値

）が
変

わ
る

）社
会

。
 

テ
ー

ブ
ル

10
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

新
材

料
・
物

質
 

 
 

新
材

料
・
物

質
 

 
 

・
量

子
単

位
で

の
物

質
の

制
御

に
よ

る
諸

機
能

（
計

算
や

計
測

）
の

実
現

 
意

見
聴

取
 

 
 

 
 

・
他

分
野

の
視

点
に

よ
る

材
料

活
用

方
法

の
拡

大
 

意
見

聴
取

 
・
高

性
能

材
料

の
多

様
な

領
域

・
産

業
で

の
利

用
拡

大
＊

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・物
質

の
特

性
を

突
き

詰
め

る
（U

lt
im

at
e）

領
域

の
確

立
 

テ
ー

ブ
ル

１
 

・拒
絶

反
応

が
な

く
長

期
移

植
が

可
能

な
生

体
材

料
 

テ
ー

ブ
ル

5 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

・資
源

の
枯

渇
す

る
一

方
で

物
が

あ
ふ

れ
て

い
る

。
３

Ｄ
プ

リ
ン

タ
ー

技
術

の
発

達
。

 
テ

ー
ブ

ル
7 

・３
Ｄ

プ
リ

ン
タ

ー
で

ご
み

を
再

利
用

し
た

個
人

に
よ

る
物

づ
く
り

 
テ

ー
ブ

ル
7 

 
 

 
 

・ご
み

を
消

化
し

て
生

物
化

学
に

よ
る

プ
ロ

セ
ス

で
エ

ネ
ル

ギ
ー

生
成

 
テ

ー
ブ

ル
7 

 
 

 
 

 
 

 
 

・質
量

分
析

技
術

の
発

展
 

テ
ー

ブ
ル

10
・モ

ノ
の

コ
ピ

ー
が

時
空

を
超

え
て

可
能

と
な

る
。

 
テ

ー
ブ

ル
10
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F
A

C
T
S
・
T
R

E
N

D
S
（
現

時
点

で
起

こ
り

つ
つ

あ
る

こ
と

/
5

年
か

ら
2
0

年
で

実
現

し
う

る
こ

と
）
 

情
報

源
 

V
IS

IO
N

（
こ

う
し

た
い

／
こ

う
な

る
と

よ
い

） 
情

報
源

 

 
 

 
 

 
 

 
 

エ
ネ

ル
ギ

ー
・環

境
 

 
 

エ
ネ

ル
ギ

ー
 

 
 

 
 

 
 

・無
限

の
資

源
・エ

ネ
ル

ギ
ー

源
 

テ
ー

ブ
ル

3 
 

 
 

 
・普

段
の

人
間

活
動

か
ら

発
電

 
テ

ー
ブ

ル
3 

 
 

 
 

 
 

 
 

・混
入

し
た

遺
伝

子
組

換
え

作
物

の
自

然
交

配
に

よ
る

国
内

侵
入

 
テ

ー
ブ

ル
9 

・市
町

村
の

境
界

に
と

ら
わ

れ
な

い
廃

棄
物

処
理

施
設

の
設

置
 

テ
ー

ブ
ル

9 
・農

地
荒

廃
の

都
市

生
活

へ
の

影
響

（シ
カ

、
イ

ノ
シ

シ
の

被
害

な
ど

） 
テ

ー
ブ

ル
9 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・わ
か

ら
な

い
も

の
、

不
安

に
対

し
て

の
説

明
・解

消
技

術
 

テ
ー

ブ
ル

１
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

経
済

 
経

済
・社

会
 

 
 

 
 

・世
界

規
模

で
の

富
の

再
配

分
（国

レ
ベ

ル
で

な
く
地

域
・世

代
ま

で
考

慮
） 

テ
ー

ブ
ル

3 
 

 
・金

銭
に

よ
ら

い
な

い
サ

ー
ビ

ス
に

よ
る

取
引

社
会

 
テ

ー
ブ

ル
3 

 
 

 
 

 
 

 
 

・地
域

内
で

支
え

あ
う

（助
け

合
う

）社
会

 
テ

ー
ブ

ル
3 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

社
会

 
 

 
社

会
 

 
 

・老
後

を
楽

し
く
す

る
技

術
、

楽
し

み
に

す
る

技
術

。
痛

み
が

無
く
な

る
。

 
メ

ガ
ネ

の
装

着
に

よ
り

物
が

良
く
（自

分
に

都
合

よ
く
）見

え
る

技
術

。
 

テ
ー

ブ
ル

7 
・明

る
い

寝
た

き
り

生
活

。
寝

た
き

り
で

も
、

明
る

く
老

後
を

生
き

る
事

が
で

き
る

社
会

。
 

テ
ー

ブ
ル

7 

・地
域

の
顔

の
見

え
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

支
え

る
ＩＣ

Ｔ
技

術
、

社
会

と
の

つ
な

が
り

重
視

 
テ

ー
ブ

ル
7 

・互
い

に
助

け
合

っ
て

生
き

る
社

会
。

地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
の

活
性

化
。

 
テ

ー
ブ

ル
7 

・子
供

を
皆

で
育

て
る

制
度

・技
術

 
テ

ー
ブ

ル
7 

・子
供

が
沢

山
い

る
社

会
 

テ
ー

ブ
ル

7 
 

 
 

 
 

 
 

 

高
齢

化
社

会
 

テ
ー

ブ
ル

8 
 

 

・医
療

費
を

安
く
で

き
る

技
術

 
テ

ー
ブ

ル
8 

 
 

・介
護

メ
ニ

ュ
ー

の
オ

プ
シ

ョ
ン

化
 

テ
ー

ブ
ル

8 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

・す
べ

て
を

予
防

し
守

る
の

で
は

な
く
、

困
難

な
事

態
を

予
測

し
、

救
助

す
る

仕
組

み
で

補
う

 
テ

ー
ブ

ル
１

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
・人

間
に

最
適

な
個

人
間

の
距

離
感

や
集

団
規

模
の

解
明

 
テ

ー
ブ

ル
5 

・理
想

的
な

地
域

社
会

の
実

現
 

テ
ー

ブ
ル

5 
 

 
 

・高
齢

者
（リ

タ
イ

ア
後

）の
た

め
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

作
り

 
→

 
例

）小
学

校
に

入
学

 
テ

ー
ブ

ル
5 
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F
A

C
T
S
・
T
R

E
N

D
S
（
現

時
点

で
起

こ
り

つ
つ

あ
る

こ
と

/
5

年
か

ら
2
0

年
で

実
現

し
う

る
こ

と
）
 

情
報

源
 

V
IS

IO
N

（
こ

う
し

た
い

／
こ

う
な

る
と

よ
い

） 
情

報
源

 

 
 

 
 

 
 

 
 

個
人

の
ハ

ピ
ネ

ス
や

豊
か

さ
 

テ
ー

ブ
ル

10

 
 

テ
ー

ブ
ル

10
 

 
 

 
 

・若
者

の
命

と
高

齢
者

の
命

の
差

が
出

る
 

・個
人

と
社

会
の

利
害

が
相

反
し

な
い

社
会

 
（個

人
が

社
会

を
超

越
で

き
る

社
会

が
あ

る
の

か
？

） 

・高
齢

者
の

小
学

校
入

学
の

導
入

（コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
再

構
築

、
知

識
・経

験
の

伝
播

、
世

代
を

超
え

た
交

流
） 

・個
人

の
ハ

ピ
ネ

ス
を

基
盤

と
す

る
社

会
の

実
現

（健
康

、
富

、
自

由
、

名
声

を
軸

に
評

価
） 

 
 

・ハ
ピ

ネ
ス

の
再

配
分

が
可

能
な

社
会

（国
際

社
会

（途
上

国
、

先
進

国
）、

高
齢

者
、

こ
ど

も
、

女
性

等
） 

 
 

・個
人

皆
が

価
値

を
見

出
せ

る
社

会
 

 
 

 
 

・人
間

が
宇

宙
に

住
め

る
技

術
の

開
発

 
 

・人
間

が
宇

宙
に

住
め

る
社

会
（高

齢
者

な
ど

の
筋

力
が

衰
え

た
人

間
は

最
後

は
宇

宙
に

住
む

。
た

だ
し

、
放

射
線

、
心

循
環

器
、

宇
宙

酔
い

へ
の

適
応

も
必

要
。

） 

 
 

 
 

そ
の

他
 

 
 

 
 

 
 

・日
本

政
府

と
し

て
２

０
２

０
年

ま
で

に
取

り
組

む
と

コ
ミ

ッ
ト

し
て

い
る

課
題

。
（例

：東
京

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

成
功

、
福

島
第

一
原

発
廃

炉
処

理
の

実
施

、
プ

ラ
イ

マ
リ

ー
バ

ラ
ン

ス
再

建
） 

テ
ー

ブ
ル

10
・一

生
涯

あ
る

い
は

何
世

代
も

か
か

り
取

り
組

む
べ

き
仕

事
を

創
出

す
る

社
会

（福
島

第
一

原
発

廃
炉

処
理

の
サ

イ
エ

ン
ス

） 
テ

ー
ブ

ル
10

 
・財

務
省

に
よ

る
相

続
税

の
徴

収
が

増
加

 
 

 
 

 
 

 

・オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

開
催

に
お

け
る

リ
ス

ク
の

分
析

と
対

策
（安

全
・安

心
空

間
の

提
供

 
例

：廃
炉

処
理

の
影

響
、

気
温

上
昇

に
よ

る
競

技
や

観
客

へ
の

影
響

、
モ

ビ
リ

テ
ィ

等
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・ 
U

lt
im

at
e 

S
ci

en
ce

の
研

究
開

発
の

加
速

化
 

テ
ー

ブ
ル

10
・ 

U
lt
im

at
e 

S
ci

en
ce

の
重

要
性

が
一

般
に

も
理

解
で

き
る

社
会

 
テ

ー
ブ

ル
10
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資料 24 
参

考
資

料
１

－
５

 
テ

ー
マ

別
 
F
A

C
T
S
・
T
R

E
N

D
S
・
V

IS
IO

N
シ

ー
ト

 
テ

ー
マ

：
A

 
医

療
・
病

院
の

変
容

 

マ
ー

ク
欄

 
F
A

C
T
S
・
T
R

E
N

D
S
（
現

時
点

で
起

こ
り

つ
つ

あ
る

こ
と

/
5

年
か

ら
2
0

年
で

実
現

し
う

る
こ

と
）

［
科

学
的

知
見

や
技

術
の

見
込

み
等

の
根

拠
が

あ
る

こ
と

］
 

情
報

源
V

IS
IO

N
（
こ

う
し

た
い

／
こ

う
な

る
と

よ
い

／
こ

う
な

る
こ

と
が

想
定

さ
れ

る
）
 

［
社

会
像

を
示

す
表

現
と

な
っ

て
い

る
こ

と
］
 

情
報

源
 

 
 

 
 

 
 

W
S
1
 

 
 

・
食

の
科

学
的

根
拠

の
解

明
 

W
S
1
 

・
個

人
の

健
康

維
持

に
必

要
な

す
べ

て
の

情
報

が
科

学
的

に
管

理
さ

れ
、

最
適

利
用

で
き

る
社

会
 

 
 

・
伝

統
・
習

慣
の

分
析

、
定

量
化

 
W

S
1
 

（
食

を
通

じ
て

疾
患

を
予

防
す

る
こ

と
が

可
能

と
な

っ
て

い
る

）
 

 
 

・
病

は
気

か
ら

を
科

学
す

る
（
脳

と
健

康
と

の
関

係
の

解
明

）
（
プ

ラ
セ

ボ
の

効
果

）
 

W
S
1
 

（
食

、
漢

方
等

の
伝

統
、

習
慣

を
通

じ
て

疾
患

を
予

防
す

る
こ

と
が

可
能

と
な

っ
て

い
る

）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・
先

制
医

療
の

発
展

 
W

S
1
 

 
 

W
S
1
 

 
 

・
未

病
へ

の
対

応
が

普
及

 
W

S
1
 

・
病

気
を

早
期

に
予

想
で

き
る

/
早

期
に

介
入

で
き

る
社

会
 

 
 

・
健

康
状

態
の

ア
ラ

ー
ト

技
術

の
発

展
と

助
言

シ
ス

テ
ム

の
実

用
化

 
W

S
1
 

（
予

防
医

療
や

先
制

医
療

が
可

能
と

な
っ

て
い

る
）
 

 
 

・
疫

学
情

報
と

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

の
結

び
つ

け
に

よ
る

疾
病

リ
ス

ク
予

知
 

W
S
1
 

（
疾

病
の

発
症

機
序

の
解

明
に

よ
り

早
期

発
症

リ
ス

ク
の

抽
出

が
可

能
に

な
っ

て
い

る
）
 

 
 

・
検

査
・
診

断
技

術
の

進
歩

 
（
W

S
1
）

（
不

調
や

疾
患

を
感

知
し

て
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
す

る
仕

組
み

が
で

き
て

い
る

）
 

 
 

・
患

者
の

生
理

モ
デ

ル
を

構
築

し
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
化

 
W

S
1
 

 
 

 
 

・
高

精
度

バ
イ

オ
マ

ー
カ

ー
の

発
展

 
W

S
1
 

 
 

 
 

・
体

内
診

断
・
治

療
デ

バ
イ

ス
の

発
展

 
W

S
1
 

 
 

 
 

・
生

体
親

和
性

の
あ

る
セ

ン
サ

の
実

現
 

意
見

聴
取

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・
遠

隔
医

療
の

普
及

 
W

S
1
 

・
医

療
に

多
様

な
選

択
肢

（
形

態
、

環
境

、
プ

ロ
セ

ス
等

）
が

用
意

さ
れ

て
い

る
社

会
）
 

W
S
１

 

 
 

・
在

宅
医

療
の

高
度

化
 

W
S
1
 

（
個

人
が

医
療

の
形

を
選

択
で

き
る

よ
う

に
な

っ
て

い
る

）
［
法

規
制

の
緩

和
等

が
必

要
］
 

 
 

・
医

療
の

テ
ー

ラ
ー

メ
ー

ド
化

 
G

T
O

1
3
-
7

（
遠

隔
医

療
・
在

宅
医

療
が

一
般

的
に

な
っ

て
い

る
）
 

 
 

・
医

療
費

を
安

く
で

き
る

技
術

 
W

S
1
 

（
病

院
の

機
能

を
代

替
す

る
方

法
が

確
立

で
き

て
い

る
）
 

 
 

 
 

（
ど

こ
で

も
同

じ
条

件
で

医
療

を
受

け
る

こ
と

が
可

能
と

な
る

）
 

 
 

 
 

（
個

人
別

の
疾

患
に

応
じ

た
最

適
な

医
療

が
可

能
と

な
る

）
 

 
 

 
 

 
 

（
総

合
医

療
の

拡
大

（
精

神
科

以
外

に
も

）
）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・
バ

ー
コ

ー
ド

薬
（
バ

ー
コ

ー
ド

に
よ

る
体

内
機

能
ス

イ
ッ

チ
）
 

W
S
1
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・
細

胞
を

長
期

保
存

す
る

技
術

の
進

展
 

意
見

聴
取

・
死

に
対

す
る

多
様

な
考

え
方

が
示

さ
れ

て
い

る
社

会
 

W
S
１

 

 
 

・
生

体
の

長
期

保
存

技
術

の
移

植
・
生

殖
技

術
へ

の
利

用
 

意
見

聴
取

（
死

に
対

す
る

考
え

方
が

、
倫

理
的

・
社

会
的

・
文

化
的

・
科

学
的

な
面

か
ら

表
明

さ
れ

て
い

る
）
 

 
 

・
3

次
元

で
臓

器
が

作
れ

る
よ

う
に

な
り

つ
つ

あ
る

。
 

W
S
1
 

（
不

老
不

死
を

求
め

な
い

と
い

う
考

え
方

）
 

 
 

 
 

（
寿

命
を

延
ば

す
（
だ

け
の

）
た

め
の

医
療

に
対

す
る

考
え

方
）
 

 
 

 
 

（
臓

器
交

換
が

可
能

に
な

る
こ

と
に

よ
る

寿
命

の
延

長
）
 

 
 

 
 

（
自

然
死

の
質

の
向

上
）
 

 
 

 
 

（
尊

厳
死

・
安

楽
死

と
い

う
選

択
へ

の
理

解
）
 

 
 

 
 

 
 

 

V
IS

IO
N

に
列

挙
し

た
も

の
（
・
～

（
な

）
（
で

あ
る

）
社

会
 

及
び

カ
ッ

コ
内

）
に

つ
な

が
る

F
A

C
T
S
・
T
R

E
N

D
S

を
、

元
の

F
T
V

リ
ス

ト
か

ら
列

挙
。

 

 
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

結
果

の
ま

と
め

に
あ

る
も

の
を

踏
ま

え
て

、
テ

ー
マ

を
構

成
す

る
も

の
と

し
て

の

V
IS

IO
N

を
次

の
表

現
で

列
挙

 

 
 

 
・
～

（
な

）
（
で

あ
る

）
社

会
 

V
IS

IO
N

に
列

挙
し

た
も

の
と

左
右

で
1

対
１

で
対

応
は

し
て

い
な

い
が

、
縦

方
向

の
位

置
で

緩
や

に
な

つ
な

が
り

を
も

た
せ

て
い

る
 

表
現

の
調

整
は

最
小

限
と

し
て

い
る

（
重

複
排

除
や

語
の

補
足

な
ど

）
 

 
カ

ッ
コ

内
は

、
・
～

（
な

）
（
で

あ
る

）
社

会
 

の
よ

り
具

体
化

し
た

内
容

を
表

す
も

の
を

、
元

の
F
T
V

リ
ス

ト

か
ら

表
現

を
調

整
し

て
列

挙
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N
シ

ー
ト

 
テ

ー
マ

：
B

 
人

と
機

械
の

新
た

な
関

係
性

 

マ
ー

ク
欄

 
F
A

C
T
S
・
T
R

E
N

D
S
（
現

時
点

で
起

こ
り

つ
つ

あ
る

こ
と

/
5

年
か

ら
2
0

年
で

実
現

し
う

る
こ

と
）

［
科

学
的

知
見

や
技

術
の

見
込

み
等

の
根

拠
が

あ
る

こ
と

］
 

情
報

源
V

IS
IO

N
（
こ

う
し

た
い

／
こ

う
な

る
と

よ
い

／
こ

う
な

る
こ

と
が

想
定

さ
れ

る
）
 

［
社

会
像

を
示

す
表

現
と

な
っ

て
い

る
こ

と
］
 

情
報

源
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・
実

世
界

コ
ン

ピ
ュ

ー
テ

ィ
ン

グ
の

進
展

 
W

S
1
 

人
の

尊
厳

を
高

め
、

人
と

機
械

の
協

調
、

協
奏

的
な

関
係

性
が

デ
ザ

イ
ン

で
き

る
社

会
 

W
S
1
 

 
 

・
社

会
シ

ス
テ

ム
の

ア
ー

キ
テ

ク
チ

ャ
ー

設
計

の
進

歩
 

W
S
1
 

（
人

と
機

械
の

オ
ー

ケ
ス

ト
レ

ー
シ

ョ
ン

が
実

現
し

て
い

る
）
 

 
 

・
人

工
知

能
の

発
達

に
よ

る
知

的
作

業
の

自
動

化
も

可
能

に
 

W
S
1
 

（
人

と
機

械
が

相
互

に
教

え
合

い
学

び
合

う
仕

組
み

が
実

現
し

て
い

る
）
 

 
 

・
超

高
精

度
の

時
間

計
測

に
よ

る
超

高
精

度
の

G
P

S
や

地
表

の
現

状
把

握
が

実
現

 
意

見
聴

取
（
社

会
シ

ス
テ

ム
の

デ
ザ

イ
ン

や
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

手
法

が
確

立
し

て
い

る
）
 

 
 

 
 

（
人

間
の

意
識

・
情

動
を

機
械

に
伝

え
る

こ
と

が
可

能
に

な
っ

て
い

る
）
 

 
 

・
多

様
な

ロ
ボ

ッ
ト

の
進

化
と

普
及

 
（
意

思
決

定
技

術
や

価
値

発
見

技
術

が
実

現
し

て
い

る
）
 

 
 

・
反

応
や

応
答

の
あ

る
ロ

ボ
ッ

ト
 

W
S
1
 

（
機

械
が

人
と

人
と

の
間

を
仲

裁
す

る
こ

と
が

可
能

に
な

っ
て

い
る

）
 

 
 

・
人

型
ロ

ポ
ッ

ト
 

W
S
1
 

（
民

主
主

義
の

多
数

決
に

変
わ

り
個

人
の

尊
重

を
科

学
技

術
が

サ
ポ

ー
ト

す
る

）
 

W
S
1
 

 
 

・
ペ

ッ
ト

型
ロ

ボ
ッ

ト
 

W
S
1
 

（価
値

観
の

多
様

性
を

調
和

で
き

る
シ

ス
テ

ム
（多

数
決

で
な

い
。

衆
愚

政
治

で
な

い
）が

実
現

し
て

い
る

） 
W

S
1
 

 
 

 
 

（
個

人
と

社
会

の
利

害
が

相
反

し
な

い
よ

う
に

な
っ

て
い

る
 

W
S
1
 

 
 

・
デ

ー
タ

解
析

技
術

の
進

歩
（
大

容
量

デ
ー

タ
、

不
確

実
デ

ー
タ

も
解

析
可

能
に

）
 

資
料

調
査

（
判

断
力

の
落

ち
た

高
齢

者
へ

の
運

転
免

許
更

新
が

拒
絶

さ
れ

る
こ

と
も

あ
る

）
 

W
S
1
 

 
 

・
モ

ノ
の

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

ひ
ろ

が
り

 
資

料
調

査
（
複

雑
な

シ
ス

テ
ム

の
構

造
や

相
関

関
係

が
可

視
化

で
き

る
よ

う
に

な
っ

て
い

る
）
 

意
見

聴
取

 

 
 

・
あ

ら
ゆ

る
も

の
に

セ
ン

サ
が

つ
く
／

セ
ン

サ
ー

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
化

 
意

見
聴

取
 

 

 
 

・
生

体
親

和
性

の
あ

る
セ

ン
サ

の
実

現
 

意
見

聴
取

機
械

の
知

能
化

、
自

立
化

が
達

成
さ

れ
、

高
度

に
安

全
で

快
適

な
生

活
が

実
現

し
て

い
る

社
会

 
W

S
1
 

 
 

・
よ

り
複

雑
な

事
象

を
把

握
し

モ
デ

ル
化

で
き

つ
つ

あ
る

 
W

S
(T

6
)

（
掃

除
や

洗
濯

の
完

全
（
に

近
く
）
自

動
化

さ
れ

て
る

）
 

 
 

・
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
で

き
な

い
く
ら

い
に

IC
T

シ
ス

テ
ム

が
複

雑
に

な
っ

て
き

た
 

W
S
(T

6
)

（
あ

ら
ゆ

る
物

流
が

自
動

化
さ

れ
て

い
る

）
 

 
 

 
 

（
交

通
シ

ス
テ

ム
の

形
が

変
化

し
て

い
る

：
自

動
化

、
小

型
化

、
個

人
化

）
 

 
 

 
 

（
無

渋
滞

、
無

事
故

社
会

が
実

現
し

て
い

る
）
 

 
 

・
自

動
化

。
小

型
化

、
個

人
化

し
た

乗
り

物
の

低
コ

ス
ト

化
・
普

及
 

資
料

調
査

（
満

員
電

車
は

な
く
な

る
）
 

 
 

・
安

全
性

・
効

率
性

の
向

上
 

資
料

調
査

（
機

械
や

社
会

イ
ン

フ
ラ

の
メ

ン
テ

フ
リ

ー
が

実
現

し
て

い
る

）
 

 
 

・
新

た
な

法
制

度
の

必
要

性
 

資
料

調
査

（
複

雑
な

シ
ス

テ
ム

の
構

造
や

相
関

関
係

が
可

視
化

で
き

る
よ

う
に

な
っ

て
い

る
）
 

意
見

聴
取

 

 
 

・
事

故
の

多
発

 
 

 

 
 

 
 

・
失

わ
れ

つ
つ

あ
る

人
間

ら
し

い
生

活
を

知
的

情
報

機
械

が
取

り
戻

し
て

い
る

社
会

 

 
 

・
脳

計
測

に
よ

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
定

量
化

 
意

見
聴

取
 

 
（
脳

本
来

の
し

く
み

に
あ

っ
た

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
が

で
き

て
い

る
）
 

意
見

聴
取

 

 
 

・
脳

型
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
の

発
明

 
意

見
聴

取
 

 
（
人

類
知

向
上

を
志

向
し

た
「
知

の
経

済
」
が

構
築

さ
れ

て
い

る
）
 

意
見

聴
取

 

 
 

・
個

人
化

の
進

展
（
教

育
、

も
の

づ
く
り

、
医

療
）
 

資
料

調
査

 
 

（
人

が
消

費
者

か
ら

創
造

的
生

活
者

に
な

っ
て

い
る

）
 

意
見

聴
取

 

 
 

・
IC

T
の

発
達

に
よ

る
相

手
の

顔
を

見
な

い
情

報
交

換
の

増
加

 
意

見
聴

取
 

 
 

 
（
モ

ノ
・
コ

ト
の

た
め

の
ヒ

ト
か

ら
、

ヒ
ト

の
た

め
の

モ
ノ

・
コ

ト
へ

）
 

意
見

聴
取

 

 
 

・
認

知
・
身

体
の

総
合

的
理

解
 

W
S
1
 

 
 

（
価

値
と

し
て

「
信

頼
」
「
安

心
」
「
共

感
」
が

重
視

さ
れ

て
い

る
）
 

意
見

聴
取

 

 
 

・
技

術
の

進
歩

に
よ

る
創

発
に

必
要

な
制

約
条

件
の

喪
失

 
意

見
聴

取
 

 
（
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
と

利
便

性
の

バ
ラ

ン
ス

が
と

れ
て

い
る

）
 

*
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・
知

的
情

報
機

械
が

全
体

に
埋

め
込

ま
れ

、
物

質
利

用
の

縮
減

、
リ

サ
イ

ク
ル

、
リ

ユ
ー

ス
が

大
幅

に
進

め
ら

て
い

る
社

会
 

 
 

個
人

化
の

進
展

（
も

の
づ

く
り

、
医

療
、

移
動

）
 

資
料

調
査

 
 

（
制

約
条

件
を

う
ま

く
設

定
し

な
が

ら
技

術
を

発
達

さ
せ

て
い

く
こ

と
が

で
き

て
い

る
）
 

意
見

聴
取

 

 
 

・
製

品
を

分
解

可
能

な
も

の
に

す
る

 
W

S
1
 

 
 

（
大

量
生

産
大

量
消

費
社

会
か

ら
高

度
３

Ｒ
社

会
へ

）
 

*
 

 
 

 
 

 
 

 

V
IS

IO
N

に
列

挙
し

た
も

の
（
・
～

（
な

）
（
で

あ
る

）
社

会
 

及
び

カ
ッ

コ
内

）
に

つ
な

が
る

F
A

C
T
S
・
T
R

E
N

D
S

を
、

元
の

F
T
V

リ
ス

ト
か

ら
列

挙
。

 

 
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

結
果

の
ま

と
め

に
あ

る
も

の
を

踏
ま

え
て

、
テ

ー
マ

を
構

成
す

る
も

の
と

し
て

の

V
IS

IO
N

を
次

の
表

現
で

列
挙

 

 
 

 
・
～

（
な

）
（
で

あ
る

）
社

会
 

V
IS

IO
N

に
列

挙
し

た
も

の
と

左
右

で
1

対
１

で
対

応
は

し
て

い
な

い
が

、
縦

方
向

の
位

置
で

緩
や

に
な

つ
な

が
り

を
も

た
せ

て
い

る
 

表
現

の
調

整
は

最
小

限
と

し
て

い
る

（
重

複
排

除
や

語
の

補
足

な
ど

）
 

 
カ

ッ
コ

内
は

、
・
～

（
な

）
（
で

あ
る

）
社

会
 

の
よ

り
具

体
化

し
た

内
容

を
表

す
も

の
を

、
元

の
F
T
V

リ
ス

ト

か
ら

表
現

を
調

整
し

て
列

挙
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力
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ク
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現

時
点

で
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こ
り

つ
つ
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る

こ
と

/
5

年
か

ら
2
0

年
で

実
現

し
う

る
こ

と
）

［
科

学
的

知
見

や
技

術
の

見
込

み
等

の
根

拠
が

あ
る

こ
と

］
 

情
報

源
V

IS
IO

N
（
こ

う
し

た
い

／
こ

う
な

る
と

よ
い

／
こ

う
な

る
こ

と
が

想
定

さ
れ
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［
社

会
像

を
示

す
表

現
と

な
っ

て
い
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こ

と
］
 

情
報

源
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・
ヒ

ト
の

脳
機

能
計

測
の

精
密

化
 

意
見

聴
取

・
人

の
脳

機
能

に
合

わ
せ

た
、

人
と

人
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
実

現
し

て
い

る
社

会
 

意
見

聴
取

 

 
 

・
IC

T
の

発
達

に
よ

る
相

手
の

顔
を

見
な

い
情

報
交

換
の

増
加

（
脳

の
し

く
み

と
の

か
い

離
に

対
す

る
危

惧
）
 

意
見

聴
取

 
 

 
 

※
人

間
の

脳
機

能
自

体
は

変
わ

っ
て

い
な

い
が

、
外

部
環

境
が

変
化

し
て

い
る

中
で

 
 

 

 
 

・
脳

機
能

の
解

明
 

（
脳

機
能

に
合

わ
せ

た
IC

T
技

術
が

確
立

し
て

い
る

）
 

 
 

 
 

・
文

脈
を

理
解

し
主

張
の

内
容

を
正

し
く
認

識
で

き
る

マ
ン

マ
シ

ン
・
イ

ン
タ

ー
フ

ェ
ー

ス
 

W
S
1
 

（
脳

計
測

に
よ

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
定

量
化

が
可

能
と

な
っ

て
い

る
）
 

 
 

 
 

 
 

（
判

断
力

の
落

ち
た

高
齢

者
へ

の
サ

ポ
ー

ト
技

術
が

確
立

し
て

い
る

）
 

（
W

S
1
）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・
言

語
と

脳
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
の

解
明

 
W

S
1
 

・
言

語
が

違
っ

て
い

て
も

言
葉

が
通

じ
る

社
会

 
W

S
1
 

 
 

・
デ

ー
タ

解
析

技
術

の
進

歩
（
大

容
量

デ
ー

タ
、

不
確

実
デ

ー
タ

も
解

析
可

能
に

）
 

（
翻

訳
技

術
が

高
度

化
し

て
い

る
）
 

 
 

 
 

・
生

体
親

和
性

の
あ

る
セ

ン
サ

の
実

現
 

（
考

え
た

こ
と

を
直

接
脳

に
伝

え
る

こ
と

が
で

き
る

技
術

が
実

用
化

し
て

い
る

）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・
社

会
シ

ス
テ

ム
の

ア
ー

キ
テ

ク
チ

ャ
ー

設
計

の
進

歩
 

 
 

 
 

 
 

・
組

織
を

構
成

す
る

個
人

の
潜

在
的

な
能

力
（
使

わ
れ

て
い

な
い

、
ま

た
組

織
が

気
づ

い
て

い

な
い

能
力

）
、

ま
た

そ
の

活
用

へ
の

期
待

が
高

ま
り

つ
つ

あ
る

。
 

W
S
1
 

・
個

々
人

の
能

力
を

つ
な

げ
る

こ
と

が
で

き
る

社
会

 
W

S
1
 

 
 

・
パ

ー
ソ

ナ
ル

フ
ァ

ブ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

普
及

 
W

S
1
 

（
IC

T
を

経
由

し
た

参
加

や
適

材
適

所
が

可
能

と
な

っ
て

い
る

）
 

 
 

 
 

・
蓄

積
さ

れ
た

様
々

な
個

人
デ

ー
タ

の
文

脈
的

解
析

 
資

料
調

査
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・
個

人
化

の
進

行
 

資
料

調
査

 
 

 
 

 
 

・
も

の
づ

く
り

の
オ

ー
ダ

ー
メ

ー
ド

化
 

資
料

調
査

・
人

が
消

費
者

か
ら

創
造

的
生

活
者

に
な

る
社

会
の

実
現

 
意

見
聴

取
 

 
 

・
医

療
の

テ
ー

ラ
ー

メ
ー

ド
化

 
資

料
調

査
（
少

量
多

品
種

ビ
ジ

ネ
ス

が
主

流
と

な
っ

て
い

る
）
 

 
 

 
 

・
移

動
の

個
人

化
 

資
料

調
査

(物
流

に
お

け
る

デ
ー

タ
化

が
進

み
"
そ

の
場

調
達

”
が

可
能

に
な

っ
て

い
る

）
 

 
 

 
 

・
パ

ー
ソ

ナ
ル

フ
ァ

ブ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

普
及

 
W

S
1
 

（
個

人
単

位
で

移
動

す
る

交
通

シ
ス

テ
ム

が
確

立
さ

れ
て

い
る

）
 

 
 

 
 

 
 

W
S
1
 

（
ア

ウ
ト

カ
ム

ベ
ー

ス
の

ビ
ジ

ネ
ス

へ
（
コ

ス
ト

削
減

か
ら

の
シ

フ
ト

）
）
 

資
料

調
査

 

 
 

・
モ

ノ
の

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

ひ
ろ

が
り

 
資

料
調

査
 

 
 

 

 
 

・
あ

ら
ゆ

る
も

の
に

セ
ン

サ
が

つ
く
／

セ
ン

サ
ー

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
化

 
意

見
聴

取
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

V
IS

IO
N

に
列

挙
し

た
も

の
（
・
～

（
な

）
（
で

あ
る

）
社

会
 

及
び

カ
ッ

コ
内

）
に

つ
な

が
る

F
A

C
T
S
・
T
R

E
N

D
S

を
、

元
の

F
T
V

リ
ス

ト
か

ら
列

挙
。

 

 
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

結
果

の
ま

と
め

に
あ

る
も

の
を

踏
ま

え
て

、
テ

ー
マ

を
構

成
す

る
も

の
と

し
て

の

V
IS

IO
N

を
次

の
表

現
で

列
挙

 

 
 

 
・
～

（
な

）
（
で

あ
る

）
社

会
 

V
IS

IO
N

に
列

挙
し

た
も

の
と

左
右

で
1

対
１

で
対

応
は

し
て

い
な

い
が

、
縦

方
向

の
位

置
で

緩
や

に
な

つ
な

が
り

を
も

た
せ

て
い

る
 

表
現

の
調

整
は

最
小

限
と

し
て

い
る

（
重

複
排

除
や

語
の

補
足

な
ど

）
 

 
カ

ッ
コ

内
は

、
・
～

（
な

）
（
で

あ
る

）
社

会
 

の
よ

り
具

体
化

し
た

内
容

を
表

す
も

の
を

、
元

の
F
T
V

リ
ス

ト

か
ら

表
現

を
調

整
し

て
列

挙
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考
資

料
１

－
６

 
戦

略
ス

コ
ー

プ
骨

子
案

 

①
生

体
統

合
モ

デ
ル

 
F
A

C
T
S
・
T
R

E
N

D
S
（
現

時
点

で
起

こ
り

つ
つ

あ
る

こ
と

/
5

年
か

ら
2
0

年
で

実
現

し
う

る
こ

と
）
 

［
科

学
的

知
見

や
技

術
の

見
込

み
等

の
根

拠
が

あ
る

こ
と

］
 

V
IS

IO
N

（
こ

う
な

る
こ

と
が

想
定

さ
れ

る
）
 

［
社

会
像

を
示

す
表

現
と

な
っ

て
い

る
こ

と
］
 

 
 

 
 

★
関

連
す

る
F
A

C
T
S
・
T
R

E
N

D
S

の
項

目
 

・
病

気
を

早
期

に
予

想
で

き
る

／
早

期
に

介
入

で
き

る
社

会
 

・
先

制
医

療
の

発
展

 
（
予

防
医

療
や

先
制

医
療

が
可

能
と

な
っ

て
い

る
社

会
）
 

・
患

者
の

生
理

モ
デ

ル
を

構
築

し
、

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

化
 

（
不

調
や

疾
患

を
感

知
し

て
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
す

る
仕

組
み

が
で

き
て

い
る

社
会

）
 

・
遠

隔
医

療
の

普
及

 
（
漢

方
や

伝
統

的
医

療
が

科
学

的
背

景
を

持
っ

て
復

活
し

て
い

る
）
 

・
医

療
の

テ
ー

ラ
ー

メ
ー

ド
化

 
（
▼

発
症

リ
ス

ク
が

分
か

っ
て

も
、

有
効

な
介

入
方

法
が

な
い

病
気

の
存

在
が

社
会

問
題

に
な

っ
て

い
る

）
 

・
3

次
元

で
臓

器
が

作
れ

る
よ

う
に

な
り

つ
つ

あ
る

。
 

 
 

・
検

査
・
診

断
技

術
の

進
歩

 
・
総

合
健

康
管

理
が

実
現

し
て

い
る

社
会

 

・
生

体
親

和
性

の
あ

る
セ

ン
サ

の
実

現
 

（
全

身
を

総
合

的
に

捉
え

た
健

康
管

理
が

実
現

し
て

い
る

/
取

り
戻

す
こ

と
が

で
き

て
い

る
）
 

・
「
臨

床
予

測
性

を
高

め
る

バ
イ

オ
マ

ー
カ

ー
の

発
展

 
（
疾

病
の

発
症

機
序

の
解

明
に

よ
り

早
期

発
症

リ
ス

ク
の

抽
出

が
可

能
に

な
っ

て
い

る
）
 

 
 

（
大

規
模

コ
ホ

ー
ト

・
バ

ン
ク

の
活

用
と

解
析

を
通

じ
た

バ
イ

オ
マ

ー
カ

ー
探

索
」
 

（
生

体
や

社
会

・
生

活
・
地

域
環

境
の

情
報

の
統

合
的

時
空

間
セ

ン
シ

ン
グ

が
で

き
る

社
会

）
 

 
 

（
遠

隔
医

療
・
在

宅
医

療
が

一
般

的
に

な
っ

て
い

る
社

会
）
 

★
ド

ラ
イ

ビ
ン

グ
・
フ

ォ
ー

ス
と

な
る

科
学

技
術

１
 

（
個

人
別

の
疾

患
に

応
じ

た
最

適
な

医
療

が
可

能
と

な
る

社
会

）
 

項
目

名
：
統

合
生

理
モ

デ
ル

の
研

究
開

発
（
シ

ス
テ

ム
生

理
学

）
 

（
▼

コ
ス

ト
上

の
面

か
ら

誰
も

が
利

用
で

き
る

技
術

と
は

な
っ

て
い

な
い

可
能

性
）
 

概
要

：
人

間
の

生
理

モ
デ

ル
に

つ
い

て
は

長
い

研
究

の
歴

史
が

あ
る

が
、

こ
れ

ま
で

作
ら

れ
た

た
モ

デ
ル

の
ほ

と
ん

ど
は

、

循
環

器
系

、
呼

吸
器

系
、

内
分

泌
系

、
消

化
器

系
、

温
熱

系
、

免
疫

系
な

ど
部

分
的

な
機

能
モ

デ
ル

で
あ

り
、

そ
れ

ら
を

統

合
し

た
生

理
モ

デ
ル

は
そ

の
確

立
の

試
み

が
始

ま
っ

た
段

階
で

あ
る

。
近

年
、

生
命

あ
る

い
は

生
体

の
生

理
機

能
の

総
体

を
意

味
す

る
「
フ

ィ
ジ

オ
ー

ム
」
 
が

提
唱

さ
れ

そ
の

研
究

が
活

発
化

し
て

い
る

が
、

そ
れ

に
刺

激
さ

れ
て

統
合

生
理

モ
デ

ル

の
研

究
も

進
み

つ
つ

あ
る

。
 

特
に

最
近

で
は

免
疫

系
、

自
律

神
経

系
、

内
分

泌
系

の
三

者
一

体
と

な
っ

た
生

体
防

御
系

の
仕

組
み

が
明

ら
か

と
な

り
つ

つ
あ

り
、

病
気

の
発

生
と

そ
の

成
長

、
消

滅
の

数
理

的
な

表
現

も
活

発
に

研
究

さ
れ

る
よ

う
に

な
っ

た
。

そ
の

意
味

で
も

、
医

療
に

お
け

る
統

合
的

な
モ

デ
ル

活
用

の
気

運
は

上
昇

し
て

い
る

。
 

 
 

そ
の

結
果

と
し

て
＞

＞
 

・
全

身
の

情
報

が
把

握
さ

れ
る

こ
と

に
よ

る
デ

メ
リ

ッ
ト

/
課

題
 

（
▼

情
報

漏
え

い
に

よ
る

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

の
侵

害
）
 

（
▼

健
康

状
態

が
本

人
の

意
思

と
は

関
係

な
く
外

部
か

ら
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
さ

れ
る

こ
と

も
可

能
）
 

・
健

康
維

持
の

面
で

も
格

差
が

よ
り

広
が

っ
て

い
る

社
会

(疾
病

へ
の

対
応

だ
け

で
な

く
）
 

留
意

点
：
最

近
は

検
査

の
方

法
や

精
度

も
大

き
く
向

上
し

た
た

め
、

モ
デ

ル
を

新
し

い
検

査
デ

ー
タ

の
取

得
に

応
じ

て
随

時

更
新

し
て

精
度

を
保

つ
こ

と
が

可
能

と
な

っ
た

。
特

に
、

高
齢

者
の

場
合

は
日

常
的

に
医

療
機

関
と

の
接

点
が

あ
る

場
合

が

多
く

、
検

査
デ

ー
タ

に
も

と
づ

い
て

モ
デ

ル
を

随
時

更
新

す
る

こ
と

を
高

い
頻

度
で

行
う

こ
と

が
出

来
る

の
で

、
モ

デ
ル

に
よ

る
診

断
と

治
療

が
効

果
を

発
揮

す
る

と
思

わ
れ

る
。

生
体

統
合

モ
デ

ル
と

そ
れ

に
も

と
づ

く
診

断
／

治
療

の
シ

ス
テ

ム
を

構

築
す

る
こ

と
が

実
現

の
キ

ー
と

な
る

。
ま

た
、

ス
マ

ー
ト

セ
ン

シ
ン

グ
・
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
技

術
を

用
い

て
、

普
段

身
に

つ
け

て
い

る
デ

バ
イ

ス
や

生
活

空
間

に
置

か
れ

た
セ

ン
サ

な
ど

か
ら

得
ら

れ
る

生
体

情
報

お
よ

び
社

会
・
生

活
・
地

域
環

境
情

報
を

活

用
す

る
こ

と
で

、
さ

ら
に

精
度

を
上

げ
る

こ
と

が
期

待
で

き
る

。
 

 
 

 
 

 
 

★
ド

ラ
イ

ビ
ン

グ
・
フ

ォ
ー

ス
と

な
る

科
学

技
術

２
 

 
 

項
目

名
：
3

次
元

多
細

胞
体

構
築

技
術

 
 

 

概
要

：
in

 
vi

tr
o
 
で

生
体

中
の

組
織

、
器

官
に

で
き

る
だ

け
近

い
機

能
を

も
っ

た
多

細
胞

体
構

築
技

術
。

構
築

さ
れ

た
多

細

胞
体

は
、

医
薬

品
・
医

療
機

器
の

研
究

開
発

に
お

け
る

テ
ス

ト
ベ

ッ
ド

と
し

て
活

用
す

る
こ

と
で

、
従

来
の

培
養

細
胞

で
は

得

ら
れ

な
か

っ
た

知
見

が
得

ら
れ

、
医

療
技

術
研

究
開

発
の

効
率

化
・
加

速
が

可
能

に
な

る
。

動
物

実
験

の
代

替
が

可
能

に

な
れ

ば
、

広
い

分
野

か
ら

の
医

療
技

術
開

発
へ

の
参

入
を

促
す

契
機

と
も

な
る

。
再

生
医

療
（
構

築
し

た
組

織
、

器
官

の
移

植
）
に

も
つ

な
が

る
技

術
で

あ
る

が
、

テ
ス

ト
ベ

ッ
ド

の
構

築
に

焦
点

を
合

わ
せ

、
工

学
的

技
術

も
積

極
的

に
取

り
入

れ
、

テ

ス
ト

ベ
ッ

ド
と

し
て

使
い

や
す

い
多

細
胞

体
構

築
に

注
力

す
る

。
in

 
vi

tr
o
 
多

細
胞

体
に

適
し

た
分

析
・
解

析
技

術
の

開
発

も

併
せ

て
行

う
こ

と
が

必
要

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

留
意

点
：
戦

略
ス

コ
ー

プ
「
ヒ

ト
多

細
胞

体
の

構
築

・
移

植
技

術
の

確
立

と
実

用
化

」
（
2
0
1
0

年
9

月
）
と

の
差

別
化
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１

－
６

 
戦

略
ス

コ
ー

プ
骨

子
案

 

②
加

齢
性

疾
患

治
療

技
術

 
F
A

C
T
S
・
T
R

E
N

D
S
（
現

時
点

で
起

こ
り

つ
つ

あ
る

こ
と

/
5

年
か

ら
2
0

年
で

実
現

し
う

る
こ

と
）
 

［
科

学
的

知
見

や
技

術
の

見
込

み
等

の
根

拠
が

あ
る

こ
と

］
 

V
IS

IO
N

（
こ

う
な

る
こ

と
が

想
定

さ
れ

る
）
 

［
社

会
像

を
示

す
表

現
と

な
っ

て
い

る
こ

と
］
 

 
 

 
 

 
 

 
 

★
関

連
す

る
F
A

C
T
S
・
T
R

E
N

D
S

の
項

目
 

 
（
正

の
面

）
 

・
科

学
的

な
根

拠
を

持
つ

老
化

予
防

が
普

及
（
疾

患
予

防
と

し
て

の
老

化
予

防
）
 

◎
理

想
の

（
不

可
逆

）
老

化
に

近
づ

け
る

老
化

疾
患

予
防

を
目

指
す

こ
と

に
よ

り
健

康
長

寿
が

可
能

と
な

る
社

会
 

・
未

病
へ

の
対

応
が

普
及

 
（
病

気
を

早
期

に
予

想
で

き
る

/
早

期
に

介
入

で
き

る
）
 

・
検

査
・
診

断
技

術
の

進
歩

 
（
不

調
や

疾
患

を
感

知
し

て
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
す

る
仕

組
み

が
で

き
て

い
る

）
 

・
疫

学
情

報
と

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

の
結

び
つ

け
に

よ
る

疾
病

リ
ス

ク
予

知
 

（
疾

病
の

発
症

機
序

の
解

明
に

よ
り

早
期

発
症

リ
ス

ク
の

抽
出

が
可

能
に

な
っ

て
い

る
）
 

 
 

（
本

来
の

寿
命

を
ま

っ
と

う
す

る
事

で
長

い
間

人
生

を
楽

し
む

事
が

で
き

る
 

）
 

 
 

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

★
ド

ラ
イ

ビ
ン

グ
・
フ

ォ
ー

ス
と

な
る

科
学

技
術

１
 

 
 

項
目

名
：
疾

患
予

防
と

し
て

の
抗

老
化

医
学

 
（
負

の
面

）
 

概
要

：
理

想
の

（
不

可
避

な
）
老

化
に

近
づ

け
る

こ
と

で
疾

患
予

防
を

目
指

す
。

 

・
老

化
は

疾
患

の
大

き
な

要
因

と
な

る
。

 

・
老

化
に

関
わ

る
遺

伝
子

（
K
lo

th
o
、

S
ir
tu

in
）
な

ど
が

同
定

さ
れ

た
り

、
カ

ロ
リ

ー
制

限
が

抗
老

化
に

働
く
な

ど
の

理
解

が
進

み
つ

つ
あ

る
。

 

・
レ

ス
ベ

ラ
ト

ロ
ー

ル
な

ど
の

抗
老

化
を

う
た

う
サ

プ
リ

メ
ン

ト
も

登
場

し
て

い
る

。
 

▲
寿

命
が

延
び

る
事

に
よ

り
、

現
状

よ
り

高
齢

者
の

数
が

増
加

。
医

療
費

・
介

護
費

は
増

加
し

て
し

ま
う

。
 

 

 
 

 
 

★
ド

ラ
イ

ビ
ン

グ
・
フ

ォ
ー

ス
と

な
る

科
学

技
術

２
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

☆
ド

ラ
イ

ビ
ン

グ
・
フ

ォ
ー

ス
と

な
る

科
学

技
術

（
補

足
）
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考
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料
１

－
６

 
戦

略
ス

コ
ー

プ
骨

子
案

 

③
経

験
・
感

性
と

科
学

と
の

融
合

 
F
A

C
T
S
・
T
R

E
N

D
S
（
現

時
点

で
起

こ
り

つ
つ

あ
る

こ
と

/
5

年
か

ら
2
0

年
で

実
現

し
う

る
こ

と
）
 

［
科

学
的

知
見

や
技

術
の

見
込

み
等

の
根

拠
が

あ
る

こ
と

］
 

V
IS

IO
N

（
こ

う
な

る
こ

と
が

想
定

さ
れ

る
）
 

［
社

会
像

を
示

す
表

現
と

な
っ

て
い

る
こ

と
］
 

 
 

 
 

 
 

 
（
正

の
面

）
 

★
関

連
す

る
F
A

C
T
S
・
T
R

E
N

D
S

の
項

目
 

 
 

◎
医

療
に

多
様

な
選

択
肢

が
用

意
さ

れ
て

い
る

社
会

 

・
科

学
的

な
根

拠
を

持
つ

老
化

予
防

が
普

及
（
疾

患
予

防
と

し
て

の
老

化
予

防
）
 

（
個

人
の

健
康

維
持

に
必

要
な

す
べ

て
の

情
報

が
蓄

積
さ

れ
、

最
適

利
用

で
き

る
 

）
 

・
病

は
気

か
ら

を
科

学
す

る
（
脳

と
健

康
と

の
関

係
の

解
明

）
（
プ

ラ
セ

ボ
の

効
果

）
 

（
よ

り
多

く
の

過
去

に
蓄

積
さ

れ
た

知
恵

が
、

科
学

的
に

も
説

明
で

き
て

い
る

 
）
 

・
伝

統
・
習

慣
の

分
析

、
定

量
化

 
（
医

療
に

多
様

な
選

択
し

が
用

意
さ

れ
て

い
る

 
）
 

・
食

の
科

学
的

根
拠

の
解

明
 

（
物

理
的

刺
激

に
よ

る
生

体
内

の
調

整
機

構
の

解
明

が
発

展
し

て
い

る
 

）
 

 
 

・
 
実

世
界

コ
ン

ピ
ュ

ー
テ

ィ
ン

グ
の

進
展

 
（
物

理
的

刺
激

の
定

量
・
解

析
技

術
が

確
立

し
て

い
る

 
）
 

・
物

理
刺

激
の

ヒ
ト

に
対

す
る

科
学

的
影

響
の

解
明

 
（
病

院
の

機
能

を
代

替
す

る
方

法
が

確
立

で
き

て
い

る
 

）
 

・
検

査
・
診

断
技

術
の

進
歩

 
 

 

 
 

 
 

★
ド

ラ
イ

ビ
ン

グ
・
フ

ォ
ー

ス
と

な
る

科
学

技
術

１
 

 
 

項
目

名
：
物

理
的

刺
激

に
よ

る
新

し
い

治
療

法
の

開
発

 
 

（
負

の
面

）
 

概
要

：
こ

れ
ま

で
あ

ま
り

検
討

さ
れ

て
こ

な
か

っ
た

物
理

的
刺

激
を

治
療

に
取

り
入

れ
、

新
し

い
治

療
分

野
を

開
拓

す
る

。
 

・
細

胞
、

組
織

は
物

理
的

刺
激

に
応

答
す

る
メ

カ
ニ

ズ
ム

を
持

っ
て

い
る

 

・
生

命
現

象
と

物
理

的
ス

ト
レ

ス
と

の
関

係
を

研
究

す
る

『
メ

カ
ノ

バ
イ

オ
ロ

ジ
ー

』
と

い
う

領
域

が
で

き
て

い
る

が
、

ま
だ

黎
明

期
。

 

・
超

音
波

刺
激

に
よ

り
骨

折
治

癒
が

促
進

さ
れ

る
な

ど
の

事
例

も
あ

る
。

 

▲
避

け
る

事
が

難
し

い
リ

ス
ク

が
解

明
さ

れ
て

し
ま

う
（
電

磁
波

、
放

射
能

等
の

人
体

に
対

す
る

物
理

刺

激
）
。

そ
れ

に
よ

り
、

不
必

要
な

心
配

を
し

て
し

ま
う

。
 

▲
こ

れ
ま

で
の

民
間

療
法

、
漢

方
は

実
は

プ
ラ

セ
ボ

効
果

で
あ

る
可

能
性

。
 

 
 

★
ド

ラ
イ

ビ
ン

グ
・
フ

ォ
ー

ス
と

な
る

科
学

技
術

２
 

 
 

項
目

名
：
漢

方
薬

が
何

故
、

効
く
の

か
と

い
う

メ
カ

ニ
ズ

ム
の

解
明

 
 

 

概
要

：
近

年
、

漢
方

の
メ

カ
ニ

ズ
ム

が
科

学
的

に
解

明
さ

れ
つ

つ
あ

る
 
 

 

・
F
D

A
で

は
漢

方
薬

を
開

発
治

験
薬

と
し

て
認

め
、

オ
ッ

ク
ス

フ
ォ

ー
ド

大
学

が
ツ

ム
ラ

と
共

同
で

漢
方

研
究

を
開

始
（
ア

ル

ツ
ハ

イ
マ

ー
病

治
療

の
漢

方
薬

の
開

発
を

目
指

す
）
す

る
等

、
エ

ビ
デ

ン
ス

を
基

に
し

た
薬

の
開

発
が

進
め

ら
れ

て
い

る
。

 

 
 

 
 

 
 

☆
ド

ラ
イ

ビ
ン

グ
・
フ

ォ
ー

ス
と

な
る

科
学

技
術

（
補

足
）
 

 
 

 
・
『
怪

し
い

も
の

（
未

科
学

）
』
の

乱
立

に
対

し
、

科
学

の
土

俵
に

乗
せ

ら
れ

る
よ

う
な

、
「
意

味
が

あ
り

そ
う

と
い

う
経

験
・
直

感
」
を

裏
付

け
る

指
標

開
発

に
取

り
組

む
。
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参

考
資

料
１

－
６

 
戦

略
ス

コ
ー

プ
骨

子
案

 

④
モ

ノ
の

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
を

利
用

し
た

新
し

い
も

の
コ

ト
づ

く
り

 
F
A

C
T
S
・
T
R

E
N

D
S
（
現

時
点

で
起

こ
り

つ
つ

あ
る

こ
と

/
5

年
か

ら
2
0

年
で

実
現

し
う

る
こ

と
）
 

［
科

学
的

知
見

や
技

術
の

見
込

み
等

の
根

拠
が

あ
る

こ
と

］
 

V
IS

IO
N

（
こ

う
な

る
こ

と
が

想
定

さ
れ

る
）
 

［
社

会
像

を
示

す
表

現
と

な
っ

て
い

る
こ

と
］
 

 
 

 
 

 
 

 
 

★
関

連
す

る
F
A

C
T
S
・
T
R

E
N

D
S

の
項

目
 

・
ユ

ー
ザ

ー
の

セ
ン

シ
ン

グ
に

よ
り

人
が

求
め

る
モ

ノ
・
コ

ト
が

生
み

出
せ

る
社

会
 

・
モ

ノ
の

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

ひ
ろ

が
り

 
（
ヒ

ト
の

た
め

の
モ

ノ
・
コ

ト
へ

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）
 

・
あ

ら
ゆ

る
も

の
に

セ
ン

サ
が

つ
く
/
セ

ン
サ

ー
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
化

 
（
製

品
が

ユ
ー

ザ
ー

の
セ

ン
サ

ー
と

し
て

機
能

す
る

）
 

・
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

に
接

続
す

る
モ

ノ
の

増
大

 
 

 

・
実

世
界

コ
ン

ピ
ュ

ー
テ

ィ
ン

グ
の

進
展

 
 

 

・
乗

用
車

一
台

あ
た

り
の

平
均

M
C

U
搭

載
個

数
の

急
増

 
 

 

・
新

た
な

法
制

度
の

必
要

性
 

 
 

・
個

人
化

の
進

展
（
教

育
、

も
の

づ
く
り

、
医

療
）
 

 
 

 
 

 
 

★
ド

ラ
イ

ビ
ン

グ
・
フ

ォ
ー

ス
と

な
る

科
学

技
術

１
 

 
 

項
目

名
：
モ

ノ
の

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
（
Io

T
）
 

 
 

 
 

・
物

質
利

用
の

縮
減

、
リ

サ
イ

ク
ル

、
リ

ユ
ー

ス
が

大
幅

に
進

め
ら

れ
て

い
る

社
会

 

概
要

：
In

te
rn

e
t 

o
f 

T
h
in

gs
(I
o
T
)対

応
製

品
が

実
際

に
増

大
す

る
。

管
理

、
流

通
、

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

を
支

え
る

情
報

シ
ス

テ
ム

と
そ

れ
を

促
進

す
る

社
会

制
度

、
法

制
度

の
設

計
は

未
完

成
。

 

セ
ン

サ
ー

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

が
将

来
的

に
ど

の
よ

う
に

構
築

さ
れ

て
い

く
か

、
日

本
国

内
に

必
要

な
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
は

何
か

、
世

界
的

な
市

場
は

ど
こ

が
有

望
か

、
セ

ン
サ

ー
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
は

ど
の

よ
う

に
構

築
・
維

持
・
更

新
さ

れ
る

の
か

、
そ

の
電

源
は

何
か

、
と

い
っ

た
こ

と
を

明
ら

か
に

す
る

必
要

が
あ

る
。

 

（
制

約
条

件
を

う
ま

く
設

定
し

な
が

ら
技

術
を

発
達

さ
せ

て
い

く
こ

と
が

で
き

て
い

る
）
 

（
大

量
生

産
大

量
消

費
社

会
か

ら
高

度
３

Ｒ
社

会
へ

）
 

（
人

が
消

費
者

か
ら

創
造

的
生

活
者

に
な

っ
て

い
る

）
 

（
複

雑
な

シ
ス

テ
ム

の
構

造
や

相
関

関
係

が
可

視
化

で
き

る
よ

う
に

な
っ

て
い

る
）
 

（
車

に
一

つ
だ

っ
た

セ
ン

サ
が

、
エ

ン
ジ

ン
に

一
つ

、
カ

ム
に

一
つ

、
分

子
に

一
つ

と
い

っ
た

具
合

に
、

細
か

く

細
か

く
セ

ン
サ

が
組

み
込

ま
れ

る
よ

う
に

な
っ

て
い

く
）
 

（
完

成
品

と
い

う
概

念
は

消
失

し
、

部
分

や
部

品
を

取
り

換
え

な
が

ら
モ

ノ
を

永
遠

に
使

い
続

け
る

）
 

 
 

留
意

点
：
す

で
に

ど
こ

か
で

議
論

が
尽

く
さ

れ
、

結
論

が
で

て
い

る
話

題
か

も
し

れ
な

い
の

で
、

事
前

調
査

が
必

要
。

 
 

 

参
考

：
研

究
開

発
の

俯
瞰

報
告

書
 

電
子

情
報

通
信

分
野

（
2
0
1
3

年
）
p.

1
9
8
 （

C
P

S
ア

ー
キ

テ
ク

チ
ャ

）
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考
資

料
１

－
６

 
戦

略
ス

コ
ー

プ
骨

子
案

 

⑤
人

・
社

会
と

IT
 

F
A

C
T
S
・
T
R

E
N

D
S
（
現

時
点

で
起

こ
り

つ
つ

あ
る

こ
と

/
5

年
か

ら
2
0

年
で

実
現

し
う

る
こ

と
）
 

［
科

学
的

知
見

や
技

術
の

見
込

み
等

の
根

拠
が

あ
る

こ
と

］
 

V
IS

IO
N

（
こ

う
な

る
こ

と
が

想
定

さ
れ

る
）
 

［
社

会
像

を
示

す
表

現
と

な
っ

て
い

る
こ

と
］
 

 
 

 
 

 
 

 
 

★
関

連
す

る
F
A

C
T
S
・
T
R

E
N

D
S

の
項

目
 

・
人

の
尊

厳
を

高
め

、
人

と
機

械
の

強
調

、
協

奏
的

な
関

係
性

が
デ

ザ
イ

ン
で

き
る

社
会

 

・
社

会
シ

ス
テ

ム
ア

ー
キ

テ
ク

チ
ャ

設
計

の
進

歩
 

（
人

と
機

械
の

オ
ー

ケ
ス

ト
レ

ー
シ

ョ
ン

が
実

現
し

て
い

る
社

会
）
 

・
人

工
知

能
の

発
達

に
よ

る
知

的
作

業
の

自
動

化
も

可
能

に
 

（
人

と
機

械
が

相
互

に
教

え
合

い
学

び
合

う
仕

組
み

が
実

現
し

て
い

る
社

会
）
 

・
モ

ノ
の

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

ひ
ろ

が
り

 
（
知

的
情

報
機

械
が

全
体

に
埋

め
込

ま
れ

て
い

る
社

会
）
 

・
あ

ら
ゆ

る
も

の
に

セ
ン

サ
が

つ
く
／

セ
ン

サ
ー

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
化

 
（
人

間
の

意
思

・
情

動
を

機
械

に
伝

え
る

こ
と

が
可

能
に

な
っ

て
い

る
社

会
）
 

・
よ

り
複

雑
な

事
象

を
把

握
し

モ
デ

ル
化

で
き

つ
つ

あ
る

 
（
実

環
境

と
サ

イ
バ

ー
環

境
の

融
合

が
進

み
、

人
間

の
認

知
機

能
や

思
考

に
変

化
が

生
じ

る
社

会
）
 

・
文

脈
を

理
解

し
、

主
張

の
内

容
を

正
し

く
認

識
で

き
る

マ
ン

マ
シ

ン
・
イ

ン
タ

ー
フ

ェ
イ

ス
 

（
機

械
が

人
と

人
と

の
間

を
仲

裁
す

る
こ

と
が

可
能

に
な

っ
て

い
る

）
 

・
遠

隔
医

療
の

普
及

 
（
人

と
機

械
が

相
互

に
教

え
合

い
学

び
あ

う
仕

組
み

が
実

現
し

て
い

る
）
 

・
IC

T
の

発
達

に
よ

る
相

手
の

顔
を

見
な

い
情

報
交

換
の

増
加

（
脳

の
仕

組
み

と
の

乖
離

に
対

す
る

危
惧

）
 

（
複

雑
な

シ
ス

テ
ム

の
構

造
や

相
関

関
係

が
可

視
化

で
き

る
よ

う
に

な
っ

て
い

る
）
 

・
脳

機
能

の
解

明
 

（
失

わ
れ

つ
つ

あ
る

人
間

ら
し

い
生

活
を

知
的

情
報

機
械

が
取

り
戻

し
て

い
る

社
会

）
：
全

員
貴

族
社

会
 

・
ヒ

ト
の

脳
機

能
計

測
の

精
密

化
 

（
脳

機
能

に
合

わ
せ

た
ＩＣ

Ｔ
技

術
が

確
立

し
て

い
る

社
会

）
 

 
 
 
 ・

言
語

と
脳

の
メ

カ
ニ

ズ
ム

の
解

明
 

 
 

・
多

様
な

ロ
ボ

ッ
ト

の
進

化
と

普
及

 
・
遠

隔
地

同
士

の
や

り
と

り
で

も
言

語
の

壁
な

く
、

ま
た

五
感

が
満

た
さ

れ
る

社
会

 

・
反

応
や

応
答

の
あ

る
ロ

ボ
ッ

ト
 

（
・
人

の
脳

機
能

に
合

わ
せ

た
、

人
と

人
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
実

現
し

て
い

る
社

会
）
 

・
脳

計
測

に
よ

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
定

量
化

 
（
・
言

語
が

違
っ

て
い

て
も

言
葉

が
通

じ
る

社
会

）
 

 
 

・
 
脳

型
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
の

発
明

 
（
外

部
環

境
の

変
化

と
脳

の
仕

組
み

の
乖

離
に

起
因

し
た

深
刻

な
問

題
の

回
避

）
 

 
 

・
 
認

知
・
身

体
の

総
合

的
理

解
 

（
相

互
理

解
の

深
化

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）
 

・
G

lo
b
al

 I
P

 T
ra

ff
ic

の
増

大
 

（
創

造
的

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

高
度

化
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）
 

・
IC
T

を
活

用
し

た
集

合
知

（
SN

S
な

ど
）
の

力
の

発
現

 
 
 

・
携

帯
電

話
数

の
増

大
 

 
 

・
消

費
者

向
け

電
子

商
取

引
市

場
の

拡
大

 
 

 

・
専

門
知

識
の

社
会

へ
の

還
元

の
危

機
 

 
 

 
 

 
 

★
ド

ラ
イ

ビ
ン

グ
・
フ

ォ
ー

ス
と

な
る

科
学

技
術

１
 

 
 

項
目

名
：
人

間
と

機
械

の
間

の
意

思
疎

通
イ

ン
タ

フ
ェ

ー
ス

 
 

 

 
 

・
人

の
尊

厳
を

高
め

、
人

と
機

械
の

協
調

、
協

奏
的

な
関

係
性

が
デ

ザ
イ

ン
で

き
る

社
会

 

概
要

：
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
の

情
報

処
理

能
力

が
向

上
し

、
処

理
可

能
な

情
報

の
種

類
が

拡
大

し
て

も
、

現
状

の
マ

ン
マ

シ
ン

イ
ン

タ
フ

ェ
ー

ス
（
デ

ィ
ス

プ
レ

イ
、

キ
ー

ボ
ー

ド
、

タ
ッ

チ
ス

ク
リ

ー
ン

、
音

声
な

ど
）
で

は
、

人
間

と
機

械
の

間
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
に

は
限

界
が

あ
り

、
自

ず
と

人
と

機
械

の
協

調
、

協
奏

も
制

限
さ

れ
る

。
よ

り
広

く
深

く
、

人
間

と
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
が

情
報

や

意
図

を
交

換
で

き
る

イ
ン

タ
フ

ェ
ー

ス
の

開
発

が
必

須
と

な
る

。
 

（
人

と
機

械
の

オ
ー

ケ
ス

ト
レ

ー
シ

ョ
ン

が
実

現
し

て
い

る
社

会
）
 

（
人

と
機

械
が

相
互

に
教

え
合

い
学

び
合

う
仕

組
み

が
実

現
し

て
い

る
社

会
）
 

（
知

的
情

報
機

械
が

全
体

に
埋

め
込

ま
れ

て
い

る
社

会
）
 

 
 

（
人

間
の

意
思

・
情

動
を

機
械

に
伝

え
る

こ
と

が
可

能
に

な
っ

て
い

る
社

会
）
 

留
意

点
：
単

に
交

換
す

る
情

報
の

容
量

を
増

や
す

の
み

な
ら

ず
、

シ
ン

タ
ッ

ク
ス

＆
セ

マ
ン

テ
ィ

ク
ス

（
文

意
と

文
脈

）
を

理
解

し
た

上
で

、
さ

ら
に

相
互

の
意

図
を

推
論

す
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。
そ

の
た

め
に

は
、

そ
れ

ぞ
れ

が
自

分
と

相
手

の
モ

デ

ル
を

持
ち

、
そ

れ
ら

の
モ

デ
ル

を
連

携
、

合
成

す
る

ア
プ

ロ
ー

チ
が

必
要

に
な

る
だ

ろ
う

。
そ

し
て

、
そ

の
作

業
は

動
的

に
行

う
た

め
、

モ
デ

ル
の

自
己

組
織

化
に

よ
る

複
雑

性
が

招
く
問

題
（
組

合
せ

や
計

算
量

の
爆

発
な

ど
）
の

回
避

手
法

な
ど

も
研

究
が

必
要

と
考

え
る

。
 

（
実

環
境

と
サ

イ
バ

ー
環

境
の

融
合

が
進

み
、

人
間

の
認

知
機

能
や

思
考

に
変

化
が

生
じ

る
社

会
）
 

（
脳

機
能

に
合

わ
せ

た
ＩＣ

Ｔ
技

術
が

確
立

し
て

い
る

社
会

）
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資料 33 
F
A

C
T
S
・
T
R

E
N

D
S
（
現

時
点

で
起

こ
り

つ
つ

あ
る

こ
と

/
5

年
か

ら
2
0

年
で

実
現

し
う

る
こ

と
）
 

［
科

学
的

知
見

や
技

術
の

見
込

み
等

の
根

拠
が

あ
る

こ
と

］
 

V
IS

IO
N

（
こ

う
な

る
こ

と
が

想
定

さ
れ

る
）
 

［
社

会
像

を
示

す
表

現
と

な
っ

て
い

る
こ

と
］
 

★
ド

ラ
イ

ビ
ン

グ
・
フ

ォ
ー

ス
と

な
る

科
学

技
術

２
 

 
 

項
目

名
：
 

知
の

コ
ン

ピ
ュ

ー
テ

ィ
ン

グ
 

 
 

 
 

・
人

の
尊

厳
を

高
め

、
人

と
機

械
の

強
調

、
協

奏
的

な
関

係
性

が
デ

ザ
イ

ン
で

き
る

社
会

 

概
要

：
知

の
創

造
を

促
進

し
、

科
学

的
発

見
や

社
会

へ
の

適
用

を
加

速
す

る
。

知
は

人
間

が
賢

く
生

き
る

た
め

の
力

で
あ

る
。

知
の

コ
ン

ピ
ュ

ー
テ

ィ
ン

グ
は

、
知

の
発

見
、

創
造

、
蓄

積
、

伝
播

、
探

索
、

影
響

を
実

現
し

、
加

速
す

る
。

人
々

が
賢

く

生
き

た
り

、
人

々
の

暮
ら

し
を

賢
く
変

え
る

た
め

の
、

要
素

技
術

、
統

合
化

技
術

、
応

用
化

技
術

を
実

現
す

る
と

と
も

に
、

社

会
的

な
価

値
を

生
み

出
し

、
負

の
側

面
の

発
生

を
防

ぐ
（
ヒ

ュ
ー

マ
ニ

テ
ィ

、
E
L
S
I）

た
め

の
枠

組
み

を
構

築
す

る
。

 

（
人

と
機

械
の

オ
ー

ケ
ス

ト
レ

ー
シ

ョ
ン

が
実

現
し

て
い

る
）
 

（
人

と
機

械
が

相
互

に
教

え
合

い
学

び
あ

う
仕

組
み

が
実

現
し

て
い

る
）
 

（
機

械
が

人
と

人
と

の
間

を
仲

裁
す

る
こ

と
が

可
能

に
な

っ
て

い
る

）
 

留
意

点
：
 
情

報
科

学
技

術
ユ

ニ
ッ

ト
で

2
0
1
3

年
度

に
提

案
予

定
。

た
だ

し
、

2
0
1
4

年
度

以
降

も
様

々
な

切
り

口
で

提
案

を

継
続

予
定

。
 

（
実

環
境

と
サ

イ
バ

ー
環

境
の

融
合

が
進

み
、

人
間

の
認

知
機

能
や

思
考

に
変

化
が

生
じ

る
）
 

 
 
 
  

 
  

 
  

 
 
ユ

ニ
ッ

ト
と

は
別

の
見

地
か

ら
よ

り
深

い
位

置
づ

け
が

与
え

ら
れ

る
こ

と
に

意
義

が
あ

る
。

 
（
複

雑
な

シ
ス

テ
ム

の
構

造
や

相
関

関
係

が
可

視
化

で
き

る
よ

う
に

な
っ

て
い

る
）
 

 
 
 
  

 
  

 
  

関
連

し
た

既
存

の
取

組
事

例
と

し
て

、
以

下
の

専
門

家
同

士
・
専

門
家

と
市

民
の

協
働

の
場

が
提

供
さ

れ
る

こ
と

に
よ

る
科

学
的

発
見

の
加

速
が

あ
げ

ら
れ

る
。

 
 

 

 
 
 
  

 
  

 
  

P
o
ly

m
at

h
：
 
未

解
決

の
数

学
の

難
問

を
解

決
 

 
 

 
G

al
ax

y 
zo

o
：
 
未

知
の

天
体

の
発

見
 

（
失

わ
れ

つ
つ

あ
る

人
間

ら
し

い
生

活
を

知
的

情
報

機
械

が
取

り
戻

し
て

い
る

社
会

）
：
全

員
貴

族
社

会
 

 
 

 
 

▼
ヒ

ュ
マ

ニ
テ

ィ
と

い
う

存
在

が
失

わ
れ

る
可

能
性

 

 
 

▼
Ｅ

Ｌ
Ｓ

Ｉ（
倫

理
的

・
法

的
・
社

会
的

問
題

）
が

起
こ

る
可

能
性

 

★
ド

ラ
イ

ビ
ン

グ
・
フ

ォ
ー

ス
と

な
る

科
学

技
術

３
 

 
 

項
目

名
：
ヒ

ト
の

感
覚

シ
ス

テ
ム

の
解

析
と

模
倣

計
測

技
術

の
開

発
、

お
よ

び
そ

の
送

信
方

法
開

発
 

 
 

 
 

 
遠

隔
地

同
士

の
や

り
と

り
で

も
言

語
の

壁
な

く
、

ま
た

五
感

が
満

た
さ

れ
る

社
会

 

概
要

：
IC

T
技

術
の

進
歩

に
よ

り
遠

隔
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
社

会
に

浸
透

し
て

い
る

が
、

一
般

の
利

用
で

は
、

視
覚

、
聴

覚
の

み
で

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
成

立
さ

せ
よ

う
と

し
て

い
る

。
し

か
し

、
ヒ

ト
の

直
接

対
面

で
は

、
相

手
の

表
情

、
声

質
、

更
に

は
触

覚
、

嗅
覚

な
ど

五
感

を
使

い
、

相
手

の
理

解
を

深
め

る
こ

と
で

、
よ

り
深

い
情

報
を

お
互

い
交

換
す

る
こ

と
に

な

る
。

ヒ
ト

の
感

覚
シ

ス
テ

ム
の

解
析

と
模

倣
計

測
が

で
き

れ
ば

、
遠

隔
地

で
も

、
五

感
を

使
い

、
直

接
対

面
し

て
い

る
よ

う
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

進
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

特
に

、
遠

隔
医

療
（
ニ

オ
イ

、
触

診
な

ど
で

の
健

康
状

態
の

把
握

）
、

職
場

に

お
け

る
労

働
安

全
衛

生
（
ヒ

ト
の

疲
労

度
、

精
神

状
態

を
把

握
し

な
が

ら
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

と
る

）
に

も
活

用
が

期
待

で
き

る
。

上
記

に
加

え
て

、
翻

訳
技

術
の

高
度

化
や

考
え

た
こ

と
を

直
接

脳
に

伝
え

る
こ

と
が

で
き

る
技

術
が

実
用

化
で

き

れ
ば

、
言

語
の

壁
な

く
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

図
る

こ
と

も
期

待
で

き
る

。
 

（
・
人

の
脳

機
能

に
合

わ
せ

た
、

人
と

人
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
実

現
し

て
い

る
社

会
）
 

（
・
言

語
が

違
っ

て
い

て
も

言
葉

が
通

じ
る

社
会

）
 

（
外

部
環

境
の

変
化

と
脳

の
仕

組
み

の
乖

離
に

起
因

し
た

深
刻

な
問

題
の

回
避

）
 

（
相

互
理

解
の

深
化

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）
 

（
創

造
的

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

高
度

化
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）
 

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

 
 

留
意

点
：
ＩC

T
の

発
達

に
よ

る
人

間
の

認
知

機
能

や
思

考
の

変
化

 

IC
T

の
発

達
に

よ
り

人
々

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
多

様
化

す
る

な
か

で
、

今
後

、
人

間
の

認
知

機
能

や
思

考
に

ど
う

い
っ

た
変

化
が

生
じ

う
る

の
か

、
ま

た
そ

の
変

化
に

は
何

ら
か

の
予

防
的

対
応

が
必

要
で

あ
る

の
か

、
と

い
っ

た
こ

と
に

つ
い

て

の
展

望
が

現
状

な
い

よ
う

に
思

え
る

。
個

人
レ

ベ
ル

の
人

間
の

脳
機

能
の

変
化

以
外

に
も

、
社

会
と

し
て

の
認

知
的

行
動

（
例

：
国

レ
ベ

ル
な

ら
ば

選
挙

、
自

治
体

レ
ベ

ル
な

ら
住

民
投

票
、

よ
り

一
般

的
に

は
合

意
形

成
プ

ロ
セ

ス
や

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

あ
り

方
な

ど
）
に

対
し

て
ど

う
い

っ
た

影
響

が
あ

る
の

か
、

と
い

う
こ

と
を

検
討

し
つ

つ
、

脳
科

学
、

情
報

科
学

、
社

会

学
、

な
ど

の
科

学
的

見
地

か
ら

の
対

応
余

地
を

探
っ

て
は

ど
う

か
。

た
だ

し
、

既
に

ど
こ

か
で

議
論

が
尽

く
さ

れ
て

い
る

可
能

性
も

あ
る

の
で

、
事

前
調

査
が

必
要

。
ま

た
産

業
競

争
力

強
化

と
の

つ
な

が
り

が
見

出
し

に
く
い

。
 

 
 

▼
 

脳
の

し
く
み

と
の

か
い

離
に

対
す

る
危

険
 

▼
 

人
間

の
移

動
を

失
う

危
険

 

▼
 

人
間

が
バ

ー
チ

ャ
ル

化
に

依
存

す
る

危
険

、
 

▼
 

よ
り

思
っ

た
と

お
り

に
な

ら
な

い
と

い
け

な
い

と
考

え
る

「
人

間
」
の

増
加

（
相

手
に

対
す

る
自

分
の

要
求

を

求
め

す
ぎ

る
可

能
性

）
 

関
連

し
た

既
存

の
取

組
事

例
 

・
C

R
E
S
T
 
「
共

生
社

会
に

向
け

た
人

間
調

和
型

情
報

技
術

の
構

築
」
研

究
領

域
 

h
tt

p:
/
/
w

w
w

.js
t.
go

.jp
/
ki

so
ke

n
/
c
re

st
/
re

se
ar

c
h
_a

re
a/

o
n
go

in
g/

bu
n
ya

h
2
1
-1

.h
tm

l 

・
脳

情
報

通
信

融
合

研
究

セ
ン

タ
ー

 
h
tt

p:
/
/
c
in

e
t.
jp

/ 

・
理

研
脳

科
学

研
究

セ
ン

タ
ー

 
h
tt

p:
/
/
w

w
w

.b
ra

in
.r
ik

e
n
.jp

/
jp

/
ab

o
u
t/

pu
bl

ic
.h

tm
l 

・
応

用
脳

科
学

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
で

脳
科

学
の

産
業

応
用

 
h
tt

p:
/
/
w

w
w

.k
e
ie

ik
e
n
.c

o
.jp

/
c
an

/
in

de
x.

h
tm

l 
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参

考
資

料
１

－
６

 
戦

略
ス

コ
ー

プ
骨

子
案

 

⑥
脳

と
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
 

F
A

C
T
S
・
T
R

E
N

D
S
（
現

時
点

で
起

こ
り

つ
つ

あ
る

こ
と

/
5

年
か

ら
2
0

年
で

実
現

し
う

る
こ

と
）
 

［
科

学
的

知
見

や
技

術
の

見
込

み
等

の
根

拠
が

あ
る

こ
と

］
 

 
V

IS
IO

N
（
こ

う
な

る
こ

と
が

想
定

さ
れ

る
）
 

［
社

会
像

を
示

す
表

現
と

な
っ

て
い

る
こ

と
］
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

★
関

連
す

る
F
A

C
T
S
・
T
R

E
N

D
S

の
項

目
 

 
 

・
人

の
脳

機
能

に
合

わ
せ

た
、

人
と

人
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
実

現
し

て
い

る
社

会
 

・
脳

機
能

の
解

明
 

 
 

・
意

思
決

定
を

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

が
サ

ポ
ー

ト
す

る
こ

と
が

可
能

な
社

会
 

・
ヒ

ト
の

脳
機

能
計

測
の

精
密

化
 

 
 

（
意

思
決

定
技

術
や

価
値

発
見

技
術

が
実

現
し

て
い

る
）
 

・
生

体
親

和
性

の
あ

る
セ

ン
サ

の
実

現
 

 
 

（
脳

機
能

に
合

わ
せ

た
IC

T
技

術
が

確
立

し
て

い
る

）
 

・
言

語
と

脳
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
の

解
明

 
 

 
（
脳

計
測

に
よ

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
定

量
化

が
可

能
に

な
っ

て
い

る
）
 

・
文

脈
を

理
解

し
主

張
の

内
容

を
正

し
く
認

識
で

い
る

マ
ン

マ
シ

ン
・
イ

ン
タ

ー
フ

ェ
ー

ス
 

 
 

（
判

断
力

の
落

ち
た

高
齢

者
へ

の
サ

ポ
ー

ト
技

術
が

確
立

し
て

い
る

）
 

・
IC

T
の

発
達

に
よ

る
相

手
の

顔
を

見
な

い
情

報
交

換
の

増
加

（
脳

の
仕

組
み

と
の

乖
離

に
対

す
る

危
惧

）
 

 
 

（
効

率
的

な
学

習
が

可
能

に
な

っ
て

い
る

）
 

 
 

 
 

（
脳

機
能

計
測

が
容

易
に

行
え

る
よ

う
に

な
り

、
人

の
選

別
に

使
わ

れ
る

な
ど

倫
理

的
な

問
題

が
生

じ
て

い

る
）
 

 
 

 
 

（
言

語
が

違
っ

て
い

て
も

言
葉

を
通

じ
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
る

）
 

★
ド

ラ
イ

ビ
ン

グ
・
フ

ォ
ー

ス
と

な
る

科
学

技
術

１
 

 
 

（
翻

訳
技

術
が

高
度

化
し

て
い

る
）
 

項
目

名
：
脳

機
能

の
非

侵
襲

計
測

技
術

 
B

-
1
9

（
考

え
た

こ
と

を
直

接
脳

に
伝

え
る

こ
と

が
で

き
る

技
術

が
実

用
化

し
て

い
る

）
 

概
要

：
脳

磁
計

、
fM

R
I、

脳
波

形
、

近
赤

外
光

計
測

な
ど

の
脳

機
能

非
浸

襲
計

測
技

術
を

さ
ら

に
発

展
さ

せ
る

と
と

も
に

、
新

し
い

原
理

に
基

づ
く
計

測
技

術
も

開
発

し
、

高
い

時
間

・
空

間
分

解
能

で
脳

計
測

を
行

い
、

脳
機

能
の

解

明
を

行
う

。
 

 
 

※
B

M
Iに

よ
る

喪
失

機
能

の
回

復
や

個
体

能
力

の
エ

ン
ハ

ン
ス

メ
ン

ト
と

い
う

観
点

で
は

な
く
、

人
と

人
を

つ

な
ぐ

技
術

 

 
 

に
焦

点
を

あ
て

る
 

 
 

▼
人

の
心

を
読

む
、

相
手

を
心

理
的

に
支

配
す

る
、

と
い

っ
た

悪
用

の
恐

れ
も

あ
る

 

★
ド

ラ
イ

ビ
ン

グ
・
フ

ォ
ー

ス
と

な
る

科
学

技
術

２
 

 
 

 
 

項
目

名
：
脳

科
学

と
情

報
技

術
の

統
合

化
、

ブ
レ

イ
ン

・
マ

シ
ン

イ
ン

タ
ー

フ
ェ

ー
ス

（
B

M
I）

の
進

展
 

C
-
2
1

 
 

概
要

：
最

近
の

B
M

I
の

進
展

（
俯

瞰
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

報
告

書
か

ら
）
 

・
B

M
I：

知
覚

機
能

の
再

建
、

深
部

脳
刺

激
か

ら
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

や
運

動
機

能
へ

の
展

開
 

・
情

報
技

術
に

よ
る

解
読

の
進

展
・
脳

内
情

報
を

解
読

し
て

脳
に

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
す

る
こ

と
に

よ
る

脳
状

態
の

制
御

・
心

を
読

ん
だ

り
制

御
す

る
よ

う
な

倫
理

的
問

題
 

・
脳

神
経

科
学

、
情

報
技

術
、

生
体

適
合

の
電

極
、

人
体

通
信

、
移

植
シ

ス
テ

ム
の

統
合

化
 

 
 

 
 

★
ド

ラ
イ

ビ
ン

グ
・
フ

ォ
ー

ス
と

な
る

科
学

技
術

3
 

 
 

 
 

項
目

名
：
脳

機
能

と
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

を
連

携
さ

せ
る

技
術

 
C

-
2
4

 
 

概
要

：
様

々
な

、
意

思
決

定
を

行
う

際
、

大
量

の
情

報
を

参
照

し
う

え
で

、
望

ま
し

い
と

考
え

ら
れ

る
方

向
へ

導
い

て

く
れ

る
意

思
決

定
支

援
シ

ス
テ

ム
の

開
発

が
進

む
こ

と
で

、
国

、
企

業
、

個
人

の
意

思
決

定
を

サ
ポ

ー
ト

す
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
る

。
今

後
の

検
討

に
お

い
て

は
、

認
知

科
学

、
教

育
学

、
心

理
学

な
ど

か
ら

の
参

画
も

必
要

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

★
ド

ラ
イ

ビ
ン

グ
・
フ

ォ
ー

ス
と

な
る

科
学

技
術

（
ま

と
め

）
 

 
 

 
 

・
脳

機
能

計
測

技
術

の
進

展
（
時

間
・
空

間
分

解
能

の
向

上
、

脳
領

域
→

個
別

ニ
ュ

ー
ロ

ン
）
 

 
 

 
 

・
デ

ー
タ

（
知

）
の

統
合

に
よ

る
脳

機
能

の
理

解
（
ヒ

ト
脳

機
能

の
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
）
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留

意
点

：
 

既
発

行
プ

ロ
ポ

ー
ザ

ル
、

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
報

告
書

 
 

 
 

 

「
認

知
ゲ

ノ
ム

 
―

脳
の

個
性

の
理

解
と

活
用

―
」
（
2
0
0
6

年
7

月
）
 

 
 

 
 

「
認

知
ゲ

ノ
ム

」
は

、
ヒ

ト
ゲ

ノ
ム

解
析

と
脳

イ
メ

ー
ジ

ン
グ

の
融

合
研

究
と

脳
の

個
性

を
研

究
す

る
モ

デ
ル

実

験
系

と
を

組
み

合
わ

せ
て

、
「
一

人
ひ

と
り

の
考

え
方

が
違

う
」
と

い
う

こ
の

誰
も

が
知

っ
て

い
る

が
ま

だ
科

学
的

な

根
拠

が
示

さ
れ

て
い

な
い

問
題

の
解

明
を

目
指

す
。

 

 
 

 
 

「
脳

情
報

双
方

向
活

用
技

術
」
（
2
0
0
8

年
3

月
）
 

 
 

 
 

脳
情

報
双

方
向

活
用

技
術

（
in

te
ra

c
ti
ve

 b
ra

in
 i
n
fo

rm
at

io
n
 t

ec
h
n
o
lo

gy
: 
IB

IT
）
と

は
、

脳
の

活
動

に
伴

う

信
号

を
外

部
に

出
力

し
、

外
界

の
情

報
を

脳
に

入
力

す
る

と
い

っ
た

双
方

向
の

情
報

の
や

り
取

り
に

よ
り

、
外

部

機
器

操
作

や
人

工
感

覚
を

実
現

す
る

技
術

で
あ

る
。

こ
の

技
術

に
は

、
情

報
の

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
に

よ
る

脳
機

能
の

向
上

も
含

ま
れ

る
。

 

 
 

 
 

俯
瞰

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
「
ラ

イ
フ

サ
イ

エ
ン

ス
・
臨

床
医

学
分

野
の

俯
瞰

と
重

要
研

究
領

域
」
医

療
福

祉
分

科
会

 

脳
神

経
ワ

ー
キ

ン
グ

グ
ル

ー
プ

 
検

討
報

告
書

（
2
0
1
3

年
3

月
）
 

 
 

 
 

①
神

経
筋

疾
患

・
脳

血
管

障
害

・
脳

腫
瘍

の
革

新
的

予
防

・
診

断
・
治

療
技

術
基

盤
の

創
出

 

②
社

会
性

脳
科

学
の

学
際

融
合

的
推

進
 

③
大

規
模

デ
ー

タ
の

計
測

・
可

視
化

・
解

析
技

術
の

革
新

的
高

度
化

と
そ

の
活

用
の

た
め

の
プ

ラ
ッ

ト
 

フ
ォ

ー
ム

形
成

 

④
治

療
と

自
立

支
援

に
資

す
る

脳
情

報
双

方
向

活
用

技
術

の
実

装
 

⑤
ヒ

ト
精

神
疾

患
の

診
断

・
治

療
技

術
基

盤
の

創
出

に
向

け
た

統
合

的
ア

プ
ロ

ー
チ

（
モ

デ
ル

動
物

、
ゲ

 

ノ
ム

科
学

、
オ

ミ
ッ

ク
ス

、
神

経
回

路
、

バ
イ

オ
マ

ー
カ

ー
を

軸
と

し
て

）
 

⑥
脳

と
身

体
と

環
境

の
相

互
作

用
の

生
物

学
的

理
解

と
そ

の
破

綻
に

よ
る

心
身

へ
の

影
響

 
 

⑦
光

学
と

遺
伝

学
の

融
合

に
よ

る
神

経
回

路
の

計
測

と
操

作
の

革
新

的
技

術
の

創
出

 

（
特

任
フ

ェ
ロ

ー
の

総
合

所
感

）
か

ら
 

・
判

断
・
創

造
・
思

考
な

ど
と

い
う

脳
の

「
超

高
次

機
能

」
の

解
明

を
通

し
て

の
「
自

己
」
の

解
明

 

・
長

期
に

亘
る

研
究

（
特

に
バ

ー
ス

コ
ホ

ー
ト

研
究

）
が

脳
科

学
に

お
い

て
も

重
要

 

・
脳

科
学

は
「
総

合
的

人
間

科
学

」
で

あ
る

こ
と

を
考

え
れ

ば
、

終
末

期
医

療
を

ど
こ

ま
で

や
る

べ
き

な
の

か
、

な
ど

社
会

の
中

に
お

け
る

人
間

の
あ

り
方

に
つ

い
て

も
、

社
会

科
学

的
な

研
究

者
達

を
含

め
た

議
論

が
必

要
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

☆
ド

ラ
イ

ビ
ン

グ
・
フ

ォ
ー

ス
と

な
る

科
学

技
術

（
補

足
）
 

 
 

 
 

主
要

国
家

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

 
 

 
 

 

日
本

：
脳

科
学

研
究

戦
略

推
進

プ
ロ

グ
ラ

ム
（
2
0
0
8

年
度

～
）
、

脳
機

能
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

全
容

解
明

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

（
2
0
1
4

年
度

～
）
→

脳
と

心
の

健
康

大
国

実
現

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

（
2
0
1
4

年
度

～
）
 

 
 

 
 

認
知

症
や

う
つ

病
な

ど
の

精
神

疾
患

等
の

発
症

に
関

わ
る

脳
神

経
回

路
・
機

能
の

解
明

に
向

け
た

研
究

開

発
及

び
基

盤
整

備
を

強
･に

進
め

る
こ

と
に

よ
り

、
･新

的
診

断
・
予

防
・
治

療
法

を
確

･し
、

認
知

症
・
精

神
疾

患
等

を
克

服
す

る
。

マ
ー

モ
セ

ッ
ト

脳
マ

ッ
ピ

ン
グ

。
 

 
 

 
 

米
国

：
ブ

レ
イ

ン
・
イ

ニ
シ

ア
テ

ィ
ブ

（
2
0
14

年
度

～
、

1
0

年
間

）
 

 
 

 
 

神
経

疾
患

や
精

神
疾

患
を

治
療

す
る

た
め

、
脳

細
胞

か
ら

の
シ

グ
ナ

ル
を

よ
り

早
く
、

多
く
記

録
す

る
た

め
の

ツ
ー

ル
を

開
発

し
、

新
し

い
展

開
に

つ
な

げ
る

1
0

年
計

画
。

 
 

 
 

 

E
U

：
ヒ

ュ
ー

マ
ン

・
ブ

レ
イ

ン
・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
（
2
0
1
3

年
度

～
、

1
0

年
間

）
 

 
 

 
 

IC
T

統
合

基
盤

研
究

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

を
コ

ア
と

し
、

デ
ー

タ
取

得
、

理
論

、
応

用
コ

ン
ピ

ュ
ー

テ
ィ

ン
グ

、
倫

理
の

５
つ

の
サ

ブ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
か

ら
な

る
、

IC
T

を
用

い
て

脳
の

理
解

を
目

指
す

1
0

年
計

画
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

。
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考
資

料
１

－
７

 
戦

略
ス

コ
ー

プ
骨

子
案

（
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

後
）
 

①
生

体
統

合
モ

デ
ル

 
※

青
字

：
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

に
よ

る
追

加
 

F
A

C
T
S
・
T
R

E
N

D
S
（
現

時
点

で
起

こ
り

つ
つ

あ
る

こ
と

/
5

年
か

ら
2
0

年
で

実
現

し
う

る
こ

と
）
 

［
科

学
的

知
見

や
技

術
の

見
込

み
等

の
根

拠
が

あ
る

こ
と

］
 

V
IS

IO
N

（
こ

う
な

る
こ

と
が

想
定

さ
れ

る
） 

［
社

会
像

を
示

す
表

現
と

な
っ

て
い

る
こ

と
］ 

★
関

連
す

る
F
A

C
T
S
・
T
R

E
N

D
S

の
項

目
 

・
病

気
を

早
期

に
予

想
で

き
る

／
早

期
に

介
入

で
き

る
社

会
 

・
先

制
医

療
の

発
展

 
（
予

防
医

療
や

先
制

医
療

が
可

能
と

な
っ

て
い

る
社

会
）
 

・
患

者
の

生
理

モ
デ

ル
を

構
築

し
、

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

化
 

（
不

調
や

疾
患

を
感

知
し

て
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
す

る
仕

組
み

が
で

き
て

い
る

社
会

）
 

・
遠

隔
医

療
の

普
及

 
（
漢

方
や

伝
統

的
医

療
が

科
学

的
背

景
を

持
っ

て
復

活
し

て
い

る
）
 

・
医

療
の

テ
ー

ラ
ー

メ
ー

ド
化

 
（
▼

発
症

リ
ス

ク
が

分
か

っ
て

も
有

効
な

介
入

方
法

が
な

い
病

気
の

存
在

が
社

会
問

題
に

な
る

） 

・
3

次
元

で
臓

器
が

作
れ

る
よ

う
に

な
り

つ
つ

あ
る

。
 

・
総

合
健

康
管

理
が

実
現

し
て

い
る

社
会

 

・
検

査
・
診

断
技

術
の

進
歩

 
（
全

身
を

総
合

的
に

捉
え

た
健

康
管

理
が

実
現

し
て

い
る

/
取

り
戻

す
こ

と
が

で
き

て
い

る
）
 

・
生

体
親

和
性

の
あ

る
セ

ン
サ

の
実

現
 

（
疾

病
の

発
症

機
序

の
解

明
に

よ
り

早
期

発
症

リ
ス

ク
の

抽
出

が
可

能
に

な
っ

て
い

る
）
 

・
「
臨

床
予

測
性

を
高

め
る

バ
イ

オ
マ

ー
カ

ー
の

発
展

 
（
生

体
や

社
会

・
生

活
・
地

域
環

境
の

情
報

の
統

合
的

時
空

間
セ

ン
シ

ン
グ

が
で

き
る

社
会

）
 

 
 

（
大

規
模

コ
ホ

ー
ト

・
バ

ン
ク

の
活

用
と

解
析

を
通

じ
た

バ
イ

オ
マ

ー
カ

ー
探

索
」
 

（
遠

隔
医

療
・
在

宅
医

療
が

一
般

的
に

な
っ

て
い

る
社

会
）
 

 
 

（
個

人
別

の
疾

患
に

応
じ

た
最

適
な

医
療

が
可

能
と

な
る

社
会

）
 

★
ド

ラ
イ

ビ
ン

グ
・
フ

ォ
ー

ス
と

な
る

科
学

技
術

１
 

（
▼

コ
ス

ト
上

の
面

か
ら

誰
も

が
利

用
で

き
る

技
術

と
は

な
っ

て
い

な
い

可
能

性
）
 

項
目

名
：
統

合
生

理
モ

デ
ル

の
研

究
開

発
（
シ

ス
テ

ム
生

理
学

）
 

そ
の

結
果

と
し

て
＞

＞
ネ

ガ
テ

ィ
ブ

な
側

面
 

概
要

：
人

間
の

生
理

モ
デ

ル
に

つ
い

て
は

長
い

研
究

の
歴

史
が

あ
る

が
、

こ
れ

ま
で

作
ら

れ
た

た
モ

デ
ル

の
ほ

と
ん

ど
は

、
循

環
器

系
、

呼
吸

器
系

、
内

分
泌

系
、

消
化

器
系

、
温

熱
系

、
免

疫
系

な
ど

部
分

的
な

機
能

モ
デ

ル
で

あ
り

、
そ

れ
ら

を
統

合
し

た
生

理
モ

デ
ル

は
そ

の
確

立
の

試
み

が
始

ま
っ

た
段

階
で

あ
る

。
近

年
、

生
命

あ
る

い
は

生
体

の
生

理
機

能
の

総
体

を
意

味
す

る
「
フ

ィ
ジ

オ
ー

ム
」
 
が

提
唱

さ
れ

そ
の

研
究

が
活

発
化

し
て

い
る

が
、

そ
れ

に
刺

激
さ

れ
て

統
合

生
理

モ
デ

ル
の

研
究

も
進

み
つ

つ
あ

る
。

 

特
に

最
近

で
は

免
疫

系
、

自
律

神
経

系
、

内
分

泌
系

の
三

者
一

体
と

な
っ

た
生

体
防

御
系

の
仕

組
み

が
明

ら
か

と
な

り
つ

つ
あ

り
、

病
気

の

発
生

と
そ

の
成

長
、

消
滅

の
数

理
的

な
表

現
も

活
発

に
研

究
さ

れ
る

よ
う

に
な

っ
た

。
そ

の
意

味
で

も
、

医
療

に
お

け
る

統
合

的
な

モ
デ

ル
活

用
の

気
運

は
上

昇
し

て
い

る
。

 

・
全

身
の

情
報

が
把

握
さ

れ
る

こ
と

に
よ

る
デ

メ
リ

ッ
ト

/
課

題
 

（
▼

情
報

漏
え

い
に

よ
る

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

の
侵

害
）
 

（
▼

健
康

状
態

が
本

人
の

意
思

と
は

関
係

な
く
外

部
か

ら
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
さ

れ
る

こ
と

も
可

能
）
 

・
健

康
維

持
の

面
で

も
格

差
が

よ
り

広
が

っ
て

い
る

社
会

(疾
病

へ
の

対
応

だ
け

で
な

く
）
 

 
 

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
で

議
論

さ
れ

た
、

ポ
ジ

テ
ィ

ブ
な

意
見

 

・
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
で

病
因

解
明

、
そ

の
結

果
と

し
て

創
薬

も
容

易
に

 

・
個

々
人

へ
の

健
康

ア
ド

バ
イ

ス
、

な
ら

び
に

最
適

な
治

療
法

 

・
医

療
費

の
低

コ
ス

ト
化

 

 
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

で
議

論
さ

れ
た

ネ
ガ

テ
ィ

ブ
な

意
見

 

・
寿

命
が

分
か

っ
て

し
ま

う
、

よ
り

甚
だ

し
き

は
出

生
前

か
ら

運
命

が
分

か
っ

て
し

ま
う

 

・
過

剰
な

検
査

に
よ

り
医

療
費

増
大

 

・
体

は
元

気
な

の
に

頭
は

ボ
ケ

て
い

る
、

と
い

う
リ

ス
ク

 

留
意

点
：
最

近
は

検
査

の
方

法
や

精
度

も
大

き
く
向

上
し

た
た

め
、

モ
デ

ル
を

新
し

い
検

査
デ

ー
タ

の
取

得
に

応
じ

て
随

時
更

新
し

て
精

度
を

保
つ

こ
と

が
可

能
と

な
っ

た
。

生
体

統
合

モ
デ

ル
と

そ
れ

に
も

と
づ

く
診

断
／

治
療

の
シ

ス
テ

ム
を

構
築

す
る

こ
と

が
実

現
の

キ
ー

と
な

る
。

ま

た
、

ス
マ

ー
ト

セ
ン

シ
ン

グ
・
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
技

術
を

用
い

て
、

普
段

身
に

つ
け

て
い

る
デ

バ
イ

ス
や

生
活

空
間

に
置

か
れ

た
セ

ン
サ

な
ど

か
ら

得
ら

れ
る

生
体

情
報

お
よ

び
社

会
・
生

活
・
地

域
環

境
情

報
を

活
用

す
る

こ
と

で
、

さ
ら

に
精

度
を

上
げ

る
こ

と
が

期
待

で
き

る
。

 

★
ド

ラ
イ

ビ
ン

グ
・
フ

ォ
ー

ス
と

な
る

科
学

技
術

２
 

項
目

名
：
3

次
元

多
細

胞
体

構
築

技
術

 
 

 

概
要

：
in

 
vi

tr
o 

で
生

体
中

の
組

織
、

器
官

に
で

き
る

だ
け

近
い

機
能

を
も

っ
た

多
細

胞
体

構
築

技
術

。
構

築
さ

れ
た

多
細

胞
体

は
、

医
薬

品
・
医

療
機

器
の

研
究

開
発

に
お

け
る

テ
ス

ト
ベ

ッ
ド

と
し

て
活

用
す

る
こ

と
で

、
従

来
の

培
養

細
胞

で
は

得
ら

れ
な

か
っ

た
知

見
が

得
ら

れ
、

医
療

技
術

研
究

開
発

の
効

率
化

・
加

速
が

可
能

に
な

る
。

動
物

実
験

の
代

替
が

可
能

に
な

れ
ば

、
広

い
分

野
か

ら
の

医
療

技
術

開
発

へ
の

参
入

を
促

す
契

機
と

も
な

る
。

再
生

医
療

（
構

築
し

た
組

織
、

器
官

の
移

植
）
に

も
つ

な
が

る
技

術
で

あ
る

が
、

テ
ス

ト
ベ

ッ
ド

の
構

築
に

焦
点

を
合

わ
せ

、
工

学
的

技
術

も
積

極
的

に
取

り
入

れ
、

テ
ス

ト
ベ

ッ
ド

と
し

て
使

い
や

す
い

多
細

胞
体

構
築

に
注

力
す

る
。

in
 v

it
ro

 多
細

胞
体

に

適
し

た
分

析
・
解

析
技

術
の

開
発

も
併

せ
て

行
う

こ
と

が
必

要
。

 

主
な

議
論

の
内

容
 

・
生

理
モ

デ
ル

の
統

合
と

い
う

テ
ー

マ
だ

が
、

現
在

で
は

各
系

の
モ

デ
ル

も
で

き
て

い
な

い
の

が
現

実
。

 

・
ど

の
モ

デ
ル

と
ど

の
モ

デ
ル

を
つ

な
げ

て
考

え
る

の
が

重
要

か
？

 

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

の
疾

患
を

考
え

た
ほ

う
が

分
か

り
や

す
い

か
？

例
え

ば
、

認
知

症
な

ど
。

精
神

疾
患

は
解

明
で

き
て

い
る

点
が

少

な
く
、

科
学

と
し

て
未

開
地

。
治

療
法

も
バ

ラ
バ

ラ
。

将
来

は
重

要
な

疾
患

に
な

る
と

考
え

ら
れ

て
い

る
。

 

・
D

F
と

し
て

欠
落

し
て

い
る

ポ
イ

ン
ト

は
何

か
？

 
医

療
費

や
健

康
保

険
の

デ
ー

タ
の

活
用

が
不

十
分

と
い

う
現

実
が

あ
る

。
 

・
ス

マ
ー

ト
セ

ン
シ

ン
グ

は
ど

こ
ま

で
可

能
か

？
 

息
や

汗
な

ど
で

日
常

的
に

計
測

す
る

こ
と

も
考

え
ら

れ
て

い
る

。
 

・
fM

R
Iに

よ
る

脳
の

計
測

も
ま

だ
ま

だ
発

展
途

上
。

 

・
メ

タ
ボ

健
診

で
注

意
を

受
け

る
が

、
様

々
な

疾
患

へ
の

予
想

を
モ

デ
ル

に
よ

り
示

す
こ

と
が

本
ビ

ジ
ョ

ン
で

は
な

い
か

？
未

病

の
段

階
で

い
ろ

い
ろ

な
選

択
肢

を
示

す
。

 

・
在

宅
で

の
安

価
で

手
軽

な
検

査
の

実
現

。
セ

ン
サ

ー
な

ど
の

計
測

技
術

の
発

展
が

必
要

。
 

・
喫

煙
者

へ
の

健
康

保
険

料
を

上
げ

る
な

ど
も

可
能

。
 

・
診

断
支

援
シ

ス
テ

ム
に

も
な

る
の

で
は

な
い

か
？

 

・
コ

ホ
ー

ト
な

ど
で

大
量

蓄
積

さ
れ

つ
つ

あ
る

。
デ

ー
タ

か
ら

予
測

し
、

モ
デ

ル
の

精
度

を
上

げ
る

、
と

い
う

循
環

が
可

能
。

 

・
ス

ト
レ

ス
が

病
を

ど
う

引
き

起
こ

し
て

い
る

の
か

？
そ

の
マ

ー
カ

ー
を

明
ら

か
に

す
る

。
心

的
ス

ト
レ

ス
を

未
然

に
防

ぐ
。

 

・
東

洋
医

学
の

科
学

的
理

解
の

よ
う

な
イ

メ
ー

ジ
。

 

・
病

院
に

行
か

な
く
て

も
、

生
活

の
な

か
で

デ
ー

タ
を

取
得

し
、

統
合

モ
デ

ル
に

よ
り

体
の

状
態

が
わ

か
る

よ
う

に
な

る
。

 

・
医

療
費

の
コ

ス
ト

削
減

を
目

標
に

示
す

べ
き

。
１

／
３

と
か

。
先

制
医

療
の

重
要

な
考

え
方

。
 

留
意

点
：
戦

略
ス

コ
ー

プ
「
ヒ

ト
多

細
胞

体
の

構
築

・
移

植
技

術
の

確
立

と
実

用
化

」
（
2
0
1
0

年
9

月
）
と

の
差

別
化
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料
１

－
７

 
戦

略
ス

コ
ー

プ
骨

子
案

（
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

後
）
 

②
加

齢
医

学
に

よ
る

疾
患

予
防

 
※

青
字

：
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

に
よ

る
追

加
 

F
A

C
T
S
・
T
R

E
N

D
S
（
現

時
点

で
起

こ
り

つ
つ

あ
る

こ
と

/
5

年
か

ら
2
0

年
で

実
現

し
う

る
こ

と
）
 

［
科

学
的

知
見

や
技

術
の

見
込

み
等

の
根

拠
が

あ
る

こ
と

］
 

V
IS

IO
N

（
こ

う
な

る
こ

と
が

想
定

さ
れ

る
）
 

［
社

会
像

を
示

す
表

現
と

な
っ

て
い

る
こ

と
］
 

 
 

 
 

 
 

 
 

★
関

連
す

る
F
A

C
T
S
・
T
R

E
N

D
S

の
項

目
 

 
（
正

の
面

）
 

・
科

学
的

な
根

拠
を

持
つ

老
化

予
防

が
普

及
（
疾

患
予

防
と

し
て

の
老

化
予

防
（
先

制
医

療
の

一
つ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

）
）
 

◎
理

想
の

（
不

可
避

）
老

化
に

近
づ

け
る

老
化

疾
患

予
防

を
目

指
す

こ
と

に
よ

り
健

康
長

寿
が

可
能

と
な

る
社

会
（
不

老
不

死
を

目
指

す
の

で
は

な
い

）
 

・
未

病
へ

の
対

応
が

普
及

 
（
病

気
を

早
期

に
予

想
で

き
る

/
早

期
に

介
入

で
き

る
）
 

・
検

査
・
診

断
技

術
の

進
歩

 
（
不

調
や

疾
患

を
感

知
し

て
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
す

る
仕

組
み

が
で

き
て

い
る

）
 

・
疫

学
情

報
と

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

の
結

び
つ

け
に

よ
る

疾
病

リ
ス

ク
予

知
 

（
疾

病
の

発
症

機
序

の
解

明
に

よ
り

早
期

発
症

リ
ス

ク
の

抽
出

が
可

能
に

な
っ

て
い

る
）
 

 
 

（
本

来
の

寿
命

を
ま

っ
と

う
す

る
事

で
長

い
間

人
生

を
楽

し
む

事
が

で
き

る
 

）
 

 
 

（
高

年
齢

×
高

Q
O

L
の

実
現

）
 

★
ド

ラ
イ

ビ
ン

グ
・
フ

ォ
ー

ス
と

な
る

科
学

技
術

１
 

（
適

切
な

加
齢

に
よ

り
、

疾
患

リ
ス

ク
が

低
下

（
高

齢
者

だ
け

で
な

く
、

４
０

，
５

０
代

に
も

メ
リ

ッ
ト

）
）
 

項
目

名
：
疾

患
予

防
と

し
て

の
抗

老
化

医
学

 
（
認

知
症

な
ど

の
社

会
問

題
の

解
決

）
 

概
要

：
理

想
の

（
不

可
避

な
）
老

化
に

近
づ

け
る

こ
と

で
疾

患
予

防
を

目
指

す
。

 

・
老

化
は

疾
患

の
大

き
な

要
因

と
な

る
。

 

・
例

え
ば

、
老

化
の

結
果

の
一

つ
で

あ
る

動
脈

硬
化

は
、

子
供

の
時

か
ら

進
行

し
て

い
る

。
 

・
老

化
に

関
わ

る
遺

伝
子

（
K
lo

th
o
、

S
ir
tu

in
）
な

ど
の

同
定

、
加

齢
因

子
や

若
返

り
因

子
の

存
在

の
示

唆
、

カ
ロ

リ
ー

制
限

の
抗

老
化

作
用

な
ど

、
老

化
へ

の
理

解
が

進
み

つ
つ

あ
る

。
 

・
レ

ス
ベ

ラ
ト

ロ
ー

ル
な

ど
の

抗
老

化
を

う
た

う
サ

プ
リ

メ
ン

ト
も

登
場

し
て

い
る

。
 

 
 

 
  

 

★
ド

ラ
イ

ビ
ン

グ
・
フ

ォ
ー

ス
と

な
る

科
学

技
術

２
 

（
負

の
面

）
 

 
 

▲
高

齢
者

数
の

増
加

に
よ

る
新

た
な

課
題

が
問

題
と

な
る

社
会

 

 
 

（
個

の
寿

命
と

種
の

寿
命

、
若

年
者

層
と

の
競

合
（
食

料
、

職
業

等
）
）
 

 
 

（
高

齢
者

の
就

労
、

孤
立

）
 

☆
ド

ラ
イ

ビ
ン

グ
・
フ

ォ
ー

ス
と

な
る

科
学

技
術

（
補

足
）
 

 
 

（
寿

命
の

延
伸

に
よ

る
新

た
な

疾
患

の
顕

在
化

）
 

 
 

 
 

（
倫

理
観

の
問

題
；
人

の
寿

命
に

踏
み

込
む

抵
抗

感
）
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料
１

－
７

 
戦

略
ス

コ
ー

プ
骨

子
案

（
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

後
）
 

③
経

験
・
感

性
と

科
学

と
の

融
合

 
※

青
字

：
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

に
よ

る
追

加
 

F
A

C
T
S
・
T
R

E
N

D
S
（
現

時
点

で
起

こ
り

つ
つ

あ
る

こ
と

/
5

年
か

ら
2
0

年
で

実
現

し
う

る
こ

と
）
 

［
科

学
的

知
見

や
技

術
の

見
込

み
等

の
根

拠
が

あ
る

こ
と

］
 

V
IS

IO
N

（
こ

う
な

る
こ

と
が

想
定

さ
れ

る
）
 

［
社

会
像

を
示

す
表

現
と

な
っ

て
い

る
こ

と
］
 

 
 

 
 

 
 

 
（
正

の
面

）
 

★
関

連
す

る
F
A

C
T
S
・
T
R

E
N

D
S

の
項

目
 

 
 

＜
医

療
＞

 

・
科

学
的

な
根

拠
を

持
つ

老
化

予
防

が
普

及
（
疾

患
予

防
と

し
て

の
老

化
予

防
）
 

 
 

◎
医

療
に

多
様

な
選

択
肢

が
用

意
さ

れ
て

い
る

社
会

 

・
病

は
気

か
ら

を
科

学
す

る
（
脳

と
健

康
と

の
関

係
の

解
明

）
（
プ

ラ
セ

ボ
の

効
果

）
 

（
個

人
の

健
康

維
持

に
必

要
な

す
べ

て
の

情
報

が
蓄

積
さ

れ
、

最
適

利
用

で
き

る
 

）
 

・
伝

統
・
習

慣
の

分
析

、
定

量
化

 
（
よ

り
多

く
の

過
去

に
蓄

積
さ

れ
た

知
恵

が
、

科
学

的
に

も
説

明
で

き
て

い
る

 
）
 

・
食

の
科

学
的

根
拠

の
解

明
 

（
物

理
的

刺
激

に
よ

る
生

体
内

の
調

整
機

構
の

解
明

が
発

展
し

て
い

る
 

）
 

 
 

・
 
実

世
界

コ
ン

ピ
ュ

ー
テ

ィ
ン

グ
の

進
展

 
（
物

理
的

刺
激

の
定

量
・
解

析
技

術
が

確
立

し
て

い
る

 
）
 

・
物

理
刺

激
の

ヒ
ト

に
対

す
る

科
学

的
影

響
の

解
明

 
（
病

院
の

機
能

を
代

替
す

る
方

法
が

確
立

で
き

て
い

る
 

）
 

・
検

査
・
診

断
技

術
の

進
歩

 
 

 
（
非

西
洋

医
学

の
活

用
に

よ
る

医
療

費
の

削
減

）
 

 
 

＜
医

療
以

外
＞

 

★
ド

ラ
イ

ビ
ン

グ
・
フ

ォ
ー

ス
と

な
る

科
学

技
術

１
 

◎
健

康
増

進
が

可
能

と
な

る
社

会
 

項
目

名
：
物

理
的

刺
激

に
よ

る
新

し
い

治
療

法
の

開
発

 
 

（
安

全
性

だ
け

で
な

く
、

有
効

性
も

含
め

エ
ビ

デ
ン

ス
に

基
づ

く
情

報
に

ア
ク

セ
ス

が
可

能
）
 

概
要

：
こ

れ
ま

で
あ

ま
り

検
討

さ
れ

て
こ

な
か

っ
た

物
理

的
刺

激
を

治
療

に
取

り
入

れ
、

新
し

い
治

療
分

野
を

開
拓

す
る

。
 

・
細

胞
、

組
織

は
物

理
的

刺
激

に
応

答
す

る
メ

カ
ニ

ズ
ム

を
持

っ
て

い
る

 

・
生

命
現

象
と

物
理

的
ス

ト
レ

ス
と

の
関

係
を

研
究

す
る

『
メ

カ
ノ

バ
イ

オ
ロ

ジ
ー

』
と

い
う

領
域

が
で

き
て

い
る

が
、

ま
だ

黎
明

期
。

 

・
超

音
波

刺
激

に
よ

り
骨

折
治

癒
が

促
進

さ
れ

る
な

ど
の

事
例

も
あ

る
。

 

（
エ

ビ
デ

ン
ス

に
基

づ
い

た
人

の
楽

し
い

と
い

う
こ

と
が

解
明

さ
れ

る
）
 

（
個

人
の

生
産

性
・
創

造
性

・
運

動
能

力
等

を
最

大
化

で
き

る
）
 

 
 

◎
精

神
的

な
生

産
性

、
創

造
性

が
高

め
ら

れ
る

社
会

 

★
ド

ラ
イ

ビ
ン

グ
・
フ

ォ
ー

ス
と

な
る

科
学

技
術

２
 

 
 

（
味

覚
の

刺
激

の
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
に

よ
る

、
何

で
も

美
味

し
い

レ
ス

ト
ラ

ン
）
 

項
目

名
：
漢

方
薬

が
何

故
、

効
く
の

か
と

い
う

メ
カ

ニ
ズ

ム
の

解
明

 
（
個

人
の

生
産

性
・
創

造
性

・
運

動
能

力
等

を
最

大
化

で
き

る
）
 

概
要

：
近

年
、

漢
方

の
メ

カ
ニ

ズ
ム

が
科

学
的

に
解

明
さ

れ
つ

つ
あ

る
 
 

 

・
F
D

A
で

は
漢

方
薬

を
開

発
治

験
薬

と
し

て
認

め
、

オ
ッ

ク
ス

フ
ォ

ー
ド

大
学

が
ツ

ム
ラ

と
共

同
で

漢
方

研
究

を
開

始
（
ア

ル

ツ
ハ

イ
マ

ー
病

治
療

の
漢

方
薬

の
開

発
を

目
指

す
）
す

る
等

、
エ

ビ
デ

ン
ス

を
基

に
し

た
薬

の
開

発
が

進
め

ら
れ

て
い

る
。

 
 

（
人

の
創

造
性

を
促

進
す

る
、

文
化

豊
か

な
社

会
）
 

 
 

（
負

の
面

）
 

☆
ド

ラ
イ

ビ
ン

グ
・
フ

ォ
ー

ス
と

な
る

科
学

技
術

（
補

足
）
 

▲
避

け
る

事
が

難
し

い
リ

ス
ク

が
解

明
さ

れ
て

し
ま

う
（
電

磁
波

、
放

射
能

等
の

人
体

に
対

す
る

物
理

刺

激
）
。

そ
れ

に
よ

り
、

不
必

要
な

心
配

を
し

て
し

ま
う

。
 

 
・
『
怪

し
い

も
の

（
未

科
学

）
』
の

乱
立

に
対

し
、

科
学

の
土

俵
に

乗
せ

ら
れ

る
よ

う
な

、
「
意

味
が

あ
り

そ
う

と
い

う
経

験
・
直

感
」
を

裏
付

け
る

指
標

開
発

に
取

り
組

む
。

 

（
こ

れ
ま

で
の

民
間

療
法

、
漢

方
は

実
は

プ
ラ

セ
ボ

効
果

で
あ

る
可

能
性

）
 

▲
健

康
状

態
の

過
剰

な
管

理
に

繋
が

る
恐

れ
 

▲
人

に
害

を
与

え
る

物
理

的
刺

激
が

表
面

化
す

る
こ

と
で

、
兵

器
利

用
等

、
悪

い
事

に
利

用
さ

れ
て

し
ま

う
。

 

▲
新

た
な

制
度

が
必

要
と

な
り

、
医

療
費

自
体

が
高

騰
し

て
し

ま
う

。
制

度
、

教
育

が
必

要
。

 

▲
人

間
へ

の
サ

イ
バ

ー
ア

タ
ッ

ク
 

▲
特

定
の

物
理

的
刺

激
に

よ
る

人
の

去
勢

、
マ

イ
ン

ド
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
 

 
 

▲
環

境
（
騒

音
・
化

学
物

質
等

）
規

制
が

過
剰

か
し

そ
う
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１

－
７

 
戦

略
ス

コ
ー

プ
骨

子
案

（
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

後
）
 

④
名

称
：
モ

ノ
の

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
を

利
用

し
た

新
し

い
も

の
コ

ト
づ

く
り

 
※

青
字

：
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

に
よ

る
追

加
 

F
A

C
T
S
・
T
R

E
N

D
S
（
現

時
点

で
起

こ
り

つ
つ

あ
る

こ
と

/
5

年
か

ら
2
0

年
で

実
現

し
う

る
こ

と
）
 

［
科

学
的

知
見

や
技

術
の

見
込

み
等

の
根

拠
が

あ
る

こ
と

］
 

テ
ー

マ
V

IS
IO

N
（
こ

う
な

る
こ

と
が

想
定

さ
れ

る
） 

［
社

会
像

を
示

す
表

現
と

な
っ

て
い

る
こ

と
］ 

 
 

 
 

 
 

★
関

連
す

る
F
A

C
T
S
・
T
R

E
N

D
S

の
項

目
 

 
 

・
ユ

ー
ザ

ー
の

セ
ン

シ
ン

グ
に

よ
り

人
が

求
め

る
モ

ノ
・
コ

ト
が

生
み

出
せ

る
社

会
 

・
モ

ノ
の

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

ひ
ろ

が
り

 
 

 
（
ヒ

ト
の

た
め

の
モ

ノ
・
コ

ト
へ

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

） 

・
あ

ら
ゆ

る
も

の
に

セ
ン

サ
が

つ
く
/
セ

ン
サ

ー
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
化

 
 

 
（
製

品
が

ユ
ー

ザ
ー

の
セ

ン
サ

ー
と

し
て

機
能

す
る

）
 

・
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

に
接

続
す

る
モ

ノ
の

増
大

 
（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

） 

・
実

世
界

コ
ン

ピ
ュ

ー
テ

ィ
ン

グ
の

進
展

 
（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

） 

・
乗

用
車

一
台

あ
た

り
の

平
均

M
C

U
搭

載
個

数
の

急
増

 
 

 
（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

） 

・
新

た
な

法
制

度
の

必
要

性
 

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

） 

・
個

人
化

の
進

展
（
教

育
、

も
の

づ
く
り

、
医

療
） 

・
物

質
利

用
の

縮
減

、
リ

サ
イ

ク
ル

、
リ

ユ
ー

ス
が

大
幅

に
進

め
ら

れ
て

い
る

社
会

 

 
 

（
制

約
条

件
を

う
ま

く
設

定
し

な
が

ら
技

術
を

発
達

さ
せ

て
い

く
こ

と
が

で
き

て
い

る
） 

★
ド

ラ
イ

ビ
ン

グ
・
フ

ォ
ー

ス
と

な
る

科
学

技
術

１
 

（
大

量
生

産
大

量
消

費
社

会
か

ら
高

度
３

Ｒ
社

会
へ

）
 

項
目

名
：
モ

ノ
の

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
（
Io

T
） 

（
人

が
消

費
者

か
ら

創
造

的
生

活
者

に
な

っ
て

い
る

） 

 
 

（
複

雑
な

シ
ス

テ
ム

の
構

造
や

相
関

関
係

が
可

視
化

で
き

る
よ

う
に

な
っ

て
い

る
）
 

概
要

：
In

te
rn

e
t 

o
f 

T
h
in

gs
(I
o
T
)対

応
製

品
が

実
際

に
増

大
す

る
。

管
理

、
流

通
、

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

を
支

え
る

情
報

シ
ス

テ
ム

と
そ

れ
を

促
進

す
る

社
会

制
度

、
法

制
度

の
設

計
は

未
完

成
。

 

セ
ン

サ
ー

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

が
将

来
的

に
ど

の
よ

う
に

構
築

さ
れ

て
い

く
か

、
日

本
国

内
に

必
要

な
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
は

何
か

、
世

界
的

な
市

場
は

ど
こ

が
有

望
か

、
セ

ン
サ

ー
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
は

ど
の

よ
う

に
構

築
・
維

持
・
更

新
さ

れ
る

の
か

、
そ

の
電

源
は

何
か

、
と

い
っ

た
こ

と
を

明
ら

か
に

す
る

必
要

が
あ

る
。

 

留
意

点
：
す

で
に

ど
こ

か
で

議
論

が
尽

く
さ

れ
、

結
論

が
で

て
い

る
話

題
か

も
し

れ
な

い
の

で
、

事
前

調
査

が
必

要
。

 

参
考

：
研

究
開

発
の

俯
瞰

報
告

書
 

電
子

情
報

通
信

分
野

（
2
0
1
3

年
）
p.

1
9
8
 （

C
P

S
ア

ー
キ

テ
ク

チ
ャ

）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
車

に
一

つ
だ

っ
た

セ
ン

サ
が

、
エ

ン
ジ

ン
に

一
つ

、
カ

ム
に

一
つ

、
分

子
に

一
つ

と
い

っ
た

具
合

に
、

細
か

く
細

か
く
セ

ン
サ

が
 

組
み

込
ま

れ
る

よ
う

に
な

っ
て

い
く
）
 

 
 

（
完

成
品

と
い

う
概

念
は

消
失

し
、

部
分

や
部

品
を

取
り

換
え

な
が

ら
モ

ノ
を

永
遠

に
使

い
続

け
る

） 
 

 
 

 

 
 

正
の

側
面

 

 
 

①
攻

め
の

ビ
ジ

ョ
ン

 

 
 

 
Io

T
に

よ
っ

て
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

が
変

革
さ

れ
、

新
た

な
サ

ー
ビ

ス
、

ビ
ジ

ネ
ス

が
生

ま
れ

る
 

 
 

 
よ

り
詳

細
か

つ
精

緻
な

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
の

リ
コ

メ
ン

デ
ー

シ
ョ

ン
 

 
モ

ノ
の

組
み

合
わ

せ
が

柔
軟

に
な

り
、

個
人

の
好

み
に

適
応

で
き

る
 

 
モ

ノ
の

情
報

の
価

値
が

高
く
な

り
、

デ
ー

タ
の

マ
ー

ケ
ッ

ト
が

で
き

る
 

 
ウ

ェ
ア

ラ
ブ

ル
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
が

普
及

し
、

パ
ー

ソ
ナ

ル
な

医
療

サ
ー

ビ
ス

が
実

現
 

 
 

 
モ

ノ
や

人
だ

け
で

な
く
、

動
物

や
植

物
の

ト
レ

ー
サ

ビ
リ

テ
ィ

も
実

現
さ

れ
、

獣
疫

の
予

防
や

遺
伝

子
組

み
換

え
作

物
の

管
理

が

進
む

 

 
 

②
守

り
の

ビ
ジ

ョ
ン

 

 
 

 
物

流
の

情
報

が
リ

ア
ル

タ
イ

ム
で

得
ら

れ
る

の
で

効
率

化
や

情
報

分
析

が
進

む
 

 
 

 
モ

ノ
の

売
り

切
り

ビ
ジ

ネ
ス

か
ら

、
保

守
へ

と
ビ

ジ
ネ

ス
が

広
が

る
 

 
モ

ノ
の

情
報

を
得

る
こ

と
に

よ
り

、
製

造
の

省
エ

ネ
化

、
省

人
化

が
進

む
 

 
ト

レ
ー

サ
ビ

リ
テ

ィ
に

よ
り

、
製

造
だ

け
で

な
く
、

廃
棄

・
回

収
が

効
率

化
し

、
リ

サ
イ

ク
ル

、
リ

ユ
ー

ス
が

進
む

 

 
 

 
 

 
 

負
の

側
面

 

 
 

 
 

①
情

報
イ

ン
フ

ラ
へ

の
負

荷
が

高
く
な

る
 

 
 

 
 

 
ア

ド
レ

ス
管

理
の

複
雑

化
 

 
 

 
 

 
通

信
容

量
が

ひ
っ

迫
 

 
 

 
 

 
コ

ン
セ

プ
ト

と
実

装
の

間
の

ギ
ャ

ッ
プ

 

 
 

 
 

②
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
侵

害
 

 
 

 
 

 
個

人
に

関
す

る
情

報
が

流
出

 

 
 

 
 

 
個

人
の

情
報

、
行

動
が

統
制

さ
れ

る
 

 
 

 
 

③
技

術
の

邪
悪

な
利

用
 

 
 

 
 

 
ロ

ボ
ッ

ト
が

戦
争

に
使

わ
れ

る
（
簡

単
に

戦
争

を
す

る
、

誤
爆

、
誤

射
な

ど
）
 

 
 

 
 

 
サ

イ
バ

ー
テ

ロ
の

拡
大

 

 
 

 
 

 
個

人
の

行
動

へ
の

介
入

 

 
 

 
 

④
サ

イ
バ

ー
化

へ
の

過
度

の
依

存
 

 
 

 
 

 
ひ

と
た

び
サ

イ
バ

ー
イ

ン
フ

ラ
が

ダ
ウ

ン
す

る
と

何
も

で
き

な
く
な

る
（
災

害
時

な
ど

）
 

 
 

 
 

 
あ

ま
り

に
も

タ
グ

を
信

用
し

す
ぎ

る
と

、
偽

造
さ

れ
た

時
に

も
ろ

く
な

る
 

 
 

 
 

 
過

剰
な

管
理

に
よ

る
行

き
詰

り
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１

－
７

 
戦

略
ス

コ
ー

プ
骨

子
案

（
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

後
）
 

⑤
人

・
社

会
と

IT
 

※
青

字
：
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

に
よ

る
追

加
 

F
A

C
T
S
・
T
R

E
N

D
S
（
現

時
点

で
起

こ
り

つ
つ

あ
る

こ
と

/
5

年
か

ら
2
0

年
で

実
現

し
う

る
こ

と
）
 

［
科

学
的

知
見

や
技

術
の

見
込

み
等

の
根

拠
が

あ
る

こ
と

］
 

V
IS

IO
N

（
こ

う
な

る
こ

と
が

想
定

さ
れ

る
）
 

［
社

会
像

を
示

す
表

現
と

な
っ

て
い

る
こ

と
］
 

 
 

 
 

★
関

連
す

る
F
A

C
T
S
・
T
R

E
N

D
S

の
項

目
 

・
人

の
尊

厳
を

高
め

、
人

と
機

械
の

強
調

、
協

奏
的

な
関

係
性

が
デ

ザ
イ

ン
で

き
る

社
会

 

・
社

会
シ

ス
テ

ム
ア

ー
キ

テ
ク

チ
ャ

設
計

の
進

歩
 

（
人

と
機

械
の

オ
ー

ケ
ス

ト
レ

ー
シ

ョ
ン

が
実

現
し

て
い

る
社

会
）
 

・
人

工
知

能
の

発
達

に
よ

る
知

的
作

業
の

自
動

化
も

可
能

に
 

（
人

と
機

械
が

相
互

に
教

え
合

い
学

び
合

う
仕

組
み

が
実

現
し

て
い

る
社

会
）
 

・
モ

ノ
の

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

ひ
ろ

が
り

 
（
知

的
情

報
機

械
が

全
体

に
埋

め
込

ま
れ

て
い

る
社

会
）
 

・
あ

ら
ゆ

る
も

の
に

セ
ン

サ
が

つ
く
／

セ
ン

サ
ー

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
化

 
（
人

間
の

意
思

・
情

動
を

機
械

に
伝

え
る

こ
と

が
可

能
に

な
っ

て
い

る
社

会
）
 

・
よ

り
複

雑
な

事
象

を
把

握
し

モ
デ

ル
化

で
き

つ
つ

あ
る

 
（
実

環
境

と
サ

イ
バ

ー
環

境
の

融
合

が
進

み
、

人
間

の
認

知
機

能
や

思
考

に
変

化
が

生
じ

る
社

会
）
 

・
文

脈
を

理
解

し
、

主
張

の
内

容
を

正
し

く
認

識
で

き
る

マ
ン

マ
シ

ン
・
イ

ン
タ

ー
フ

ェ
イ

ス
 

（
機

械
が

人
と

人
と

の
間

を
仲

裁
す

る
こ

と
が

可
能

に
な

っ
て

い
る

）
 

・
遠

隔
医

療
の

普
及

 
（
人

と
機

械
が

相
互

に
教

え
合

い
学

び
あ

う
仕

組
み

が
実

現
し

て
い

る
）
 

・
IC

T
の

発
達

に
よ

る
相

手
の

顔
を

見
な

い
情

報
交

換
の

増
加

（
脳

の
仕

組
み

と
の

乖
離

に
対

す
る

危
惧

）
 

（
複

雑
な

シ
ス

テ
ム

の
構

造
や

相
関

関
係

が
可

視
化

で
き

る
よ

う
に

な
っ

て
い

る
）
 

・
脳

機
能

の
解

明
 

（
失

わ
れ

つ
つ

あ
る

人
間

ら
し

い
生

活
を

知
的

情
報

機
械

が
取

り
戻

し
て

い
る

社
会

）
：
全

員
貴

族
社

会
 

・
ヒ

ト
の

脳
機

能
計

測
の

精
密

化
 

（
脳

機
能

に
合

わ
せ

た
ＩＣ

Ｔ
技

術
が

確
立

し
て

い
る

社
会

）
 

 
 

 
 

・
言

語
と

脳
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
の

解
明

 
Ｗ

Ｓ
で

議
論

さ
れ

た
正

の
側

面
 

・
多

様
な

ロ
ボ

ッ
ト

の
進

化
と

普
及

 
・
人

の
尊

厳
を

高
め

、
人

と
機

械
の

協
奏

的
な

関
係

性
が

デ
ザ

イ
ン

で
き

る
社

会
 

・
反

応
や

応
答

の
あ

る
ロ

ボ
ッ

ト
 

 
【
ス

ト
レ

ス
な

き
マ

ン
マ

シ
ン

イ
ン

タ
ー

フ
ェ

ー
ス

】
 

・
脳

計
測

に
よ

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
定

量
化

 
人

を
学

習
し

て
ス

ト
レ

ス
な

く
使

え
る

機
会

や
シ

ス
テ

ム
が

可
能

と
な

る
社

会
 

 
 

・
 
脳

型
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
の

発
明

 
Am

bi
en

t I
nt
el
lig
en

ce
 (身

の
周

り
の

機
械

や
シ

ス
テ

ム
が

人
々

を
見

守
り

困
っ

た
と

き
に

助
け

て
く
れ

る
社

会
 

 
 

・
 
認

知
・
身

体
の

総
合

的
理

解
 

ス
ト

レ
ス

な
く
人

を
サ

ポ
ー

ト
 

・
G

lo
ba

l 
IP

 T
ra

ff
ic

の
増

大
★

 
適

度
な

ス
ト

レ
ス

を
与

え
る

イ
ン

タ
ー

フ
ェ

ー
ス
 

・
IC
T

を
活

用
し

た
集

合
知

（
SN

S
な

ど
）
の

力
の

発
現

 
疲

労
度

な
ど

を
測

っ
て

人
間

の
安

全
性

を
確

保
す

る
社

会
 

・
携

帯
電

話
数

の
増

大
 

 
 

介
護

な
ど

人
手

不
足

業
界

の
解

消
 

・
消

費
者

向
け

電
子

商
取

引
市

場
の

拡
大

 

 
 

異
言

語
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
サ

ポ
ー

ト
が

進
み

、
通

訳
・
紙

・
鉛

筆
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
が

不
要

と
な

る
社

会
 

・
専

門
知

識
の

社
会

へ
の

還
元

の
危

機
 

人
間

の
五

感
が

機
械

と
の

関
係

で
生

か
さ

れ
る

社
会

 
 

 
議

論
を

フ
ァ

シ
リ

テ
ー

ト
し

て
ま

と
め

て
く
れ

る
シ

ス
テ

ム
 

 
 

 
 

 
 

【
死

後
を

含
め

た
個

人
の

尊
厳

】
 

 
 

 
情

報
格

差
が

な
く
な

る
社

会
（
情

報
の

格
差

が
な

く
な

る
こ

と
で

、
個

人
の

も
つ

情
報

の
価

値
を

当
た

り
前

な

も
の

と
認

識
す

る
。

引
い

て
は

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

の
概

念
も

く
つ

が
え

る
可

能
性

も
あ

る
と

い
う

ポ
ジ

テ
ィ

ブ
な

発

想
）
 

 
 

 
個

人
が

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

を
気

に
し

な
い

で
す

む
社

会
 

 
 

 
個

人
の

利
便

性
を

保
つ

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

が
守

ら
れ

る
社

会
 

 
 

 
今

ま
で

の
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
が

通
じ

な
い

社
会

（
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
概

念
の

変
更

）
 

 
 

 
死

後
の

自
分

の
記

録
が

消
せ

る
・
残

せ
る

の
選

択
が

で
き

る
社

会
 

 
 

 
 

 
 

【
情

報
格

差
が

な
く
な

る
場

合
の

企
業

】
 

 
 

・
企

業
情

報
の

開
示

に
よ

り
、

公
正

な
競

争
や

商
取

引
が

で
き

る
社

会
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F
A

C
T
S
・
T
R

E
N

D
S
（
現

時
点

で
起

こ
り

つ
つ

あ
る

こ
と

/
5

年
か

ら
2
0

年
で

実
現

し
う

る
こ

と
）
 

［
科

学
的

知
見

や
技

術
の

見
込

み
等

の
根

拠
が

あ
る

こ
と

］
 

V
IS

IO
N

（
こ

う
な

る
こ

と
が

想
定

さ
れ

る
）
 

［
社

会
像

を
示

す
表

現
と

な
っ

て
い

る
こ

と
］
 

★
ド

ラ
イ

ビ
ン

グ
・
フ

ォ
ー

ス
と

な
る

科
学

技
術

１
 

 
 

項
目

名
：
人

間
と

機
械

の
間

の
意

思
疎

通
イ

ン
タ

フ
ェ

ー
ス

 
【
実

現
の

た
め

の
教

育
】
 

 
 

（
※

略
：
参

考
資

料
1
-
6

に
同

じ
）
 

新
し

い
ＩＴ

環
境

に
応

じ
た

個
々

人
に

対
応

し
た

教
育

が
で

き
る

社
会

。
 

 
 

知
識

や
ス

キ
ル

そ
の

も
で

は
な

く
学

習
を

身
に

着
け

る
教

育
（
洞

察
力

・
哲

学
的

思
考

・
経

験
の

知
識

化
な

ど

の
学

習
）
 

★
ド

ラ
イ

ビ
ン

グ
・
フ

ォ
ー

ス
と

な
る

科
学

技
術

２
 

進
路

・
職

種
に

応
じ

た
ス

キ
ル

・
学

習
・
教

育
 

項
目

名
：
 

知
の

コ
ン

ピ
ュ

ー
テ

ィ
ン

グ
 

Vi
rt
ua
l 

と
 
Re

al
の

間
の

Le
ar
ni
ng

 と
Th

in
ki
ng

の
教

育
 

 
 

（
※

略
：
参

考
資

料
1
-
6

に
同

じ
）
 

【
（
社

会
の

在
り

方
）
 

そ
の

他
と

い
う

分
類

で
整

理
不

十
分

】
 

 
 

 
 

★
ド

ラ
イ

ビ
ン

グ
・
フ

ォ
ー

ス
と

な
る

科
学

技
術

３
 

デ
ー

タ
を

財
と

し
て

扱
え

る
社

会
 

項
目

名
：
ヒ

ト
の

感
覚

シ
ス

テ
ム

の
解

析
と

模
倣

計
測

技
術

の
開

発
、

お
よ

び
そ

の
送

信
方

法
開

発
 

本
物

と
コ

ピ
ー

が
区

別
さ

れ
る

、
改

変
が

わ
か

る
 

 
 

（
※

略
：
参

考
資

料
1
-
6

に
同

じ
）
 

直
接

民
主

主
義

が
実

現
す

る
 

 
 

ＩＣ
Ｔ

を
活

用
し

て
都

市
に

集
中

し
な

い
社

会
 

 
 

人
の

形
の

ロ
ボ

ッ
ト

も
一

部
に

は
あ

る
が

、
道

路
も

建
物

も
す

べ
て

ロ
ボ

ッ
ト

と
い

え
る

社
会

（
人

の
状

態
へ

の

対
応

要
求

へ
の

充
足

）
 

 
 

多
様

性
を

確
保

し
、
Cr
ea
tiv

ity
社

会
の

Su
st
ai
na
bi
lit
y

を
保

つ
社

会
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

実
現

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

正
・
負

の
判

断
が

で
き

な
か

っ
た

側
面

 
 

 
・
あ

ら
ゆ

る
情

報
に

関
す

る
全

知
者

（
体

）
の

出
現

？
 

（
ラ

プ
ラ

ス
の

悪
意

の
出

現
？

）
 

 
 

・
論

文
や

特
許

を
自

動
的

に
生

産
し

て
く
れ

る
社

会
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

負
の

側
面

 
 

 
▼

 
機

械
や

科
学

技
術

に
支

配
さ

れ
る

社
会

 
 

 
▼

 
機

械
や

人
間

が
動

か
れ

る
よ

う
に

な
る

社
会

（
な

り
た

く
な

い
）
 

 
 

▼
 

個
人

の
尊

重
/公

共
的

な
利

益
（
何

が
そ

れ
か

は
難

し
い

）
の

相
克

 
 

 
▼

 
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
に

配
慮

が
な

く
な

る
 

 
 

▼
 

ヒ
ト

の
能

力
の

可
視

化
に

よ
る

究
極

の
能

力
格

差
社

会
の

実
現

 

 
 

▼
 

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
の

過
度

な
自

動
化

の
リ

ス
ク

（
デ

ー
タ

に
基

づ
く
予

想
を

用
い

た
行

動
が

現
実

に
フ

ィ
ッ

ト

し
な

い
と

き
）
 

 

  
  

 例
：
金

融
恐

慌
の

よ
う

な
イ

メ
ー

ジ
 

 
 

▼
 

情
報

過
多

（
必

要
十

分
な

情
報

で
よ

い
。

個
人

向
け

の
執

事
）
 

 
 

▼
 

人
の

移
動

を
失

う
危

険
性

 
 

 
▼

 
ヒ

ュ
マ

ニ
テ

ィ
と

い
う

存
在

が
失

わ
れ

る
可

能
性

 
 

 
▼

 
Ｅ

Ｌ
Ｓ

Ｉ（
倫

理
的

・
法

的
・
社

会
的

問
題

）
が

起
こ

る
可

能
性

 
 

 
▼

 
イ

ン
フ

ラ
・
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
の

脆
弱

性
へ

の
対

応
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参

考
資

料
１

－
７

 
戦

略
ス

コ
ー

プ
骨

子
案

（
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

後
）
 

⑥
脳

と
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
 

※
青

字
：
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

に
よ

る
追

加
 

F
A

C
T
S
・
T
R

E
N

D
S
（
現

時
点

で
起

こ
り

つ
つ

あ
る

こ
と

/
5

年
か

ら
2
0

年
で

実
現

し
う

る
こ

と
）
 

［
科

学
的

知
見

や
技

術
の

見
込

み
等

の
根

拠
が

あ
る

こ
と

］
 

V
IS

IO
N

（
こ

う
な

る
こ

と
が

想
定

さ
れ

る
）
 

［
社

会
像

を
示

す
表

現
と

な
っ

て
い

る
こ

と
］
 

 
 

 
 

★
関

連
す

る
F
A

C
T
S
・
T
R

E
N

D
S

の
項

目
 

・
人

の
脳

機
能

に
合

わ
せ

た
、

人
と

人
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
実

現
し

て
い

る
社

会
 

・
脳

機
能

の
解

明
 

・
意

思
決

定
を

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

が
サ

ポ
ー

ト
す

る
こ

と
が

可
能

な
社

会
 

・
ヒ

ト
の

脳
機

能
計

測
の

精
密

化
 

（
意

思
決

定
技

術
や

価
値

発
見

技
術

が
実

現
し

て
い

る
）
 

・
生

体
親

和
性

の
あ

る
セ

ン
サ

の
実

現
 

（
脳

機
能

に
合

わ
せ

た
IC

T
技

術
が

確
立

し
て

い
る

）
 

・
言

語
と

脳
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
の

解
明

 
（
脳

計
測

に
よ

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
定

量
化

が
可

能
に

な
っ

て
い

る
）
 

・
文

脈
を

理
解

し
主

張
の

内
容

を
正

し
く
認

識
で

い
る

マ
ン

マ
シ

ン
・
イ

ン
タ

ー
フ

ェ
ー

ス
 

（
判

断
力

の
落

ち
た

高
齢

者
へ

の
サ

ポ
ー

ト
技

術
が

確
立

し
て

い
る

）
 

・
IC

T
の

発
達

に
よ

る
相

手
の

顔
を

見
な

い
情

報
交

換
の

増
加

（
脳

の
仕

組
み

と
の

乖
離

に
対

す
る

危
惧

）
 

（
効

率
的

な
学

習
が

可
能

に
な

っ
て

い
る

）
 

 
 

（
脳

機
能

計
測

が
容

易
に

行
え

る
よ

う
に

な
り

、
人

の
選

別
に

使
わ

れ
る

な
ど

倫
理

的
な

問
題

が
生

じ
て

い
る

）
 

 
 

（
言

語
が

違
っ

て
い

て
も

言
葉

を
通

じ
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
る

）
 

★
ド

ラ
イ

ビ
ン

グ
・
フ

ォ
ー

ス
と

な
る

科
学

技
術

１
 

（
翻

訳
技

術
が

高
度

化
し

て
い

る
）
 

項
目

名
：
脳

機
能

の
非

侵
襲

計
測

技
術

 
（
考

え
た

こ
と

を
直

接
脳

に
伝

え
る

こ
と

が
で

き
る

技
術

が
実

用
化

し
て

い
る

）
 

概
要

：
脳

磁
計

、
fM

R
I、

脳
波

形
、

近
赤

外
光

計
測

な
ど

の
脳

機
能

非
浸

襲
計

測
技

術
を

さ
ら

に
発

展
さ

せ
る

と
と

も
に

、
新

し
い

原
理

に
基

づ
く
計

測
技

術
も

開
発

し
、

高
い

時
間

・
空

間
分

解
能

で
脳

計
測

を
行

い
、

脳
機

能
の

解
明

を
行

う
。

 

※
B

M
I

に
よ

る
喪

失
機

能
の

回
復

や
個

体
能

力
の

エ
ン

ハ
ン

ス
メ

ン
ト

と
い

う
観

点
で

は
な

く
、

人
と

人
を

つ

な
ぐ

技
術

に
焦

点
を

あ
て

る
 

▼
人

の
心

を
読

む
、

相
手

を
心

理
的

に
支

配
す

る
、

と
い

っ
た

悪
用

の
恐

れ
も

あ
る

 

★
ド

ラ
イ

ビ
ン

グ
・
フ

ォ
ー

ス
と

な
る

科
学

技
術

２
 

▼
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
（
IT

機
器

）
へ

の
過

度
の

依
存

が
脳

機
能

の
退

化
に

つ
な

が
る

 

項
目

名
：
脳

科
学

と
情

報
技

術
の

統
合

化
、

ブ
レ

イ
ン

・
マ

シ
ン

イ
ン

タ
ー

フ
ェ

ー
ス

（
B

M
I）

の
進

展
 

・
さ

ま
ざ

ま
な

ス
ト

レ
ス

を
緩

和
で

き
る

社
会

 

概
要

：
最

近
の

B
M

I
の

進
展

（
俯

瞰
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

報
告

書
か

ら
）
 

・
B

M
I：

知
覚

機
能

の
再

建
、

深
部

脳
刺

激
か

ら
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

や
運

動
機

能
へ

の
展

開
 

・
情

報
技

術
に

よ
る

解
読

の
進

展
・
脳

内
情

報
を

解
読

し
て

脳
に

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
す

る
こ

と
に

よ
る

脳
状

態
の

制
御

 

・
心

を
読

ん
だ

り
制

御
す

る
よ

う
な

倫
理

的
問

題
 

・
脳

神
経

科
学

、
情

報
技

術
、

生
体

適
合

の
電

極
、

人
体

通
信

、
移

植
シ

ス
テ

ム
の

統
合

化
 

（
ス

ト
レ

ス
に

対
す

る
心

身
反

応
が

理
解

で
き

て
い

る
）
 

（
戦

争
、

災
害

、
D

V
な

ど
に

よ
る

ト
ラ

ウ
マ

か
ら

の
回

復
を

効
果

的
に

支
援

で
き

る
）
 

（
薬

物
依

存
か

ら
脱

却
を

効
果

的
に

支
援

で
き

る
）
 

（
脳

の
「
癖

」
を

理
解

し
て

パ
ニ

ッ
ク

が
抑

制
で

き
る

）
 

ド
ラ

イ
ビ

ン
グ

・
フ

ォ
ー

ス
と

な
る

科
学

技
術

3
 

・
精

神
疾

患
の

理
解

が
進

ん
で

い
る

社
会

 

項
目

名
：
脳

機
能

と
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

を
連

携
さ

せ
る

技
術

 

・
社

会
受

容
性

に
満

ち
溢

れ
た

統
合

的
（
精

神
）
健

康
管

理
維

持
が

進
み

、
認

知
症

、
自

閉
症

、
う

つ
病

な
ど

を

も
つ

人
々

を
「
包

み
込

む
社

会
 

概
要

：
様

々
な

、
意

思
決

定
を

行
う

際
、

大
量

の
情

報
を

参
照

し
う

え
で

、
望

ま
し

い
と

考
え

ら
れ

る
方

向
へ

導
い

て
く

れ
る

意
思

決
定

支
援

シ
ス

テ
ム

の
開

発
が

進
む

こ
と

で
、

国
、

企
業

、
個

人
の

意
思

決
定

を
サ

ポ
ー

ト
す

る
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
。

今
後

の
検

討
に

お
い

て
は

、
認

知
科

学
、

教
育

学
、

心
理

学
な

ど
か

ら
の

参
画

も
必

要
。

 

（
精

神
疾

患
の

予
防

、
治

療
技

術
が

進
歩

し
て

い
る

）
 

（
乳

幼
児

期
の

発
達

障
害

の
改

善
が

進
ん

で
い

る
）
 

（
精

神
疾

患
の

診
断

基
準

が
明

確
化

さ
れ

て
い

る
）
 

 
 

・
引

き
こ

も
り

な
ど

の
社

会
参

加
を

促
し

、
多

様
な

人
々

の
参

画
に

よ
る

創
造

的
な

社
会

 

★
ド

ラ
イ

ビ
ン

グ
・
フ

ォ
ー

ス
と

な
る

科
学

技
術

（
ま

と
め

）
 

・
暗

黙
知

を
形

式
知

と
し

て
取

り
出

せ
る

よ
う

に
な

る
 

・
脳

機
能

計
測

技
術

の
進

展
（
時

間
・
空

間
分

解
能

の
向

上
、

脳
領

域
→

個
別

ニ
ュ

ー
ロ

ン
）
 

・
脳

の
正

し
い

理
解

は
時

間
効

率
の

高
い

社
会

に
つ

な
が

る
 

・
デ

ー
タ

（
知

）
の

統
合

に
よ

る
脳

機
能

の
理

解
（
ヒ

ト
脳

機
能

の
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
）
 

・
「
忘

れ
な

い
脳

」
（
補

助
脳

）
が

実
現

し
て

い
る

社
会

 

 
 

▼
非

致
死

兵
器

へ
の

転
用

（
戦

闘
意

欲
を

な
く
す

、
攻

撃
性

を
な

く
す

な
ど

）
 

 
 

○
脳

の
理

解
は

ど
こ

ま
で

進
む

か
？

 

留
意

点
：
 

既
発

行
プ

ロ
ポ

ー
ザ

ル
、

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
報

告
書

 
▼

脳
の

解
明

が
進

ん
で

も
、

役
に

立
た

な
い

か
も

し
れ

な
い

→
社

会
的

効
果

を
も

た
ら

す
に

は
様

々
な

課
題

が
顕

在
化

す
る

 

 
 

（
※

略
：
参

考
資

料
1
-
6

に
同

じ
）
 

B
M

I装
置

の
軽

量
化

、
低

価
格

化
が

必
要

 

 
 

・
顔

の
表

情
の

も
つ

意
味

の
理

解
 

・
脳

と
は

何
か

？
の

解
明

は
人

間
と

は
何

か
（
と

い
う

問
い

か
け

に
な

る
）
 

・
幸

福
を

感
じ

る
脳

の
仕

組
み
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大
 

 
 

（
複

雑
な

シ
ス

テ
ム

の
構

造
や

相
関

関
係

が
可

視
化

）
 

意
見

聴
取

 

W
S
2 

・
IC

T
を

活
用

し
た

集
合

知
（
S
N

S
な

ど
）
の

力
の

発
現

 
 

 
（
人

の
多

様
性

が
保

た
れ

、
創

造
性

の
持

続
可

能
性

が
確

保
さ

れ
る

）
 

W
S
2 

W
S
2 

・
専

門
知

識
の

社
会

へ
の

還
元

の
危

機
 

 
 

（
個

々
人

に
対

応
し

た
教

育
が

で
き

る
社

会
）
 

W
S
2 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
☆

ド
ラ

イ
ビ

ン
グ

フ
ォ

ー
ス

と
な

る
科

学
技

術
 

 
 

 
 

 
 

 
 

D
F
１

 
モ

ノ
の

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
（
Io

T
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

概
要

：
In

te
rn

e
t 

o
f 
T
h
in

gs
(I
o
T
)対

応
製

品
が

実
際

に
増

大
す

る
。

 

留
意

点
：
管

理
、

流
通

、
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
を

支
え

る
情

報
シ

ス
テ

ム
と

そ
れ

を
促

進
す

る
社

会
制

度
、

法
制

度
の

設
計

は

未
完

成
。

セ
ン

サ
ー

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

が
将

来
的

に
ど

の
よ

う
に

構
築

さ
れ

て
い

く
か

、
日

本
国

内
に

必
要

な
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

は
何

か
、

世
界

的
な

市
場

は
ど

こ
が

有
望

か
、

セ
ン

サ
ー

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

は
ど

の
よ

う
に

構
築

・維
持

・
更

新
さ

れ
る

の

か
、

そ
の

電
源

は
何

か
、

と
い

っ
た

こ
と

を
明

ら
か

に
す

る
必

要
が

あ
る

。
事

前
調

査
が

必
要

。
参

考
：
研

究
開

発
の

俯

瞰
報

告
書

 
電

子
情

報
通

信
分

野
（
2
0
1
3

年
）
p.

1
9
8
 （

C
P

S
ア

ー
キ

テ
ク

チ
ャ

）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

▼
負

の
面

 
 

 

 
 

 
 

 
 

・
人

と
機

械
の

協
奏

的
な

関
係

性
が

デ
ザ

イ
ン

で
き

る
社

会
 

 
 

 
 

D
F
2
 

知
の

コ
ン

ピ
ュ

ー
テ

ィ
ン

グ
 

  
 

 
 

 
 

（
ヒ

ト
の

能
力

の
可

視
化

に
よ

る
究

極
の

能
力

格
差

社
会

）
 

W
S
2 

 
 

概
要

：
知

の
創

造
を

促
進

し
、

科
学

的
発

見
や

社
会

へ
の

適
用

を
加

速
す

る
。

知
は

人
間

が
賢

く
生

き
る

た
め

の
力

で

あ
る

。
知

の
コ

ン
ピ

ュ
ー

テ
ィ

ン
グ

は
、

知
の

発
見

、
創

造
、

蓄
積

、
伝

播
、

探
索

、
影

響
を

実
現

し
、

加
速

す
る

。
 

留
意

点
：
 情

報
科

学
技

術
ユ

ニ
ッ

ト
で

2
01

3
年

度
に

提
案

予
定

。
た

だ
し

、
20

14
年

度
以

降
も

様
々

な
切

り
口

で
提

案

を
継

続
予

定
。

ユ
ニ

ッ
ト

と
は

別
の

見
地

か
ら

よ
り

深
い

位
置

づ
け

が
与

え
ら

れ
る

こ
と

に
意

義
が

あ
る

。
 

 
 

 
 

 
 

（
イ

ン
フ

ラ
・
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
の

脆
弱

性
、

サ
イ

バ
ー

化
へ

の
過

度
の

依
存

）
 

W
S
2 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
個

人
情

報
の

流
出

、
行

動
の

統
制

・
介

入
）
 

W
S
2 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
人

間
の

認
知

機
能

や
思

考
に

変
化

が
生

じ
る

）
 

W
S
2 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
脳

の
し

く
み

と
の

か
い

離
に

対
す

る
危

険
）
 

意
見

聴
取

 

 
 

D
F
3
 

人
間

と
機

械
の

間
の

意
思

疎
通

イ
ン

タ
フ

ェ
ー

ス
 

 
 

 
 

 
 

（
人

間
が

バ
ー

チ
ャ

ル
世

界
に

依
存

す
る

危
険

）
 

 
 

 
 

概
要

：
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
の

情
報

処
理

能
力

が
向

上
し

、
情

報
の

種
類

が
拡

大
し

て
も

、
現

状
の

マ
ン

マ
シ

ン
イ

ン
タ

フ
ェ

ー

ス
で

は
、

人
間

と
機

械
の

間
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
に

は
限

界
が

あ
り

人
と

機
械

の
協

調
、

協
奏

も
制

限
さ

れ
る

。
よ

り

広
く
深

く
、

人
間

と
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
が

情
報

や
意

図
を

交
換

で
き

る
イ

ン
タ

フ
ェ

ー
ス

の
開

発
が

必
須

と
な

る
。

 

留
意

点
：
単

に
交

換
す

る
情

報
の

容
量

を
増

や
す

の
み

な
ら

ず
、

シ
ン

タ
ッ

ク
ス

＆
セ

マ
ン

テ
ィ

ク
ス

（
文

意
と

文
脈

）
を

理
解

し
た

上
で

、
さ

ら
に

相
互

の
意

図
を

推
論

す
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。
そ

の
た

め
に

は
、

そ
れ

ぞ
れ

が
自

分
と

相
手

の
モ

デ
ル

を
持

ち
、

そ
れ

ら
の

モ
デ

ル
を

連
携

、
合

成
す

る
ア

プ
ロ

ー
チ

が
必

要
に

な
る

だ
ろ

う
。

モ
デ

ル
の

自
己

組
織

化
に

よ
る

複
雑

性
が

招
く
問

題
（
組

合
せ

や
計

算
量

の
爆

発
な

ど
）
の

回
避

手
法

な
ど

も
研

究
が

必
要

と
考

え
る

。
 

 
 

 
 

 
 

（
人

間
の

移
動

を
失

う
） 

W
S
2 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
ア

ド
レ

ス
管

理
の

複
雑

化
）
 

W
S
2 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
通

信
容

量
が

ひ
っ

迫
）
 

W
S
2 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
コ

ン
セ

プ
ト

と
実

装
の

間
の

ギ
ャ

ッ
プ

、
過

剰
な

管
理

の
行

き
詰

ま
り

）
 

W
S
2 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
ロ

ボ
ッ

ト
が

戦
争

に
使

わ
れ

る
（
簡

単
に

戦
争

を
す

る
、

誤
爆

、
誤

射
な

ど
）
）
 

W
S
2 

 
 

☆
社

会
像

を
実

現
す

る
た

め
に

必
要

な
「
科

学
技

術
の

ド
ラ

イ
ビ

ン
グ

フ
ォ

ー
ス

」
以

外
の

科
学

技
術

及
び

制
度

等
 

 
 

 
 

 
 

（
サ

イ
バ

ー
テ

ロ
の

拡
大

） 
W

S
2 

 
 

・
ＩＲ

Ｔ
（
ＩＴ

－
Ｒ

Ｔ
の

融
合

）
の

技
術

は
重

要
。

 

h
tt

p:
/
/w

w
w

.js
t.
go

.jp
/c

rd
s/

pd
f/

20
0
4/

IN
/C

R
D

S
-
F
Y
2
00

4
-
IN

-0
1
.p

df
 

・
社

会
技

術
研

究
開

発
セ

ン
タ

ー
や

日
本

科
学

未
来

館
を

活
用

し
て

検
討

を
進

め
る

。
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資料 48 
参

考
資

料
１

－
３

 
戦

略
ス

コ
ー

プ
案

 
テ

ー
マ

Ｂ
：
 人

と
機

械
の

新
た

な
関

係
 

情
報

源
 

F
A

C
T
S
・
T
R

E
N

D
S
（
現

時
点

で
起

こ
り

つ
つ

あ
る

こ
と

/
5

年
か

ら
2
0

年
で

実
現

し
う

る
こ

と
）
 

［
科

学
的

知
見

や
技

術
の

見
込

み
等

の
根

拠
が

あ
る

こ
と

］
 

検
討

の

流
れ

V
IS

IO
N

（
こ

う
な

る
こ

と
が

想
定

さ
れ

る
） 

［
社

会
像

を
示

す
表

現
と

な
っ

て
い

る
こ

と
］ 

情
報

源
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

☆
F
A

C
T
・
T
R

E
N

D
S
 

 
 

☆
主

た
る

社
会

像
と

そ
の

詳
細

 
 

 

 
 

・
脳

機
能

の
解

明
 

 
 

△
正

の
面

 
 

 

意
見

聴
取

 
・
ヒ

ト
の

脳
機

能
計

測
の

精
密

化
 

 
 

・
人

の
脳

機
能

に
合

わ
せ

た
、

人
と

人
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
実

現
し

て
い

る
社

会
 

意
見

聴
取

 

 
 

・
生

体
親

和
性

の
あ

る
セ

ン
サ

の
実

現
 

 
 

（
脳

機
能

に
合

わ
せ

た
IC

T
技

術
が

確
立

し
て

い
る

） 
 

 

W
S
1 

・
言

語
と

脳
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
の

解
明

 
 

 
（
脳

計
測

に
よ

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
定

量
化

が
可

能
と

な
っ

て
い

る
）
 

 
 

W
S
1 

・
文

脈
を

理
解

し
主

張
の

内
容

を
正

し
く
認

識
で

き
る

マ
ン

マ
シ

ン
・
イ

ン
タ

ー
フ

ェ
ー

ス
 

（
考

え
た

こ
と

を
直

接
脳

に
伝

え
る

こ
と

が
で

き
る

技
術

が
実

用
化

し
て

い
る

） 
 

 

W
S
1 

・
組

織
を

構
成

す
る

個
人

の
潜

在
的

な
能

力
の

活
用

へ
の

期
待

が
高

ま
る

 
 

 
・
意

思
決

定
を

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

が
サ

ポ
ー

ト
す

る
こ

と
が

可
能

な
社

会
 

 
 

資
料

調
査

 
・
蓄

積
さ

れ
た

様
々

な
個

人
デ

ー
タ

の
文

脈
的

解
析

 
 

 
（
脳

機
能

に
合

わ
せ

た
IC

T
技

術
が

確
立

し
て

い
る

） 
 

 

 
 

・
社

会
シ

ス
テ

ム
の

ア
ー

キ
テ

ク
チ

ャ
ー

設
計

の
進

歩
 

 
 

（
判

断
力

の
落

ち
た

高
齢

者
へ

の
サ

ポ
ー

ト
技

術
が

確
立

し
て

い
る

）
 

W
S
1 

意
見

聴
取

 
・
IC

T
の

発
達

に
よ

る
相

手
の

顔
を

見
な

い
情

報
交

換
の

増
加

（
脳

の
仕

組
み

と
の

乖
離

に
対

す
る

危
惧

）
 

 
 

・
個

々
人

の
能

力
を

つ
な

げ
る

こ
と

が
で

き
る

社
会

 
W

S
1
 

 
 

 

 
 

（
効

率
的

な
学

習
が

可
能

に
な

っ
て

い
る

） 
 

 

 
 

 
 

（
暗

黙
知

を
形

式
知

と
し

て
取

り
出

せ
る

よ
う

に
な

る
） 

 
 

 
 

 
 

（
IC

T
を

経
由

し
た

参
加

や
適

材
適

所
が

可
能

と
な

っ
て

い
る

）
 

 
 

 
 

☆
ド

ラ
イ

ビ
ン

グ
フ

ォ
ー

ス
と

な
る

科
学

技
術

 
 

 
・
言

語
が

違
っ

て
い

て
も

言
葉

が
通

じ
る

社
会

 
W

S
1
 

ユ
ニ

ッ
ト

 
D

F
１

 
脳

機
能

の
非

侵
襲

計
測

技
術

 
 

 
（
翻

訳
技

術
が

高
度

化
し

て
い

る
）
 

 
 

 
 

脳
磁

計
、

fM
R

I、
脳

波
形

、
近

赤
外

光
計

測
な

ど
の

脳
機

能
非

浸
襲

計
測

技
術

を
さ

ら
に

発
展

さ
せ

る
と

と
も

に
、

 

原
理

に
基

づ
く
計

測
技

術
も

開
発

し
、

高
い

時
間

・
空

間
分

解
能

で
脳

計
測

を
行

い
、

脳
機

能
の

解
明

を
行

う
。

 

 
 

（
考

え
た

こ
と

を
直

接
他

者
の

脳
に

伝
え

る
こ

と
が

で
き

る
技

術
が

実
用

化
し

て
い

る
）
 

(W
S
2)

 

 
 

 
 

・
さ

ま
ざ

ま
な

ス
ト

レ
ス

を
緩

和
で

き
る

社
会

 
W

S
2 

ユ
ニ

ッ
ト

 
D

F
２

 
脳

科
学

と
情

報
技

術
の

統
合

化
、

ブ
レ

イ
ン

・
マ

シ
ン

イ
ン

タ
ー

フ
ェ

ー
ス

（
B

M
I）

の
進

展
 

 
 

（
ス

ト
レ

ス
に

対
す

る
心

身
反

応
が

理
解

で
き

て
い

る
） 

 
 

 
 

最
近

の
B

M
Iの

進
展

（
俯

瞰
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

報
告

書
か

ら
）
 

・
B

M
I：

知
覚

機
能

の
再

建
、

深
部

脳
刺

激
か

ら
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

や
運

動
機

能
へ

の
展

開
 

・
情

報
技

術
に

よ
る

解
読

の
進

展
・
脳

内
情

報
を

解
読

し
て

脳
に

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
す

る
こ

と
に

よ
る

脳
状

態
の

制
御

 

・
心

を
読

ん
だ

り
制

御
す

る
よ

う
な

倫
理

的
問

題
 

・
脳

神
経

科
学

、
情

報
技

術
、

生
体

適
合

の
電

極
、

人
体

通
信

、
移

植
シ

ス
テ

ム
の

統
合

化
 

（
戦

争
、

災
害

、
D

V
な

ど
に

よ
る

ト
ラ

ウ
マ

か
ら

の
回

復
を

効
果

的
に

支
援

で
き

る
）
 

 
 

 
 

 
 

（
薬

物
依

存
か

ら
脱

却
を

効
果

的
に

支
援

で
き

る
）
 

 
 

 
 

 
 

・
統

合
的

（
精

神
）
健

康
管

理
維

持
で

、
認

知
症

、
自

閉
症

、
う

つ
病

な
ど

を
も

つ
人

々
を

「
包

み
込

む
社

会
」

W
S
2 

 
 

 
 

（
精

神
疾

患
の

診
断

基
準

が
明

確
化

さ
れ

て
い

る
）
 

 
 

 
 

 
 

（
精

神
疾

患
の

予
防

、
治

療
技

術
が

進
歩

し
て

い
る

） 
 

 

ユ
ニ

ッ
ト

 
D

F
３

 
脳

機
能

と
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

を
連

携
さ

せ
る

技
術

 
 

 
（
乳

幼
児

期
の

発
達

障
害

の
改

善
が

進
ん

で
い

る
） 

 
 

 
 

様
々

な
、

意
思

決
定

を
行

う
際

、
大

量
の

情
報

を
参

照
し

う
え

で
、

望
ま

し
い

と
考

え
ら

れ
る

方
向

へ
導

い
て

く
れ

る
意

思
決

定
支

援
シ

ス
テ

ム
の

開
発

が
進

む
こ

と
で

、
国

、
企

業
、

個
人

の
意

思
決

定
を

サ
ポ

ー
ト

す
る

こ
と

が
期

待
さ

れ

る
。

今
後

の
検

討
に

お
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平成 25 年度 社会的期待・邂逅に関するワークショップ  

 第 1 回（WS1）開催案内 

科学技術振興機構（JST） 

研究開発発戦略センター（CRDS） 

社会的期待・邂逅横断グループ 
 

 

１．開催趣旨 

 科学技術振興機構（JST）研究開発発戦略センター（CRDS）では、研究開発

戦略の策定にあたり、社会が何を求めているか―社会的期待―を知り、これを

科学技術分野の研究開発領域／課題と結びつける―“邂逅”させる―ことを基

本方針としている。そのため、社会的期待・邂逅横断グループを設置し、当基

本方針を研究開発立案のプロセスとして具体化する検討を進めてきた。 
 平成 24 年度は、「顕在化している社会の問題を解決する」ことを重要な社会

的期待であるととらえ、広く社会に認識されている問題を検討し、その解決に

寄与しうる研究開発領域／課題と邂逅させる、というアプローチを採用した。

しかし、「問題が解決された社会を目指す」ことにとどまらず、未来に向けて進

化していく社会像を描き、その実現に向けた研究開発戦略を検討するというア

プローチも必要であるとの認識に至った。  
今回のワークショップでは、平成 25 年度の第１回 1)として、新テーマ（進化

型テーマ（仮称））2)について議論する。 
1) 平成 24 年度は合計で 5 回のワークショップを開催。平成 25 年度も同様の回数の開催を

予定。 

2) 未来社会において実現すべき社会像を、先端的な研究領域から得られつつある科学的知見

と、これを踏まえた人間の根源的なあり方に対する洞察に基づいて表したもの(検討中)。 

 

 

２．開催概要 

日時：2013 年 9 月 19 日（木） 13:30～17:30 
場所：JST 東京本部別館 １階会議室 

 参加者：別紙参照 
外部有識者 
CRDS 吉川センター長、有本副センター長、笠木上席フェロー、 
CRDS 上席フェロー及びフェロー等 約 40 名 
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３．プログラム 

   司会：豊内 順一 フェロー 

 13:30- 13:45  はじめに                                    
  ・開会挨拶： 笠木 伸英 上席フェロー 
  ・開催趣旨： 前田 知子 フェロー 

 13:45 - 15:05 外部有識者からのプレゼンテーション（10 分／人） 
  「ご専門の領域の先端的な動向等から洞察される未来の社会像や、まだ顕

在化していない／顕在化しつつある問題点等について」 

（ご発言順） 
   原島 博  東京大学 名誉教授 
   合原 一幸 東京大学教授／最先端数理モデル連携研究センター長 
   新 誠一  電気通信大学情報理工学研究科 教授 
   伊藤 公平 慶応大学 理工学部物理情報工学科 教授 
   桜田 一洋 ソニーコンピュータサイエンス研究所 シニア・リサーチャー 
   木村 廣道  東京大学大学院薬学系研究科 特任教授 
 

15:05-15:15 休 憩                          
   

ファシリテーター：嶋田 一義 フェロー 

 15:15 - 15:25 グループワークの説明 

 15:25 - 16:30 グループワーク 
・各グループで議論（30） 

   ・リーダ以外は他のグループに移動して議論（30） 
・元のグループに戻り、議論の成果を整理（5） 

16:30 - 17:25 まとめ  
・各グループからの結果報告（3 分／１グループ） 
・質疑応答 
・全体討論 

 17:25 – 17:30 閉会挨拶 :吉川 弘之 センター長 
 

 

（以 上） 
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平成 25 年度 社会的期待・邂逅に関するワークショップ  

 第 2 回（WS2）開催案内 

科学技術振興機構（JST） 

研究開発発戦略センター（CRDS） 

社会的期待・邂逅横断グループ 
 

 

１．開催趣旨 

 科学技術振興機構（JST）研究開発発戦略センター（CRDS）では、研究開発

戦略の策定にあたり、社会が何を求めているか（社会的期待）を知り、これを

科学技術分野の研究開発領域／課題と結びつける（“邂逅”させる）ことを基本

方針としている。そのため、社会的期待・邂逅横断グループを設置し、当基本

方針を研究開発立案のプロセスとして具体化する検討を進めてきた。 
 平成 24 年度は、「顕在化している社会の問題を解決する」ことを重要な社会

的期待であるととらえ、問題を解決するための研究開発戦略を検討していくア

プローチ（問題解決型アプローチ）を採用した。しかし、「問題が解決された社

会を目指す」ことにとどまらず、先端的な研究開発動向から洞察される社会像

を踏まえてのアプローチ（未来創発型アプローチ）も必要であるとの認識に至

った。  
今回のワークショップでは、未来創発型アプローチによる研究開発戦略の検

討の一環として、戦略スコープの原案である「戦略スコープ骨子案」について

議論する。 
 

 

２．開催概要 

日時：2013 年 12 月 24 日（火）13:30～17:30 
場所：JST 東京本部別館 2 階セミナー室 
    グループワーク時は小会議室に移動 

 参加者：別紙参照 
CRDS 吉川センター長、有本副センター長、笠木上席フェロー、 
CRDS 上席フェロー及びフェロー等 
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３．プログラム 

     司 会：中村 亮二 フェロー 

 13:30- 13:50 はじめに                                    
  ・未来創発型アプローチについて：前田 知子 フェロー 

・ワークショップの進め方について：嶋田 一義 フェロー 

・質疑応答 
  
 13:50 - 14:20 「戦略スコープ骨子案」について 

担当者からの説明（質疑応答含む）（5 分／件×6 件） 

① 生体統合モデル：豊内 順一 フェロー 

② 経験・感性と科学の融合：飛田 浩之 フェロー  

③ 加齢性疾患治療技術：飛田 浩之 フェロー 

④ モノのインターネット：嶋田 一義 フェロー 

⑤ 人・社会と ICT：岩城 拓 主査 

⑥ 脳とコンピュータ：中本 信也 フェロー 
 
 
    ファシリテーター：嶋田 一義 フェロー 

  
 14:20～15:30 グループワーク 

・「戦略スコープ骨子案」における VISION に関する議論 
 

15:30-15:40 休 憩                          
 

15:40 - 17:20 各グループからの結果報告と全体討論  
・各グループからの結果報告（質疑応答含む）（MAX10 分／１グループ×6） 
・全体討論 

 
 17:20 – 17:30  まとめ 

・結果報告と全体討論を振り返って：笠木 伸英 上席フェロー 

・閉会挨拶：吉川 弘之 センター長 
 

（以 上） 
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